

































無職転生




～異世界行ったら本気だす～ 19








理不尽な孫の手





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第十九章　ザノバ編







第一話「ザノバの決意」




　ラノア魔法大学、研究棟。ザノバの研究室。

　そこでは六人の男女がテーブルを囲んでいた。

　俺とクリフ、ザノバの三人が着席し、俺たちをさらに囲むように、エリナリーゼ、ジンジャー、ジュリの三人が立っている。エリナリーゼが子供を抱いているから、七人か。

　ザノバは終始難しい顔をしているし、クリフはイライラしている。

　ジンジャーは辛つらそうで、ジュリは目を真っ赤にしている。エリナリーゼですら、何をどう言っていいのかわからないって顔。重くて嫌な雰囲気だ。

「ザノバ、まずは落ち着いて、もう一度、最初から説明してくれないか？」

「………………いいでしょう」

　ザノバは、無表情だ。俺を見かけるといつも笑顔を浮かべていた奴だけに、こう無表情だと違和感がある。まるで別人のようだ。

「先日のことですが、シーローン王国から、一通の手紙が届きました」

　その手紙は先ほど渡され、現在は俺の手元にある。

　パックスの署名とシーローン王国の印が捺おされている封筒で、中には三枚の紙が入っている。

　一枚目は、半年ほど前に起きたシーローン王国のクーデターの詳細だ。王竜王国に留学という形になっていた第七王子パックスが、王竜王国をバックにつけて、シーローン王国に帰還。

　そのままクーデターを起こして、前国王を殺害。その他の王族も皆殺しにして、シーローン王国の国王となった。って内容を、パックスを称たたえるような感じで長々と書いてあった。

　二枚目は、クーデター後のこと。

　クーデターで国の大臣や将軍の大半を解雇したところ、国を脱出する者が続出した。人口の減少に伴い、シーローン王国全体の兵力が低下。それを察した北の国が攻めてきそうな気配があるが、国防のための兵力は足りない。そこで神み子こであるザノバを呼び戻し、国防に当たらせる案が出たという内容だ。これは国が変わるためには必要なことだから、パックスは悪くないって感じの言い訳がましい書き方で書いてある。

　三枚目は、ザノバを呼び戻すための書状だ。前王の命令の解除と、本国への召集命令。シーローン国王の印も捺してある、正式なものだ。

　ようするにこの三枚は、「パックスの英雄譚たん」と、「言い訳」と、「赤紙」だ。

　クーデターを起こしたら戦力が低下した。敵が来るので、戦力を増強する。

　言い訳くさいが、筋は通っている。

　ザノバが戦力として有効かどうかって部分には疑問が残るが、国内でザノバは有名だろうし、呼び戻すだけでも、兵たちの士気が向上するだろう。

　王竜王国がバックについているなら、国防も王竜王国にやらせればいいとは思うが、そうはいかない事情もあるのかもしれない。どの国も一枚岩とは思えないしな。できないというのなら、できないのだろう。

　とはいえ、過去のことがある。

　八年前、ザノバは俺を助け、パックスの企たくらみを打ち砕いた。

　その結果、パックスは王竜王国に、ザノバはラノア王国に、それぞれ留学という形で国外追放となった。もしパックスがその時のことを根に持っていれば、ザノバはタダではすまない。

　この呼び出しはザノバに復ふく讐しゅうするための罠わなであると推測できる。

　まあ、それはいい。問題はここからだ。

「で、お前はこれを見て、どうするんだって？」

「余は命令通りにシーローン王国へと戻り、戦線に参加します」

　これだ。

　クリフにしろジンジャーにしろ、これに反対している。仮にザノバが、前王の仇かたきを討とうってんなら、まぁわかる。逆に、命令に従わず逐ちく電でんしようってんでも、まぁわかる。

　でも、ザノバはそうしない。罠であると知っていても、ただ従おうというのだ。

　パックスに。簒さん奪だつ者に。

「行く必要はない」

　そこでクリフがそう言った。クリフは、罠であると主張している。

「賭けてもいいが、これは君を殺すための罠だ」

「ふむ」

「普通、クーデターを起こしたのなら一族を皆殺しにするはずだ。禍根を残さないためにも」

　クリフ自身、ミリス神聖国の権力争いの影響でここにいる。

　クリフの祖父が権力争いに負けた場合、クリフにも危険が及ぶからだ。

　敗者の家族は皆殺し。それを当然のことだと思っているのだ。

「大体、敵が攻めてくるのが本当だとして、君一人が増援に行って、何ができるっていうんだ」

「何かはできるでしょうな。余はこれでも、神子ですので」

「だとしてもだ！」

　クリフはイラついた表情で、ドンと机を叩たたいた。

「お前が敵を退けたとして、パックスはどういう行動に出る!?」

　クリフは、パックスが国外追放になった事件の顛てん末まつを知っている。

　いつだったか、俺とザノバの出会いを話したから、パックスがどんなヤツだったかってのも知っている。偏見もあるだろうが、彼が反対するのは、俺もよくわかる。

「用済みになったお前を生かしてはおかないかもしれないだろ！」

　だから、こういう言葉も出る。もっとも、俺もその意見には同意する。

　仮に、本当に他国が侵略してきて戦争になったとしよう。

　パックスが本当にザノバの力を欲していたのだとしよう。

　そこで、ザノバがシーローン王国を訪れ、神子パワーで解決したとしよう。

　しかしその後はどうだ。

　王族であり、第三王子であるザノバは、パックスにとってどういう存在だ。

　敵を倒したとなれば、ザノバの評価は上がっているだろう。国を救った英雄として祭り上げられているかもしれない。窮地を救った兵士たちからの莫ばく大だいな人気を得ているかもしれない。

　そんなのが、自分と同じく王家の血を引いているとして、パックスはどう思うだろうか。

　邪魔に思うんじゃないだろうか。自分の地位を脅かす存在に見えるんじゃないだろうか。

　そう思った時、パックスがどういった行動を取るか。考えるまでもない。

「ザノバ、俺もそう思う」

「……その可能性は高いでしょうな」

　俺がクリフに同意すると、ザノバもまた真面目な顔をして頷うなずいた。

　パックスが自分を恨んでいるだろうことも、自分が殺される可能性があることもわかってるってことか？

「でも、行かねばなりません」

　だというのに、ザノバは行くという。おかしな話だ、意味がわからん。

「……なんでだよ」

「正式な帰還命令ですので」

　即答であった。確かに、書状には国王の印が捺してある。前王の命令は撤回、今すぐ留学をやめ、帰ってこい。そんな旨の文章だ。

「でも、パックスからだろう？　王が代わったんだ、従う必要はないんじゃないか？」

「師匠。王が代わったから命令を聞かずともよいというのでは、国は立ち行きませぬ」

「といっても、正式な手続きを経て王になったわけじゃない……いわゆる簒奪者だろ？」

「経緯はどうであれ、今現在、パックスが王であることに違いはありませぬ」

　そういうものなのだろうか。まあ、前世の世界でも、そういう国はたくさんあったが……。

　その国の臣下は、どうしてたんだろう。簒奪をした王のもとでも、働きたいと思ったのだろうか。

「ザノバ、お前はパックスのもとで働きたいのか？」

「そういうわけではありません」

　ザノバはゆっくりと首を振った。

　何を言っても、ザノバには届かないかもしれない。そんな思いが、俺の気持ちを焦じらせた。

「じゃあ、なんでだよ」

　思わず口調が強くなる。

「殺されるのがわかってる。従うつもりもない。なら、行く必要もないだろ。なんでそこまでこだわるんだ？」

　あるいは報復でも恐れているのだろうか。

　ザノバが命令を拒否した場合の、シーローン王国からの報復。

　でも、ここはラノア王国だ。シーローンからどれだけ急いでも半年はかかる場所だ。

　なんだったら、アリエルに口添えしてもらって、アスラ王国に亡命したという形にしてもいい。シーローンでクーデターが起こったので身の危険があるため亡命したいって……そんな理由で亡命できるのかは知らないが。

「理由ですか」

　俺の問いに、ザノバは笑った。

　いつものように心底楽しそうな笑みではない。無理やり作ったような笑みだ。

「いいですか師匠、元々、余はシーローン王国にとって厄介者だったのです」

「そんなことはないだろ、だって神子だぞ？」

「ええ、ですが、力加減を間違えて王族を殺してしまうような神子です」

　その言葉で、俺はふと、シーローン王国時代のザノバの二つ名を思い出した。

　『首取り王子』。生まれたばかりの正妃の子供──自分の弟の首を引っこ抜いたクレイジープリンス。

　言うまでもないことだが、正当な理由なく身内を殺すことは、王族だろうと許されはしない。

　しかし、その事件においてザノバは、ほぼお咎とがめなしだったという。

　ザノバの母は国外追放されたというのに。

「余が許されたのは、神子だからです。いつかは役に立つだろうと思われたのです」

「おい、本当なのか？」

　クリフが動揺した顔でこちらを見てくる。その話は知らなかったのだろうか。

「ええ、本当ですとも。それから自分の妻の首を引っこ抜き、内乱を誘発させたこともありましたな」

　クリフの問いにザノバが答える。

　ザノバはバツイチだ。王族として政略結婚し、新婚初夜に相手の首をねじ切った。

　そして、それがもとで、内乱が発生した。

「あの女は許せぬことを言いましたし、許すつもりはありませぬが、戦争を起こさせた余は処刑されてもおかしくなかった」

　ザノバはそう言って、俺を見た。

「でも、処刑されなかった」

　そして、ため息を一つついた。続けて、当然のことを聞くような口調で言う。

「師匠。余はなぜ、生かされていたのだと思いますか？」

「……」

　俺は答えられない。ザノバは続ける。

「その後、師匠と出会い、また問題を起こした余は、とうとう国外へと追放された。処刑されてもおかしくなかったのに、国外追放にとどまった。追放にもかかわらず、ここシャリーアに来てからも、本国からは莫大な生活資金が送られてきた。それはどうしてだと思いますか？」

　ザノバの言いたいことはわかっている。ザノバが生かされている理由はわかっている。

「いざという時に、国を守るためです」

　ザノバの口調は強く、俺は何も言えなかった。

　クリフですら、目を見開いたまま、静止していた。

　ジンジャーだけが、理解を示し、悲しそうな顔をしていた。

「他国との戦争は余の義務です。そのために生かされ、そのために勝手を許されてきたのです。なので、行かねばなりません。万が一にも、国が攻め入られてからでは、遅いのです。いえ、もう攻め入られているやもしれません。今すぐ、急いで向かわなければいけないのです」

　正論だ。今まで育ててもらった恩、生かしてもらった恩を返す。もらったものを返そうとする気持ちは、何もおかしくない。

　本当なら、パックスがクーデターを起こした時点で帰りたかったのかもしれない。

　けど、それはもう過ぎたことだ。

　ここで自分が内乱を起こし、国内を疲弊させれば、シーローンという王国は本当に滅びかねない。

　だからパックスに従うのだ。シーローンという国を守るために。

　わかる。けどさ、ザノバ。違うだろ。

　お前はもっとこう、ワガママで、自由な奴だったろ。「内乱？　余には関係ないことですな。それよりこの人形をご覧ください！　特にこのくびれを！」とか言ってるキャラだろ？

　……でも、それは言えない。なぜなら正しくないからだ。

　ザノバに「そんなの関係ねえ」と言ってほしいのは確かだ。

　でも、それは、正しくない。

「……お前、殺されるぞ？」

　俺はなんとか、一言を絞り出した。その言葉に、ザノバは答えた。

「国が死ねというのなら、死ぬしかないでしょう」

　毅き然ぜんと、堂々と。昔の武士や旧日本軍の兵隊に聞いたら、同じような返答が返ってくるのだろう。

　言葉が詰まる。

　止めるべきだ。俺はザノバに死んでほしくない。

　でも、正面切って反対できない。ザノバがまっすぐな目で見ているからか、俺が変わったからか、止める言葉が出てこない。なんて言ったらいいのかわからない。

「師匠、クリフ。そのような顔をしないでくださらんか」

　ザノバはそこで、朗らかとも言える笑みを見せた。いつもの笑みだ。

「余も、シーローンにいた頃は、義務など考えたことはありませんでした。しかし師匠と出会い、クリフと出会い、ナナホシ殿と出会い。ここで生活をしているうちに、いろいろと考えたのです。自分がせねばならぬことは何なのか……」

　そうして、出てきた結論が「国を守る」ということなのだろうか。俺たちと生活してきて出てきた結論が、なぜ国を守ることにつながるのだろうか。わからない。

「まあ、偉そうに言ったところで、余もなぜ自分がそのような結論を出したのか、わかっておりませんがな！　ハッハッハ！」

　ザノバは笑ったが、俺は笑えなかった。

　こいつの出した結論に、イチャモンをつけるつもりはない。正解か不正解かなんて、結果が出てみないとわからないから、選択は尊重すべきだ。

　でも一つ言えることがある。

　選択の結果、ザノバが死んでしまうのは……俺にとってよくない。

　ザノバは親友だ。

　思い返せば、俺はこいつにずっと助けられてきた。シーローンで助けてくれたのはこいつだ。この学校に来た時、こいつに会えなかったら、俺は今ほど友人に恵まれなかった。リニア、プルセナとの関わりが出来たのは、ザノバの人形が発端だった。ザノバがいなければ、クリフとも今ほど仲良くなれていなかったかもしれない。一緒に魔大陸に行った時も、こいつは素手でアトーフェを抑えてくれた。魔導鎧マジックアーマーも、こいつがいなければ完成しなかった。

　思い返せば助けられてばかりだ。

　それに、ザノバと一緒に人形を作っている時は、なんだかんだ言って楽しかった。

　楽しかったのだ。こいつは俺のことを常に持ち上げてくれたし、やることなすこと褒めてくれた。

　そんな奴と一緒にいて、心地よくないはずがない。人としてそれはどうかとも思うが、俺は間違いなく、心地よかった。

　それにこいつは、未来の日記でも、俺を死ぬまで見守ってくれていた。

　そんなザノバを見殺しにすることはできない。

　ルーデウス・グレイラットという人間は、ザノバ・シーローンを見殺しにしてはいけない。

　……ん？

　まてよ。未来の日記？

　ふと、俺の脳裏で何かがカチリとハマった。

「ザノバ」

「なんですか、師匠」

　次の言葉は、自然と出た。

「俺も行く」

　そう言った時のザノバの嬉うれしそうな、困ったような顔が印象的だった。




　会合を切り上げた俺は、オルステッドのところに赴くことにした。

　移動しながら、今回の一件について考えてみる。

　まず、ザノバの本国召喚について。日記には、そうしたイベントはなかった。ザノバはずっとシャリーアにいた……か、どうかはわからないが、ずっと俺のそばにいてくれたように書かれている。

　日記の未来では、この帰還命令は来なかったのだろうか。

　パックスはクーデターに失敗したのか。そもそもクーデターは起きたのか……。

　日記とは違うことが起きている。ということはもしかすると、ヒトガミの仕業である可能性が高いのではないだろうか。

　思えばこの一年半、ヒトガミの使徒が三人揃そろって出てきたことはなかった。最後の一人がパックスで、裏でコソコソ動いていたのだと考えれば、辻つじ褄つまも合う。オルステッドは「時を待て」と言っていたが、まさに今がその時なのかもしれない。

　うん、そうだ。

　そうに違いない。この時のために、俺は力を蓄えていたのだ。ザノバを助けるために。

「オルステッド様！」

　オルステッドはいつも通り、高級な机で書き物をしていた。

「ルーデウスか。どうした？」

　いつも通り怖い顔をしているオルステッドに、事情を話した。

　ザノバの元に届いた召集令状のこと。

　しかし日記によるとザノバは呼び出されていない、ということ。

「これは、ヒトガミの仕業ですよね？」

「……」

　割と自信たっぷりでそう言ったが、オルステッドは怖い顔をして睨にらんできた。

　あれ？　おかしいな。なにか間違っただろうか。

「俺の知る歴史では、シーローン王国は今から約三十年後、パックス・シーローンのクーデターによって滅びる」

　戸惑う俺に、オルステッドは恐ろしい顔で答えた。

　いや、別にわざと怖い顔をしてるわけではないだろうが。

「……三十年後？」

「そうだ」

　オルステッドは本来の歴史について語ってくれた。

　本来の歴史。すなわち転移事件も起きず、俺がシーローン王国に関わらなかった場合の歴史だ。

　その場合、パックスは国の奴隷市場を利用して資金を貯ためながら仲間を増やし、人質を取って敵を倒して力をつけていく。そして、最後にクーデターを起こすらしい。

　クーデターは成功し、パックスは王になる。

　しかし、そこでパックスは燃え尽きる。

　王になり、何もかもが自由になったパックスは、王政に疑問を感じるようになるのだそうだ。

　パックスは、王政を廃止、共和制を提案する。シーローン共和国の誕生だ。

　シーローン共和国はその後、現在の紛争地帯の約半分を手に入れるほどの成長を遂げ、強国となる。そして、世界で四番目の大国となったシーローン共和国は、ヒトガミにとって邪魔な存在を誕生させる。

「ヒトガミはそれを嫌い、お前をシーローン王国へと向かわせ、パックスを国から遠ざけたのだと思っていたのだが……」

　これが、俺がヒトガミの助言でシーローン王国へと向かったことで変わった。

　二人は国外追放になり、パックスが王になる線は消えた。

　シーローン共和国は誕生しない。

「パックスが王になってしまったら、共和国が誕生する」

　オルステッドは難しい顔をしている。つまり、ヒトガミの思惑と結果が違うのだ。

「今回は王竜王国をバックにつけてのことですし。パックスは共和制を提案しないのでは？」

「いや、変わらん。以前、俺も似たようなことをしたが、やはりパックスは共和制を提案した」

　どんな経緯であれ、パックスが王になった場合は、やがてパックスは共和制を提案し、シーローン王国は共和国となるらしい。

　アリエルの時と一緒だ。結局は運命。王になってしまえば、後のことはほぼ確定するのだろう。

「あれ？　じゃあ日記での未来の方は？」

「恐らく、パックスはクーデターを起こしていない。ヒトガミの最初の思惑通り、シーローン王国は小国のままだろう」

　つまり。

　従来の歴史『パックスがクーデターを起こして王になる。共和国誕生』。

　日記の歴史『ヒトガミの手引きによりパックスは王にならず、共和国は誕生しない』。

　今回の歴史『パックスがクーデターを起こして王になった。その後おそらく共和国誕生』。

　こんな感じだ。てことは、ヒトガミはわざわざ元の状態に戻したってことになる。

「なんでそんなことを？」

「罠だな」

　オルステッドの言葉は重くのしかかってきた。

「ヒトガミは、変えようとした未来を元に戻してでも、お前を殺したいのやもしれん」

　一つ戻して、俺を殺す、か。麻雀マージャンでは相手にアガらせないために、自分の手を崩して降りることもある。それと一緒か……。

「ノコノコと出ていけば、ヒトガミの用意したお前を確実に殺すための罠にかかるだろう」

「オルステッド様を狙っているわけでは？」

「その可能性もあるが、ザノバ・シーローンはお前の友だ。餌と言い換えてもいいが、それで釣られるのは俺ではなく、お前だ」

「……」

　パックスはザノバを呼び出した。

　ほぼ確実に罠であるにもかかわらず、ザノバは行くという。俺が行くかどうかはヒトガミには見えないはずだが、ザノバが死ぬ可能性が高いなら俺は釣れると考えたのだろう。

　ヒトガミだって、俺がどういうヤツかぐらいは知ってるだろうし。

　……今回のヒトガミは頭を使っているな。

「ザノバはお前の装備を作っている男だ。仮にお前が来ずとも、奴を始末することは後のためになると考えたのかもしれん」

　一石二鳥か。俺が来たら二人とも。俺が来なけりゃ一人だけでも。

「ザノバが使徒である可能性は？」

「今回に限ってはないだろう。奴はシーローンの歴史において大した男ではない」

　おい、やめたまえ。あいつは、俺にとっては大した男だよ。現に、こうして俺はまんまと餌に引っかかっているし。

「じゃあ、どうすればいいでしょうか」

「いつも通りだ、真正面から潰つぶす」

「……ですよね」

　とりあえず、オルステッドが付いてきてくれれば簡単だ。アリエルの時と同じようにやればいい。

　罠だというのなら、それもいいだろう。

　俺が誘ゆう蛾が灯とうのように敵をおびき寄せ、いざとなったら「先生お願いします」だ。

　さながらチョウチンアンコウのように、オルステッドがパックリ敵を倒してくれるはず。

　俺は最近、巷で「龍神の配下」だの「龍神の手先」だの言われていることもあるらしいが、「龍神の提ちょう灯ちん」を名乗るのが一番いいのかもしれない。

「だが、ヒトガミが関与していない可能性もある」

「…………と、いうと？」

「元々、この事件は起きる予定だったという可能性だ」

　ふむ。元々起きる予定。

「先ほどの話は、予想にすぎん。今の時期については、日記には書かれていない。案外、ザノバ・シーローンは本国に行った後、無事に帰ってきたのやもしれん」

　ヒトガミは関係なく、この事件は起きた。

　ザノバは歴史通りにシーローンに召集され、そこで仕事を終え、無事に帰ってきた。

　言われてみると、そんな可能性も、ありうるの、か？

「…………うーん」

「日記のザノバはミリスによって賞金を懸けられている。その点を考慮し、シーローンがザノバの帰還を許さなかったか、あるいはザノバ自身が蹴ったか、ジンジャーが握り潰したか……」

　なるほど。落ち着いて考えれば、日記と今では状況も違う。仮に日記の未来でパックスがクーデターに成功したとしても、ザノバは賞金首だ。ミリス神聖国からお尋ね者扱いされている者を国元に戻さず、知らぬ振りをするというのもわかる。

　ミリス神聖国には、傭よう兵へい部隊みたいな騎士団がいる。

　ザノバを戻せば、その騎士団が敵対国につく、という可能性もある。

　ま、可能性を言い出せば、キリがないが。

「でも、ヒトガミは俺を使って、シーローンの歴史を変えたんですよね？　その場合だと、シーローンが共和国になっちゃうんじゃないですか？」

「変えようとしたが変わらなかったのかもしれん。お前の運命は強いが、それでも全てをねじ曲げられるほど強いわけではないだろう」

　まあ、俺が関われば全ての歴史を変化させられるってわけにもいくまい。

「む……」

　と、そこでオルステッドが何かに気づいた。顎あごに手を当て、考えるような仕草をする。

「ど、どうしました？」

「いや……パックスは王竜王国にいたのだったな」

「ええ」

「となれば、クーデターも王竜王国に手引きされている可能性があるな」

「まあ、そうですね」

　あ、そっか。

　パックスは王竜王国にいた、ってことは、そこで別の使徒に誑たぶらかされた可能性もあるのか。

　パックスが使徒じゃない可能性だ。

　王竜王国の誰かが、ヒトガミの使徒である可能性。そいつが、今回の黒幕である可能性。

「よし、俺は王竜王国へと行き、そちらに使徒がいる可能性を探る」

　え？　付いてきてくれないの？

「で、でも、シーローン王国がヒトガミの罠だった場合は……どうするんです？」

「……お前がそれを恐れるのなら、行かないほうがいいだろう」

　つまりそれは、見捨てるってことか。あのザノバを。そりゃ、オルステッドにとっては、ザノバは重要人物ではないかもしれない。オルステッドは俺の家族を守ると約束してくれたが、ザノバは親友ではあるが、家族ってわけでもない。

　あ、じゃあ家族にしてしまえばいいんだろうか。

　ウチの誰かに頼んでザノバと結婚してもらえば……。

　いや、そうじゃない。ザノバになら妹をまかせてもいいぐらいには思っているが、そうじゃない。

「ザノバは、俺を助けてくれました。日記でも、最後まで俺を助けてくれました」

「……」

「俺は彼を見捨てはしません」

　問題は、俺一人でザノバを助け切れるかどうかってことだ。

　いや、一人で行かなくてもいいかもしれない。誰かを派遣してザノバを助けてもらうのはどうだろうか。エリスの知り合いには剣聖だかもいるらしいし、剣の聖地に連絡をとって、ザノバの護衛団を組織するとか。

　いや、あんまり知らない相手に転移魔法陣の存在を知られるのは困るな。

　傭兵団はまだ動かせる段階にはないとして……。

「ならばお前はシーローンへ、俺は王竜へと赴き、ヒトガミの企みを潰す。いいな」

「はい」

　考えてみれば、まだまだいろんな可能性がある。道中で探りながら、調べていく必要がある。

「そうだ。言い忘れていたが、シーローンに行くにあたり、一つ守ってほしいことがある」

「はい」

　守ってほしいことか。絶対に死ぬな、とか言ってくれるのだろうか。

　だとしたら、キュンとしちゃうところだが……。

「もし、パックス・シーローンが使徒だったとしても、殺すな」

「……はい？」

「パックス・シーローンは殺すな」

　大切なことなのか、二度言われた。

　いや、俺が聞き返したからだ。

　パックスを殺すな……なんでそんなことを、と迷うことはない。パックスを殺せば、シーローンは共和国にならないからだ。

　オーケー、ボス。

　たとえパックスがこちらに敵意を持っていたとしても、殺さずに対処するよ。

「わかりました」

　でも、難易度が上がったな。

　仮にパックスがこちらを殺しにきても、こっちは向こうを殺せないってことになる。その状態で……まず、俺は死なないようにする。ザノバも連れ帰る。大変だ。

　あれ？　そういえば、ザノバは何をすればここに帰ってきてくれるんだろうか。

　ザノバの目的はなんだっけ？　国防？　何をすれば満足するんだろう。

　いや、いい。俺の役割はザノバに付いていって、彼を守ることだ。

　それで、タイミングを見て、一生懸命説得する。

　同時に、ヒトガミの目的や罠を探り、それを打ち破る……ってところか。

「オルステッド様、ありがとうございます」

「礼はいい」

　俺はオルステッドに対して深く頭を下げて、事務所を出たのだった。





　　　　★　★　★






　しかし、ヒトガミの罠か。ザノバは俺が付いていくことに関して、特に文句は言わなかった。

　けど、もし罠だと言えば、ザノバは反対するだろうな。

　逆か？　たとえ反対されても言うべきだろうか。ヒトガミが俺を殺すために、シーローン王国で罠を張った。お前を餌に、俺を殺すつもりだ。だから、行かないでくれ、とかなんとか……。

　いや、ダメだな。

　単に「そういうことでしたら、余が一人で行ってまいります」とか言いそうだ。

　それなら、黙っていて、何食わぬ顔で隣にいたほうがいいだろう……。

　今回もだんまりか。俺、そろそろザノバに嫌われるかもしれないな。







第二話「虫の知らせ」




　家に帰り、シーローン王国に行くことを家族に報告した。

　ここ最近、出張に赴く際には詳しく言わないことも多いけど、今回はちょっと時間もかかりそうだから説明しておきたかった。

　まず、我が事務所にはシーローン王国への直通の転移魔法陣はない。

　ゆえに事務所を経由する場合、王竜王国で馬車を購入し、シーローン王国へと行く形になる。

　以前、王竜王国からシーローンまで移動した時は四ヶ月かかった。途中で町を捜索しつつのことだったことを考慮すると、急げば二ヶ月ちょっとで到着できるだろう。てことは、往復で四ヶ月だ。エリスがあと三ヶ月で出産することを考えると、どうあがいても間に合わない。

　もちろん、ペルギウスに頼んでシーローン王国まで直通にしてもらえば、それほど時間はかからない。

　ザノバはペルギウスとの交友が深いし、彼が頼めば嫌とは言わないはずだ。

　もっとも、それで移動期間を一ヶ月以内に大幅短縮できたとして、シーローン王国内で、ザノバを説得するのに、どれだけ時間がかかるかわからない。俺自身が何をすればいいのか、ハッキリとはわかっていないからな。

　何かを倒して帰ってくるだけなら簡単だろうが、パックスは倒してはいけないという話だ。

　思いのほか、時間がかかってしまう可能性も高い。

「というわけで、いつ戻ってこられるかわかりません」

　夕食の場で、そう宣言した。

　ノルンはいないが、シルフィ以下、ゼニス以外の全員が揃そろっている。

　日数以外にも、ひと通りの話はした。

　ただ一つ、ヒトガミの罠わなが待ち構えている可能性については言わなかった。

　可能性にすぎないし、エリスあたりが無理に付いてきても困る。

　少し卑ひ怯きょうだろうが、そのお陰で反対はされなかった。

「ボクはいいけど」

　ただ、彼女らは揃ってエリスの方を見た。

　エリスは周囲の視線を浴びて、大きなお腹の上で腕を組んだ。いつものポーズだ。

「そう、なら仕方ないわね」

　あっさりとした言葉だった。シルフィが慌てるほどに。

「ちょっとエリス、あっさりしすぎじゃないの？」

「ルーデウスがいなくても、子供ぐらい産めるわ」

「でも、大変だよ？」

「知ってるわ。でも、ルーデウスがいたって、手を握るぐらいしかできないでしょう？」

「そりゃそうだけど、それがいいんじゃないか……」

　シルフィはそう言って黙り込んだ。

　見ると、ロキシーもその通りだと言わんばかりに手をにぎにぎしている。経験者によると、出産においては俺の手のぬくもりが重要らしい。

「ルーデウスは必要ないわ」












　エリスはそう言って、フンと口を尖とがらせた。

　必要ないと言われると悲しいが、まあ、リーリャもアイシャもいる。

　俺が必要ないのは、確かだろう。

「ルーデウスは帰ってきた時、立派な男の子を産んだ私をよくやったって褒めればいいのよ」

　今日のエリスは実にドライで男前だ。

　きっと、俺が迷わないようにと考えてくれているのだろう。エリスにしては配慮ができている。

　ありがたいけど、ちょっとさびしい。子供ぐらい一人で産めよと言われた妻の気持ちは、こんな感じなのだろうか。いや、産むのは俺じゃないけど。

「……そういえば、もう名前も決めてるって言ってたな」

「ええ、いい名前よ。今から楽しみにしていなさい！」

　っても、男の子の名前だけなんだっけか。俺がいなくて、女の子が生まれた場合はどうなるんだろう。男の名前をつけられ、男として育てられるんだろうか。

「エリス……もし女の子だったら、エリスのお母さんの名前をもらってヒルダにしよう」

「嫌よ、そんなババくさい名前！」

　却下された。それにしてもババくさいって……ヒルダさんが草葉の陰で泣いてそうだ。

「まあまあ、エリス姉がそう言うならいいじゃん。シルフィ姉がいつも言ってる通り、陰ながらお兄ちゃんをサポートしていけばいいんだよ」

　アイシャの言葉で締められた。

　シルフィは普段から俺を陰ながらサポートするようにと言っているらしい。

　さすが妻筆頭。頼りになる。

　エリス一人を残すとなると心配だが、俺には他にも頼れる妻と妹と母がいる。

　何の問題もない。寄りかからせてもらおう。

「ルーデウス一人だと心配だから、本当は私も行きたいけどね！」

　逆だった。むしろ心配されているのは俺の方だったか。

　まあ、今回は確かにちょっと危ないだろう。場合によっては、ヒトガミの用意した罠に飛び込んでいくことになるわけだしな。

　あれ、そう考えると不安になってきた。俺、今回は本当に生きて帰れるんだろうか……。

　いや、あまり不安にばかり思っても仕方がない。やるべきことをやる。敵が出てきたら全力で対処する。臨機応変、それだけだ。

「ルディ、不安そうですね」

　考えていると、ロキシーに声を掛けられた。

　彼女はいつも通り、ララを胸に抱いて、眠そうな目を向けてくる。

「ええ、まあ。今回は、戦争になるかもしれませんので……」

　ひとまずそうごまかしておくと、ロキシーは真面目な表情で俺を見上げてきた。

「正直、今回のことはわたしにも原因があるように思っています」

「え？　どうしてですか？」

「パックス王子が幼い頃に勉強を教えたのはわたしですから」

　そういえばロキシーはシーローン王国に長い期間いたんだっけか。

「でも、家庭教師の一人ってだけで、何もかもを教えてたわけじゃないでしょう？」

「はい。ですが、彼の性根が曲がってしまったのは、わたしの任期中ですので」

　ロキシーのせいではない。ロキシーの素晴らしい授業を受けてひねくれる奴なんていない。

　俺が言うんだから間違いない。

　と言いたいところだが、俺もパックスをよく知ってるわけじゃないからな……オルステッドの話だと、パックスはクーデターとはいえ王になるだけの器はあったようだし、ロキシーの教育で本来より少し馬鹿に育った可能性も……。

　いやそれはない。そんな可能性はあるわけがない。ロキシーの教育を受けたら、最低のクズ野郎でも多少は立派になれたんだ。ロキシーのせいであるはずがない。原因は別だ。

「先生のせいであるはずがありません」

「……ルディ、気づいていないでしょうが、あなたがわたしのことを先生と言う時、ちょっと目つきがおかしいですよ」

　えっ？　マジかよ。

　いやそんな馬鹿な。俺はロキシーを尊敬しているからこそ先生と呼ぶのだ。

　目つきがおかしいだなんて、そんな馬鹿な。確かにこの前、先生と生徒のプレイをしたけど、それは円満な夫婦生活にさらなる潤いを与えるためのアクセントであって、下心からきたものではない。冤えん罪ざいだ。

「思うところはありますが……今更わたしが行っても藪やぶ蛇へびにしかならないでしょうし……」

　ロキシーはそう言いつつ、ララの方をチラッと見た。

　ララは眠そうな顔で俺の方を見ていた。何か言いたいことでもあるのか、俺の方をジッと見ていた。

　ロキシーは少し悩んでいるようだった。もしかすると、子供や学校のことがなければ、俺に付いてシーローンに行きたかったのかもしれない。

「いや、本当にロキシーのせいじゃないと思いますよ」

　ひとまず、そう言っておく。

　俺が転生しなかった場合、ロキシーがパックスの家庭教師になるかどうかはわからない。

　けど結局、パックスはクーデターを起こして王になるのだ。

　その上、今回はヒトガミが裏で操っているであろう可能性も高い。

　仮にロキシーに教えられたことで、本来の歴史とは違う教育を受けたとしても、その程度で大きく変わりはしないはずだ。

　だから、現状を生み出したのはロキシーのせいじゃない。

「パックスはきっと、ヒトガミにそそのかされたんです」

「しかし……いえ、そうですね。わかりました」

　ロキシーはまだ思うところがあるようだったが、引き下がった。

　自分の教え子が悪いことをしていると知ったら、やはり気になるのだろうか。

　ふとシルフィを見る。

　彼女は俺の生徒ではないが、魔術の基礎を教えたのは俺だ。それ以外にも、いろんなことを教えたと思う。もしそんな彼女が、転移事件の後、アリエルのところに行かなくて、俺に教えてもらった魔術で殺人や強盗を繰り返すようになっていたら。

　俺はどう思うだろうか。

　やはり、教え方を間違えた、自分に責任がある、止めたい、言い聞かせたいと思うだろうか。

「えっと、ルディ、どうしたの？」

「いや、昔のシルフィは俺の言うことをなんでも聞いてたなって思って」

「どうしたの突然、今だって聞いてるでしょ？　こないだだって、恥ずかしいって言ったのにルディったら調子に乗ってボクが……」

「子供の前でそのことはやめとこう」

「あ、うん」

　彼女の隣に座るルーシーが、俺とシルフィの顔を交互に見ている。

　なんの話？　って顔だ。可愛かわいい。でもまだ早い。夜のレスラーの駆け引きを知るには早い。

　最後にオチがついたところで、会合は終わりとしよう。

「じゃあ、皆さん、後のことをよろしくお願……」

「あー！　あぁー！」

　ふと、泣き声が鳴り響いた。

　見ると、普段はあまり泣かないララが、ロキシーの腕の中で泣いていた。

　俺の方を見て、俺の方に手を伸ばして泣いていた。

「びゃあー！　あぁぁ！」

「ララ、どうしました？　よしよし……」

　ロキシーが慌ててなだめるも、一向に泣きやまない。ララがこれほど激しく泣くのは、初めてかもしれない。この重苦しい空気に、耐えきれなくなったのだろうか。

　俺の方を見て、手を伸ばして、必死に泣いている。

「ルディ……」

「ええ」

　俺はロキシーからララを受け取り、抱っこしてみた。

　ララは俺に抱かれた瞬間、ピタリと泣きやんだ。肩あたりをガッシリと掴つかみ、蝉せみのように張り付いている。俺がどこかに行ってしまうのを感じ取ったのだろうか。それを嫌がって泣いたのだとしたら、ちょっと感激だが……今までこんなことはなかったよな。

　今回はちょっと空気が違うから、何かを感じたのだろうか。

「じゃあ、パパはちょっと行ってきますからね。いい子にしててくださいねー」

　まあ、とにかく泣きやんだのならいいだろう。

　ぽんぽんとララの背中を撫なでてから、ロキシーに返す。

　返そうとする。が、返せない。ララが離れなかった。

　ローブを掴んだまま、ひっついている。カブトムシかな？

「やーぁ！　あー！」

　引き剥はがそうとすると、ララは大声で嫌がった。

　そんなにパパと一緒がいいのだろうか。嬉うれしいなぁ。

　よちよち、帰ってきたら、パパと一緒にお風呂に入りましょうねー。

「じゃあ、ロキシー、お願いします」

「え？　あ、はい」

　といっても、所しょ詮せんは赤子の手。あっさりと引き剥がし、ロキシーへと戻す。

「あぁぁぁ！　ぎゃああぁぁ！」

　その瞬間、ララは断末魔のような泣き声を上げた。エリス並みの大声。普段、こんなに声を上げないんだけど……なんか後ろめたいな。虐待している気分だ。

「えっと、俺の留守の間も……」

「やあああぁぁぁぁ！　ばぁぁぁぁぁあ！　まああぁぁぁ！」

　やだ、ぱぱ、待って。そう聞こえてしまう。実に後ろ髪が引かれる。

　でも、俺は行かねばならんのだ。親友を助けるために、行かねばならんのだ。

「びゃああぁぁぁぁ！　あぁぁぁ！　あぁぁぁ！」

　ちらりと見ると、ララが涙で顔をクシャクシャにしつつ、鬼気迫る表情で俺に手を伸ばしていた。

　こんなララを見るのは初めてだ。

　他の家族も、どうしたんだという顔で、ララを見ている。

「よしよし……本当にどうしたんでしょう。今までこんなこと……リーリャさん、なにかわかりますか？」

「いえ、私もこのようなことは……」

　ロキシーもなんとかしてなだめようとしているが、効果はない。

　なんか、ちょっと不安になってきた。これ、なんか、異常じゃないか？

　俺、このまま行って大丈夫なんだろうか。ララは、聖獣レオに選ばれた救世主だ。何をどう救世するのかはわからないが、もしかすると、何か特殊な能力を持っているのかもしれない。

　未来予知とか。あるいは、これから死ぬ者がわかるとか。え……じゃあ俺、死ぬの？

「あぁぁぁぁ、びゃああああ！」

　響き渡る悲痛な泣き声。それは否いや応おうなく俺の不安を掻かき立てた。

「わかりました、ララ」

　しかしそんな中、一人の人物が動いた。

　自分の顔の高さに持ち上げて、目線を合わせて言った。

「わたしが一緒に行ってお父さんを守ります」

　太陽のようなそのお方は、そう言った。

　ただ一言、そう言った。

　ララはピタリと泣きやんだ。





　　　　★　★　★






　ロキシーが付いてくる。

　俺は止めた。

　今回は本気で危険だ。ヒトガミの罠である可能性が高い。戦いになればロキシーは足手まといだ。ペルギウスの空中城じょう塞さいに、魔族は入れない。それにロキシーは教師になるのが夢だったはずだ。事前連絡もなしに数ヶ月も休めば、退職も免れないだろう。子供が泣いたぐらいであっさりやめてしまってもいいのか。

　と、やや強い口調を混じえつつ、あれこれとロキシーの同行を拒絶した。

　しかし、ロキシーは顔色一つ変えなかった。

「罠であるなら、ララが泣いたのも説明がつきますね。大体、さっきどうしてそのことを言わなかったんですか？」

「戦いでは足手まといでも、別のことで役に立てるでしょう？」

「頼んでも入れてもらえないようであれば、わたしだけ別ルートで向かいます」

「確かに教師になるのは夢でしたが、夫の命と引き換えにするほどの夢ではありません」

「娘を泣きやませるのも母親の役目でしょう」

　一つ一つの反論は即答で、俺はあっという間に論破され、言葉を失った。

　家族で俺に味方をしてくれる者はいなかった。

　決してロキシーが死んでもいいと思っているわけではないだろう。むしろ、ヒトガミの罠かもしれないという話を聞いて、「それか！」という顔をしていた。なんで隠してたんだと怒られた後、エリスは自分も行くと主張し、シルフィはエリスを抑えていたが、自分も付いていくべきかと口にしていた。

　誰もが、ララの尋常ではない様子に不安が芽生えていた。

　俺一人で行かせてもいいのか。本当に大丈夫なのか。今回のこれは、いわゆる虫の知らせではないのか。ルディの身に何かあるのではないか。

　不安に思う彼女たちをまとめたのは、ロキシーだった。

　彼女は、自分が代表で行くと主張した。その言葉で、シルフィとエリスは引っ込んだ。

　さすがロキシー、と褒めたいけど複雑だ。

　思うところは俺にもあった。俺は大事なものは大事にとっておきたいタイプだ。ロキシーという宝物は、できれば安全な宝箱の中にしまっておきたい。

　だが、ロキシーにも頑固なところはある。もしここで強引に同行を断っても、本人の言葉通り、別ルートでシーローン王国へと向かうだろう。

　それなら、付いてきてもらったほうがいい。近くにいてくれたほうが、俺も守りやすい。

　まあでも、俺だって今回は不安がある。

　ヒトガミの罠に対し、オルステッドの助けはない。どうやればザノバを連れて帰れるのかも考えついていない。先行きは暗く、不安だらけだ。

　そんな中、ロキシーが一緒に来てくれる。俺がこの世界で誰より尊敬している人が。

　こんなに頼もしいことはない。




　翌日からシーローン行きの準備が始まった。

　旅の必需品については割愛しよう。

　まず、ザノバの装備からだ。俺ももちろんだが、ザノバも死なせるわけにはいかない。ということで、事務所の武器庫からザノバ用の装備をいくつかピックアップしておいた。

　まず、自分では着用しないと思っていた重い全身鎧よろい。『火を無効化する』という効果が付いている魔力付与品マジックアイテムだ。火に弱いザノバにうってつけのアイテムだ。

　そう言うとザノバが特別に火に弱いように聞こえるが、人間はだいたい火に弱い。

　それから武器。

　オルステッド曰いわく、怪力の神み子こであるザノバの使用に耐えられる武器はない。どんな名剣でもザノバにかかれば、小枝のようなもので、数度使うだけで折れてしまう。

　ということで、俺はザノバ用に一本の棍こん棒ぼうを作ってやることにした。

　俺の魔力でガチガチに固めた石の棍棒だ。

　デザインとしては、バットをそのままでかくしたような感じになる。重量は凄すさまじく、見た目に反して大の大人が一人では持ち上げられないほどだが、ザノバはつまむように持ち上げ、小枝のように扱う。これでぶん殴ると大抵の相手は死ぬ。まさに鬼に金棒ってやつだ。

　ザノバは怪力のわりに虚弱というか、足が遅いため、そのための補助装備も用意した。

　それが、魔力付与品マジックアイテム『乱獲の投網』である。どういう原理か知らないが、この網は投とう擲てきした瞬間から意思を持ったように相手を自動追尾し、絡めとる。ザノバの怪力をもってすれば、相手は一瞬にして地に引きずり倒され、ザノバの拳の届く範囲まで引っ張り込まれることになるだろう。

　ザノバには、ひとまずこの三つで戦ってもらう。全身鎧の造形が気に食わないこと以外は、ザノバも満足してくれた。

　ロキシー用の装備も、いくつか用意しておく。

　当然ながら、彼女に死なれても困る。

　防具関連はキッチリとしたものがいいだろう。といっても、ロキシーは非力であるため、ザノバのようにガッシリとした鎧をつけるわけにもいかない。戦闘経験豊富な彼女に、使い慣れていない装備をさせるのは、逆に危ない。ひとまず、発動すると物理攻撃に対する結界のようなものを張る指輪と、致命傷を受けると一度だけ身代わりになってくれるというネックレスを渡しておいた。

　杖つえやローブに関してはそのままだ。

　不安は残るが、俺が頑張って守ればいいだけの話だ。

　どんな罠が用意してあるかはわからないが、それだけの修行はしてきたはずだ。

　学校に関してだが、ザノバは退学、ロキシーは休職という形にした。

　ロキシーがクビになるのはよろしくないということで、まずはザノバに一筆書いてもらい、シーローンの宮廷魔術師として連れ帰る、という形にした。

　学校側は抗議した。

　校長とザノバ、ロキシーはテーブル一つを挟んでの話し合いとなった。それほど、ロキシーは学校にとって得がたい存在であるらしい。当然だな。俺が校長でもそうする。

「ロキシー殿は元々シーローンの宮廷魔術師だ。前回は少々トラブルがあって宮廷魔術師をやめたが、実力も十分であるし、改めてシーローン王国の宮廷魔術師として迎えようと思っている」

　なんて居丈高に言うザノバに対し、ロキシーの方から「宮廷魔術師になんてなりたくないんですがねー」と遠回しに抗議。校長はロキシーに乗っかり「ロキシーの身柄は我が魔法大学にある」と主張。小一時間ほどの話し合いの末、ザノバは折れた。一応、今回の一件はロキシーも関係あるため連れていくが、用事が済み次第大学に返還する……という形となった。

　最初に無理な要求を突きつけてから妥協する。

　よくある交渉術だな。

　これで、帰ってきてからも教師を続けられるだろう。




　それから、俺の装備も確保した。

　俺の装備といっても、基本的には変わらない。魔導鎧マジックアーマー『一式』、『二式改』とガトリング砲だけだ。

　ここ最近、相棒である『傲慢なる水竜王アクア・ハーティア』も使わなくなって久しい。

　エリスに悪いと思うが、彼女も「もっといいものがあるならそっちを使えばいいじゃない」とのことだ。もっと思い出を大切にしてほしい。俺たちの十歳の思い出だというのに……過去は振り返らないということなのだろうか。俺は未いまだに、当時の彼女の胸の感触を覚えているんだが……。

　ひとまず相棒アクア・ハーティアは大切に俺の部屋に飾ってある。

　シルフィあたりに譲ったほうがいいだろうか。

　エリスとは逆に、シルフィは俺がプレゼントした杖を使い続けている。相棒アクア・ハーティアもプレゼントすれば、喜んで使ってくれるのではなかろうか。いやでも、女からのプレゼントを他の女にあげるってのはどうなんだろう。シルフィが使ってるのはロキシーからもらったものだけどさ。

　ともあれ、俺はいつも通り、小型の魔導鎧マジックアーマー『二式改』で戦っていき、強敵が現れた時だけ、大型の魔導鎧マジックアーマー『一式』を持ち出す形になる。

　大丈夫、たとえ強敵が出てきても、この時のために訓練してきたのだ。やれるとも。

　大型の魔導鎧マジックアーマー『一式』は、『二式改』と違って、着っぱなしってわけにもいかないし、バラして持っていき、向こうでもう一度組み立てなおすことにした。ヒトガミは『魔導鎧マジックアーマー』があることを知っているし、対処されないためにも、隠しておくのが望ましいだろう。

　装備は整った。

　あとは移動手段だけ。

　というわけで、俺はザノバと共にペルギウスに頭を下げに行った。
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　空中城塞に行くと、何やら豪華な部屋に通された。一度も入ったことがない部屋だ。

　趣味部屋という感じだろうか。壁には絵画が並べられ、棚には手のひらサイズの像も置いてある。

　飾ってあるものは、空中城塞の他の展示品と比べて、どれも一味違う感じだ。

　廊下に置いてある作品は「高価そう」だが、ここに置いてある作品は「出来がいい」あるいは「趣味がいい」。完成度と値段は比例しないということだろう。

「いいな、ここ」

「おや、師匠は初めてでしたかな？」

　思わず呟つぶやくと、ザノバが意外そうに言った。

「ああ、普段は客室か、庭園だしな……」

「ここは、ペルギウス様が認めた方しか入れない場所です」

　入り口に立つシルヴァリルにピシャリと言われた。

　まるで、お前は認められてないんだぜ、と言わんばかりの口調だ。最近思うんだが、この人、俺のことあんまり好きじゃないんだと思う。正確には、俺のバックにいるオルステッドが。

「シルヴァリル殿。まるで師匠が余よりも格下であるような言い方はやめていただけませぬか？」

　ザノバはその言葉に、振り返ることなく文句を言った。相手の方ぐらい向けよ。

「しかし、ペルギウス様がお認めになり、この部屋に案内を命じられたのは、ザノバ様だけです。本日はなぜか二人ともお連れするようにと言われましたが……」

　シルヴァリルの冷静な言葉にザノバが幽鬼のように振り返った。

「確かに師匠はペルギウス様と会った時には、すでに人形を作ることをほとんどしなくなっておられましたから、そう思われるのも無理はない。しかしながら、師匠の作品は、余が持つ知識とは比べ物にならぬほど深く、そして素晴らしいものなのです」

「ですがペルギウス様は……」

「ルーデウス・グレイラットは余の師匠です。確かに余やペルギウス様よりも知識は少ないやもしれませぬ。しかし、師匠の言葉なくして、ペルギウス様の認めるザノバ・シーローンはいなかったでしょう」

「……」

　シルヴァリルは黙った。やや面白くなさそうな顔をしているのだと思う。仮面でわからないけど。

　俺もザノバによいしょされるのは慣れてるけど、今のはちょっとジンときた。でも俺はちょっと異世界のフィギュアの知識を持ってるってだけだから、そんなに凄すごくはないんだと謙遜したい。

「わかりました。申し訳ありません、ザノバ様」

「よいのです、シルヴァリル殿」

　シルヴァリルが頭を下げ、ザノバは快く許した。

　俺は別に、どんな態度を取られてもいいんだけどな。

「ザノバよ、よく来たな」

　と、そこで奥の扉が開いた。ペルギウスだ。

　彼は部屋の空気を察したのか、シルヴァリルとザノバを交互に見た。

「……どうした、シルヴァリルが何か粗相でもしたか？」

「いえ、師匠がこの部屋に来たことがないというので、そのことについて話していただけですな」

　ザノバは笑って答えた。

　主人に告げ口をしないあたり、こいつも出来た男である。

「ルーデウスか……確かに、今まで機会がなかったな。どうだ、我の自慢の部屋は」

「素晴らしいですね。どの作品も廊下に置いてあるものに比べ、作風に『品』と『味』があるように思えます」

「ほう」

　具体的にどこがいいのかわからんので、曖昧な言葉になったが、ペルギウスは上機嫌になった。

「外の物を一般的な意味での一級品とすると、ここにあるものはペルギウス様好みの特級品と見受けられますが、いかがでしょうか」

「正解だ」

　ペルギウスは嬉しそうに口元を緩め、椅子へと座った。

　当たっていたらしい。俺の目利きも捨てたもんじゃないな。ほら、シルヴァリルも驚いた顔をしている……気がする。仮面でわかんないけど。

　ともあれ、俺とザノバはペルギウスに促されるまま、席についた。

　三者面談の形となる。

「さて、今日はどんな用件だ？　また何か、面白い人形でも見つけたか？」

　ペルギウスは上機嫌に尋ねた。対するザノバは嬉しそうに笑って言った。

「いいえ、ペルギウス様、本日は故郷に戻ることになりまして、お別れを言いに参りました」

「ふむ……」

　ペルギウスは訝いぶかしげに眉をひそめ、ザノバの顔をまじまじと見た。

　そして、次第に不機嫌そうな顔になっていった。

　ザノバはその間にも、シーローン王国から召集を受けた経緯をつらつらと説明している。

　ペルギウスは相あい槌づちすら打たず、じっと、ザノバの顔を見続けていた。

「と、いうわけで、余は故郷へと戻ります」

「……」

　ザノバの説明が終わると、ペルギウスはしばらく沈黙した。

　何かを考えるような沈黙の後、ペルギウスは言った。

「……ザノバ。貴様死ぬ気だな？」

　ザノバはきょとんとした顔でペルギウスを見返した。

「なぜそう言い切れますか？」

「顔を見ればわかる。我は今の貴様のような顔をした男を、何人も見てきたからな」

　ペルギウスは不機嫌そうに言った。

　顔を見て決めつけるのはどうかと思うが、ペルギウスが止めてくれるなら俺も乗っかりたい。ザノバがシーローン王国に行かないでいてくれるのが一番だからな。そうすりゃ、俺もヒトガミの罠に飛び込まなくていい。

「本当にそうだとして、いかがなさるおつもりかな？」

　ザノバはポーカーフェイスを崩さず、ペルギウスはニヤリと笑った。

「誰かと戦うのであれば、力が欲しくば貸してやろう。貴様と芸術について語り合う時間は我にとって貴重だ。もし邪魔な者がいるのであれば、我が消してやろうではないか。例えばそう……偽王とか」

「必要ありませぬ」

「ハッ、だろうな」

　ペルギウスはふと視線を巡らせ、俺の方を向いた。

　俺も何か言うべきだろうか。そういうアイコンタクトだろうか。

　と思ったが、ペルギウスは俺を無視してザノバとの会話を続けた。

「ザノバ……貴様が死ぬのを、この男は了承したのか？」

「いえ、ただ、付いてくると──」

「ほう、貴様はそれを断らなかったわけか」

「師匠がその気になれば、余をシーローン王国に行かせないことも可能でしょうからな」

　俺が行くといった時、ザノバは強く反対しなかった。

　反対しても無駄だと思われたらしい。まあ、確かに無駄だけど。

「ルーデウスは、きっと貴様のことを命に代えても守るだろうなぁ」

「ハハッ、何をおっしゃいますか、ペルギウス様」

　ザノバは快活に笑った。作り笑いだが。

「師匠は子も生まれ、やらねばならぬことのある身。いざという時には、きちんと自分の身を優先してくださるでしょう」

「お前は、目の前で窮地に陥った仲間を庇かばえん程度の男の弟子なのか？」

「まさか！　ですが師匠は凄いお方ですからな。余をかばいつつ、自分も生き残ってくれるに違いありません！」

　俺はそんな超人じゃねえ。

　まあ、ザノバが本気で俺を超人と思ってるかはさておき、ペルギウスの死に関する言葉を軽く受け流している。シーローン王国に行かないという選択肢は、こいつの中にはないのだ。

　ペルギウスも、それがわかったらしい。

　急速に興味を失ったように、頬ほお杖づえをつき、つまらなそうにため息をついた。

「それで、ただ別れを言いに来たのではあるまい。何か願いがあるのではないか？」

　ザノバは頷うなずいて答えた。

「シーローン王国への転移魔法陣と、魔導鎧マジックアーマーの持ち込みの許可……そして、師匠の妻である魔族ロキシー・ミグルディアがこの城を通行することの許可を」

「転移魔法陣は用意してやる。魔導鎧マジックアーマーの持ち込みも許可する……だが、魔族をこの城に入れることは許さん」

　ペルギウスは、顔をしかめつつ言った。アルマンフィは以前、ロキシーを門前払いにした。

　ペルギウスは、この城に魔族を入れたくないのだ。

「このザノバ・シーローンの後生の頼みであっても、ですかな？」

「ザノバ・シーローン。『この』とはいうが、貴様が我にとっていかほどの者だというのだ」

「同じ物差しで芸術を語り合える、得がたき友だと」

「この甲龍王ペルギウス・ドーラと、貴様のごとき小国の王子が、友だと申すか」

「僭せん越えつながら。モノを見る目に、身分の差も種族の違いも関係ありませぬ」

　ペルギウスがザノバを睨にらんだ。ザノバは物もの怖おじすることなく、ペルギウスを見返した。

　シルヴァリルの強い視線もまた、ザノバに注がれている。

　俺の視線だけが泳いでいる。

　緊迫した空気。俺だったら謝ったり、ごまかしたりしてしまいそうだ。

「ハッ」

　ペルギウスは顎あごを上げて、笑い声を出した。

「いいだろう、魔族の通行を許可する」

「ご配慮、感謝いたします」

「ただし、条件を付けさせてもらう」

　その後、ペルギウスはいくつかの条件を提示した。ロキシーが城内で口を開くことを禁止したり、城内にあるものに触れることを禁止したり、自分と会うことを禁止したりといった内容だ。

　基本的に通行するだけなら問題のない範はん疇ちゅうだったので、了承しておいた。

「ではシルヴァリル、魔法陣を用意してやれ」

「ははっ！」

　ペルギウスはシルヴァリルに指示を出した後、最後にザノバをつまらなさそうな目で見た。

　冷たい目だが、その視線には、何か諦念のようなものがこもっているようにも思えた。

「ザノバ・シーローン」

「はい」

「残念だ」

　ペルギウスとザノバは同時に立ち上がった。

　踵きびすを返すペルギウスに、ザノバは無言で礼をした。

　ペルギウスの背中がやけに寂しそうに見えたのは、気のせいではないだろう。




　魔導鎧マジックアーマーはバラバラにした後、魔法陣を通してシーローン王国内へ運んだ。

　その後、ジンジャーの知り合いである木こりギルドの者の手により石材に偽装され、首都近くの倉庫まで運搬される手はずだ。

　俺はそこまでは付いていかない。

　だが、ジンジャーには先行してもらい、シーローン王国の様子を探ってもらった。

　もし、北からの軍勢が攻めてくるってのがガセであれば、ザノバを説得する口実にもなる。

　そう思ったが、どうやら北のビスタ王国が侵攻する気配を匂わせているのは、本当のことらしい。

　国中が戦争ムードで、傭よう兵へいやならず者が大量にいたそうだ。

「パックス王は、王竜王国より十名の腕の立つ騎士を預かり、それを用いて逆らう者を皆殺しにしたそうです」

　腕の立つ十人の王竜王国の騎士か。たった十人。クーデターはパックスを含めた十一人で行ったわけではないらしいが、しかし、その十人の尽力でクーデターが成功したのは間違いあるまい。

　となれば、それがヒトガミの罠である可能性もある。

「ジンジャーさん、その十人の騎士、名前とかわかりますか？」

「いえ、残念ながらそこまでは……ただ、最近は常に、パックス王のそばに骸骨のような顔をした男が控えているという噂うわさはありました。それが七大列強の『死神』であるという噂も」

「そうですか」

　うげ、七大列強かよ……まあ、さすがに王竜王国もパックスごときに七大列強を貸し出したりはしないだろうから別人だろうけど、一応、そのことはオルステッドに伝えておこうか。

　骸骨のような顔をした男、と。

「ふむ、北の侵攻があるのであれば、急ぐ必要がありますな」

　それを聞いて、ザノバは早く行きたくてしょうがなくなってしまったようだ。

　すぐにでも出発すると言い出した。口調はいつも通りだが、焦っているようにも感じる。

　止める口実もなかったため、数日後には出発という形になった。

　メンバーは、俺とザノバとジンジャーとロキシーの四人。

　ジュリはウチに預けていく形になった。







第三話「シーローン再び」




　出発の前日、そいつはやってきた。

　俺がシルフィとたっぷりと愛しあい、寝る前にトイレに行こうと廊下に出た時だ。

　唐突にレオがワンワンと吠ほえ始めた。時間差で、殺気立ったエリスが部屋から飛び出してくる。何事か。

「敵襲よ！」

「えっ!?」

　この屋敷に攻め入る者がいたのか。

　そう思って部屋に戻り、杖つえとカンテラを手にとり、ついでに窓から外を見てみる。

　夜よ闇やみの中、見覚えのある人物が門の前に立っていた。

「エリス、あれは敵じゃないよ」

「……そうだったわね」

　エリスも窓からそいつを見て、ムッとした顔で言った。

　俺は杖を置いて廊下に出た。何事かと出てきた家族たちを部屋へと押し戻し、玄関へと向かう。

　入り口の扉を開けると、そこにオルステッドがいた。

　彼は門柱に絡まるビートに襲われていた。触手プレイだ。

「夜分遅くに、すまんな」

「いえ……ビート、やめなさい」

「早急に伝えておかねばならぬことが出来た、少し時間をもらおう」

「あ、はい」

　オルステッドは絡みつくビートをブチブチと引き剥はがし、暗い夜道へと消えていく。

　俺はビートに治癒魔術を掛け、玄関前で仁王立ちするエリスに一言告げた後、彼を追いかけた。

　話をするといっても、この町に二十四時間営業のファミレスはない。

　やってきたのは、近場の空き地だった。

　月のない夜。俺が家から持ちだしたカンテラの明かりが、何もない空き地を照らしている。

　なんか、オルステッドと二人で話す時は、暗い所が多い気がするな。

　暗い場所でオルステッドと話をしていると、悪巧みをしている気分になってくる。

　事務所の明かり、増やそうかな……。

「それで、どんな用件でしょうか」

「今回、ヒトガミが用意しているであろう駒についてだ」

　オルステッドにはジンジャーの情報を渡してある。

　俺が事務所に行った時、オルステッドはいなかったので、置き手紙による報告だ。

「ジンジャー・ヨークの情報から、俺の予想と、その対策を話しておく」

　予想か。もっと長い時間をかけて情報収集ができればよかったんだが……今からでもザノバを取り押さえて、情報収集を密にしようか。

　いや、それでいざという時にザノバに信用してもらえないというのも困る。難しいな。

「まず、十人の騎士に関してだが、うち九名は、恐らく大したことはあるまい」

「はい」

「残りの一人、骸骨のような顔をした男には、覚えがある」

　パックスの脇に常に控えているっていう、例の男だな。

「王竜王国の騎士で、骸骨のような顔をしていて、腕が立つのは一人しかいない」

「誰なんですか？」

　オルステッドは鋭い眼光で睨にらみつけるように俺を見て、言った。

「七大列強第五位『死神』ランドルフ・マリーアン」

　七大列強、第五位『死神』。

　そんな単語が、俺の頭の中で反はん芻すうされた。噂うわさは本当だったってことか……。

「王竜王国の切り札だ」

「……切り札が、なぜ他国のクーデターに参加してるんですか」

「わからんが、ヒトガミの手引きによるものと考えるのが普通だろう」

　まぁ、普通に考えればそうか。無駄な質問をした。

「王竜王国が『死神』を手放すとは考えがたい。別人だろうと考えたのだが……。他に俺やお前を殺せる駒の心当たりはない。ひとまず『死神』がいると仮定し、奴について教えておこうと思う」

　もしかすると、骸骨の男は『死神』ではないかもしれない。

　だが、出てくる可能性のある最も危険な相手だ、備えをしておくに越したことはない。

「『死神』ランドルフだが、奴は決まった流派を持たない、我流の戦士だ」

「我流ですか」

「そうだ。故に定石を持たない。使えるものを全て使い、勝利を掴つかむ」

　というと、ルイジェルドみたいな感じだろうか。

　あんまり得意じゃないな、ああいう相手と戦うのは。

「だが、得意な技はある。『幻惑剣』だ」

　幻惑剣。字面から想像はできる。円月殺法みたいな感じかもしれない。

「『幻惑剣』は『誘剣』と『迷剣』の二種類がある」

「それぞれ、どういった技なのですか？」

「『誘剣』は相手に攻めるべきだと思わせてカウンターを取る技。『迷剣』は相手に攻めるべきではないと思わせて窮地を逃れる技だ」

　うん？　ちょっとよくわからない。

「奴は戦いながら、相手の思考を誘導する。攻めるべき時だと思ったら攻めず、防ぐべき時だと思ったら防ぐな。ここだと思ったタイミングは必ず外される。覚悟しておけ」

「それを聞く限り、こっちは何もできないように思えるんですが」

「防ぐべき時だと思ったら攻め、攻めるべき時だと思ったら守る。だが本当に防ぐべき時は防ぎ、攻めるべき時は攻める……」

　禅問答のようだ。こんがらがってきた。

「奴の演技に騙だまされず、奴を制圧しろ」

　そこまで言うなら、オルステッドが倒してくれればいいのに……という甘えた考えが一瞬よぎったが、すぐに打ち払う。オルステッドは王竜王国に行くのだ。

「俺に倒せるでしょうか……」

「奴は七大列強第五位であり、当然技量もマスタークラスで、魔術に対する術も多く持っている。難敵だ。だが、長らく戦いを離れていた男だ。現在では三大流派の長に遠く及ぶまい。『幻惑剣』の意図を知り、カラクリを理解し、思惑を封じれば、お前でも十分に太刀打ちできる相手だ」

　本当だろうか。

　正直、神級の相手には未いまだ勝てる気がまったくしないのだが。

　でも、北帝オーベールとはそれなりに戦えた。なら、いけるのだろうか。

「話を聞く限り、北神流みたいな戦い方をするんですね、その死神」

「元は北神候補と言われていた男だからな」

　あ、そうなのか。北神候補だった、てことは北神ではない、北神にはなれなかった。

　なのに、今では北神より階位が上なのか。確か北神が七位で、死神が五位だもんな。

「そんな男がどうして『死神』に……」

　そう聞くと、オルステッドは死神の詳細を教えてくれた。

　ランドルフ・マリーアン。

　北神二世の孫。

　生まれてからしばらくは現在の北神三世と共に、二世の元で修行に励んだ。しかし、成人する頃に二世と仲なか違たがい。北神二世の元を飛び出し、独自に技を磨いた。その結果、魔大陸にて七大列強の一人を倒すに至る。ランドルフは倒した列強の称号をもらい受け『死神』を名乗るようになった。

　しかし、その日から七大列強の座を奪おうとする者が次々と襲いかかってくるようになった。

　戦いに継ぐ戦い。

　戦いにしか価値を見いだせない者たちとのエンドレスバトル。

　そんな戦いを十年ほど続けたある日、ランドルフは戦いの日々に嫌気が差したそうだ。

　彼は一念発起。

　生まれ故郷である王竜王国へと戻り、そこで料理を学んで料理人となった。

　さらには、親戚のやっていた潰つぶれかけの定食屋を継いだ。新たなる死神伝説の幕開けである。

　だが、その伝説はすぐに幕を閉じた。

　定食屋は経営難により閉店。武人としては天才でも、料理人としての才能はなかったのだ。

　借金にまみれて路頭に迷いかけたところ、王竜王国の将軍に拾われ、王竜王国の騎士となる。

　今は何歳ぐらいか知らないが、それが、死神ランドルフの半生らしい。

　なんとも楽しそうな人生だ。

「戦い方さえ間違えなければ、お前とは相性の悪い相手ではない。だが、もし『死神』ランドルフが出てきたなら、接近戦は避けろ。距離を取って戦うのだ。俺と戦った時と同じように、魔導鎧マジックアーマーを身に纏まとってな」

「わかりました」

　死神ランドルフ。新たな敵の名を心に刻み、俺はオルステッドに頭を下げた。

「では……生きて帰れよ」

「はい。ありがとうございました」

　戦うかもしれない強敵の情報はわかった。

　出発は明日。気を引き締めていくとしよう。




　出発当日。

　俺は玄関先で家族に見送られた。

　ララを抱いたシルフィ、エリス、アイシャ、ノルン、リーリャ、ゼニス、ルーシー、レオ、そしてジュリだ。

「じゃあルディ、気をつけてね。ルディなら大丈夫だとは思うけど、油断しないで、無事に帰ってきて……」

「シルフィも、みんなのことをお願いな」

「うん。まかせて」

　シルフィとハグ。ついでに尻も撫なでておく。この小さくて可愛かわいい尻ともしばらくお別れか。名残惜しい。

「エリス、子供が生まれるまでは、激しい運動は控えるように」

「わかってるわよ」

「あと、生まれてきた子が女の子だったら、ちゃんと女らしい名前をつけるように」

　エリスには注意を促しておく。彼女の場合、女の子が生まれても、男と言い張る可能性がある。

　女の子であるにもかかわらず男として育てられる。

　物語ではよくある話だが、正直かわいそうだから、ウチではやりたくない。

「じゃあ、お兄ちゃん。頑張ってね。帰ってきたら、傭よう兵へい団をもっとおっきくしとくから」

「うん、あんまりあくどいことはやるんじゃないぞ？」

「はいはい」

　アイシャにも釘くぎをさしておく。傭兵団が軌道に乗ってきたのはいいが、乱暴者の集団であることを忘れてはならない。少し舵かじ取とりを間違えれば、ただのならず者の群れになってしまう。

　できる限りクリーンな集団を目指すべきだろう。

「兄さん、ザノバ殿下には在学中に随分とお世話になりました。できれば、不幸な結末に終わらないように、よろしくお願いします」

「ああ、任せておいてくれ」

「それから、兄さんも気をつけてください」

「ノルンも、生徒会とか頑張ってな」

　出発日にわざわざ来てくれたノルンは、ちょっと堅苦しい。

　生徒会長になって、これからが大変な時だろうしな。

「では旦那様、ご武運を」

「はい、今回も無事に帰ってきます」

　リーリャには発破を掛けられた。彼女もすっかり隠居っぽくなってしまっている。

　まだ若いのだから、と思うところはあるが口にはせず、頭を下げておく。

「……」

　ゼニスには頭を撫でられた。ゼニスがこんな状態である以上、リーリャも他のことはできないか。

　リーリャの人生を、我が家が奪ってしまっているような、そんな気持ちもある。

　まあ、それもリーリャが選んだ道なのだろうけど。

「ほらルーシー、パパに行ってらっしゃいって」

「…………いってらっしゃい」

「行ってきます。ルーシー」

　ルーシーはシルフィの足元で、もじもじとしていた。

　何か言いたいことでもあるのかなと思っていると、意を決したように前に出てきて、俺を見上げた。

「……ぱぱ、だっこ」

「ほいきた！　よしよし、いい子にしてるんだぞぅ！」

「…………ん」

　珍しく甘えてきたので、だっこして頬ほおずりしておく。ちゃんとひげを剃そっていたせいか、今回は嫌がられなかった。たっぷりと堪能したあと、下ろしてやる。

　そして、家族の端にいるジュリに、話しかけた。

「ジュリ」

「はい、グランドマスター」

「お前は、俺の弟子だ。お前は自分を奴隷でいいと思っているようだけど、ええと、なんだ、ザノバのところと似たような感じだと思って、遠慮なく過ごしてくれ」

「はい。皆様に迷惑を掛けないように、がんばります」

　ジュリに気遣いの言葉を掛けておく。

　正直なところ、ジュリが今の自分の立場をどう考えているのかはわかっていない。こないだの出来事を振り返る限り、それほど嫌がってはいないようだが……。

「……マスターのこと、よろしくお願いします」

「もちろんだ。任せてくれ」

　ともあれ、彼女にとってザノバの存在はとても大きく、今の生活はとても大切なようだ。

　もちろん、俺だってザノバのことは大切さ。

「レオ、いつも通り頼む。ララだけじゃなく、他の家族もしっかり守ってやってくれ」

「ワフッ！」

　最後に、番犬に留守を頼み、

「じゃあ、行ってまいります」

「行ってきます」

　荷物を背負って玄関から出発した。

　俺と同じように家族に出発の挨拶をしていたロキシーと共に。





　　　　★　★　★






　その後、ザノバたちと町の入り口で合流した。

　すでに、あらかたの荷物は前回の時にシーローン王国へと運び込んだから、ふたりとも軽装だ。

　持っているのは着替えぐらい。ちなみに、ロキシーの荷物は俺が持たせてもらっている。

　この荷物の中には、七枚ぐらい御神体になりうるものが入っている。丁重に運ばねばならない。

　また、クリフとエリナリーゼも町の入り口まで見送りに来てくれていた。

「すまんな、ルーデウス……本当は僕も行きたいんだが……」

　クリフも付いてきたそうだったが、彼にも家庭がある。立場もある。俺のように学校を退学になるような勢いで飛び回るわけにもいかないだろう。

「クリフ先輩……もし、ウチの家族に何かあったら、頼みます」

「ああ。ルーデウスは、ザノバを頼む」

「任せてください」

　そう言ってから、クリフはザノバの方を向いた。

「ザノバ。君の愛国心は見上げたものだと思う」

「別に、愛国心というわけではないのですがな」

「だがなザノバ、よく聞いてくれ。かつてミリス様はこうおっしゃった──」

　それからクリフは、ザノバに対してくどくどとミリス式のお説教を始めた。

　説教というか説法という感じだろうか。俺もよくやられたものだ。今回は、命を大切にしろとか、そういう感じの説法だ。ザノバは、苦笑しつつそれを聞いている。馬の耳に念仏って感じだな。

　それを聞き流しつつふと見ると、エリナリーゼとロキシーが会話をしていた。

「ロキシー。ルーデウスのこと、頼みますわよ。あの子、いざって時に結構モロいから……」

「言われるまでもありません」

　俺の心配か。

　まぁ、これから罠わなかもしれない場所に飛び込んでいくわけだから、そりゃ心配もするか。

「また落ち込んだら、前みたいに押し倒して、忘れさせてしまいなさいな」

「いや、それは……大体ルディが同じミスを繰り返すとは思えませんし……」

「あ、そうだ。旅先で二人目を仕込んでもらうのもいいですわね。今ちょうどお乳も出る頃でしょう？　普段と違う体に普段と違うプレイ……燃えますわよ？」

「ルディは興奮するでしょうが、わたしは嫌です」

　ロキシーの言葉に俺への信頼を感じるが……ごめんよ、俺は似たようなミスを繰り返すタイプだ。

　でも、もし、万が一、ザノバが死んでも、自暴自棄にはならないようにと戒めておこう。

　そして、エリナリーゼはロキシーをリラックスさせようとしているのだろう。

　そうだ、そうに違いない。しかし、エリナリーゼは子供が生まれてもいつも通りだな。口を開けばシモネタばかり。子供の教育にはよろしくないだろうに。

「では、行ってきます」

「ああ、ちゃんと帰ってこいよ」

　ともあれ、彼らに見送られて出立した。




　半日の時間をかけて城じょう塞さい跡まで移動、空中城塞へと入城した。

　ロキシーもちゃんと空中城塞に入ることができた。

　アルマンフィはロキシーに転移用のアイテムを渡す際に嫌そうな態度だったし、転移した直後、魔法陣の周りには、シルヴァリルの他にペルギウスの配下が二人立っていた。

　ロキシー一人に対し、物々しい警備である。

「ルーデウス殿。魔族をこの城に入れるなど、ペルギウス様の寛大さなくして……」

「はい、感謝しています」

「……」

　俺は礼を言い、ロキシーは黙って頭を下げた。

　条件の一つ。城内において、ロキシーは言葉を発するのを禁じられている。

　その他、単独での行動や、城内に置かれているものへの接触、ペルギウスへの拝はい謁えつといったもろもろも禁止された。

　まあ、通るだけだから問題はない。

　ロキシーも了承していたしな。

「…………」

　ただ、ロキシーも空中城塞の立派さには目を奪われたらしい。

　そびえ立つ城を田舎者のように見上げ、俺の袖をくいくいと引っ張っていた。とはいえ、俺もロキシーに城内の説明をするのは禁止されている。ローブ越しに彼女の肩をぽんと撫でるにとどめておく。ロキシーは帽子のつばの陰から俺を見上げ、ちょっとだけ顔を赤くした。

　田舎者っぽい動作をしたのが恥ずかしかったのかもしれない。

「コホン」

　なんてイチャイチャしていると、シルヴァリルに咳せき払ばらいをされた。

　喋しゃべってないんだからいいじゃないか。あんまりロキシーをないがしろにすると、ペルギウスは寛大だが、その配下は心が小さいって噂が流れるぞ。

　流すのは、俺の配下の犬と猫だ。奴らの情報拡散能力を甘く見るなよ。

「では、こちらへ」

　シルヴァリルに先導され、両脇を別の配下に挟まれた状態で地下へと向かう。

　まるで連行だが、仕方あるまい。俺が頼んだことだ。

　ペルギウスが毛嫌いしている魔族を城に入れる。俺にはそこにどれだけ大きな意味があるのかわからないが、無理が通ったのは、ザノバのことがあったからに違いない。

　ペルギウスもザノバに生きていてほしいのだ。

「……シルヴァリルさん」

「なんでしょうか」

「ペルギウス様には、後日改めてお礼を」

「かしこまりました」

　当然だろうって返答がきた。




　魔法陣の間では、ナナホシが待っていた。

　すでに起動されている魔法陣のそばで立ち尽くしているナナホシ。そういえば、彼女には何も伝えていなかったように思う。どこかで聞きつけて、見送りに来てくれたのだろうか。

「ザノバ……帰るって聞いたけど……」

　ナナホシは事情を聞いたものの、どう言っていいのかわからないようだ。手を体の前で組みつつ、居心地が悪そうにしていた。

　そんな彼女にザノバはゆっくりと歩み寄った。

「はい。ナナホシ殿。お先に故郷へと戻らせていただきます」

「……」

　ナナホシは複雑な顔をしていた。

　羨うらやましそうな、悲しそうな、そんな顔だ。

「ナナホシ殿も、いずれ故郷へと帰る日が参りましょう」

　ザノバは空気を読まずにそう言った。

　帰ろうとしても帰れないナナホシには、辛つらい言葉かもしれない。

「だと、いいけど」

「ナナホシ殿が諦めねば、いずれ帰れます。故郷が消えでもしない限りは」

　ザノバはそう言って、ナナホシの背中に手を回し、ポンと優しく叩たたいた。

「余は遠く離れても、ナナホシ殿のご帰還を、祈っております」

　現代日本においてはセクハラとも取られかねないハグだ。

　しかしナナホシは逆らうことなく、戸惑いつつも、ザノバの背中に手を回していた。

　その眼の端には、光るものが溜たまっていた。

「その、今まで、ありがとう、ございました、ザノバ、殿下……」

「そう畏かしこまられるな。余にとっても、ナナホシ殿やクリフと共に送った研究の日々はかけがえのないものでしたからな。礼など不要。むしろこちらが言いたいぐらいである」

　そういえば、ザノバやクリフがより仲良くなったのも、ナナホシの一件があってからだろうか。

　ナナホシの研究を一緒に手伝ったことで、より親睦を深めたのだ。

　懐かしいな。

「お礼は、私の方こそ……ザノバ殿下がいなければ、私の研究はきっと、今の段階には来ていませんから」

「うむ、そしてナナホシ殿がいなければ、余はペルギウス様と知り合えず、このように故郷へと一足飛びに帰ることもできませんでしたからな。お互い様、お互い様！　ハッハッハ！」

　ザノバは笑いながら、ナナホシから離れた。

「では、ナナホシ殿。もう会うこともないでしょうが……お達者で」

「はい……」

　ナナホシは不安そうな顔で俺を見てきた。

　「こいつ、なんか今生の別れみたいなこと言ってるけど、転移魔法陣があるんだから帰ってくるよね？」って顔だ。

　もちろん、これが最後の別れになどならない。ザノバは、ちょっと帰省するだけだ。

　ゆえに、俺は力強く頷うなずいておいた。

「では師匠、参りましょう」

　ザノバの言葉で、俺たちは魔法陣へと乗り込んだ。




　魔法陣の先は遺跡だった。

　いつもと似たような転移遺跡だ。この遺跡は、シーローン王国の国はずれ、東の端に位置する森の中にある。首都までは、五日かそこらの距離だ。

「ふぅ……」

　ロキシーは会話が解禁され、ほっと息をついていた。

　そして、不思議そうに自分の乗ってきた魔法陣を見下ろす。

「何度体験しても興味深いものですね、転移魔法陣というものは……」

「俺はもう慣れましたけどね」

「わたしでも、魔法陣の形式を覚えれば、書けるかもしれませんね」

「……覚えるんですか？」

　反射的に聞くと、ロキシーは首を振った。

「いいえ。ペルギウス様が魔族を城に入れたくないというのは、きっとラプラスが復活した際に、転移魔法陣を扱える魔族がいると面倒だから、という意図もあるのでしょう。わたしが覚えたら、きっと殺されてしまいますよ」

　そんな意図があるのだろうか。それがメインではないだろうけど、少しはあるのかもしれない。

　ただ、ラプラス本人が転移魔法陣を知ってそうだから、あまり意味はなさそうだ。

「無駄話はやめて、さぁ参りましょう。まずは荷の回収からですぞ」

　ザノバの言葉で、俺たちは遺跡を後にし、森の外にある小屋に立ち寄り、そこで予あらかじめ用意しておいた荷物を回収した。

　王都に向けて出発だ。





　　　　★　★　★






　シーローン王国王都ラタキアへとたどり着いたのは、日が落ちる直前だった。

　ザノバは町の門を抜ける時、なんとも感慨深そうな顔をしていた。

　俺もこの町に来るのは、久しぶりだ。

　風景は、俺の記憶にあるものとそう変わらない。迷宮探索をするためにやってきたであろう冒険者が多いのも、記憶の通りだ。

　だが、なんだろうか。やはり以前に来た時より、なんだか物々しいというか、道が汚いというか……あと冒険者というより、ならず者といった風体の者が増えている気がする。

「うーむ、しばらく見ないうちに、随分と傭兵が増えておりますな。やはり戦争の気配が色濃いということなのでしょうなぁ」

　ザノバは、若干嬉うれしそうとも取れるような声音で言った。

　戦争が近いと聞いて、なぜこんな嬉しそうな声を上げられるのだろうか。

　空元気とは違うように見えるが。

「随分、嬉しそうだな」

「師匠。理由がどうであれ、戦とは心躍るものです」

「そうか？」

「そうですとも。男子たるもの、誰でもそうでしょう」

　よくわからん感覚だ。ロボットを見て心躍らせるのと似たようなものなのだろうか。

　ともあれ、俺たちは予めジンジャーが用意してくれていた宿に入った。

　ここに一晩泊まり、明日は着替えて帰還の報告と国王への謁えっ見けんをする形となる。

　国境を通っていないため、少し訝いぶかしがられるだろうが、すでに言い訳は考えてある。

　聞かれなかったら、聞かれなかったでいい。

「ではザノバ様。自分は念のため町中に潜伏し、情報を集めようかと思います」

　ジンジャーはそう言って、宿から離れようとした。

　それをザノバが引き止めた。

「ふむ？　ジンジャーよ。そなたは騎士だ。まずは余と共に城に戻り、陛下に帰還を報告するのが筋ではないか？」

「……いえ、自分は騎士ではありますが、ザノバ様の親衛隊です。それに、どうにも町中にきなくささが漂っているようにも感じられますので」

「そうか、では行ってまいれ」

「ハッ！」

　ジンジャーは畏まりつつ、俺に目配せをしてきた。ザノバ様をお願いします、という意味だろう。俺は頷きを返しておいた。

　さて、ここからが本番だ。

　パックスとの謁見には、俺とザノバの二人で向かう。

　そこで、ヒトガミの思惑も多少はわかるだろう。あるいは、その場で『死神』と戦闘になる可能性もある。その場合は、ザノバを連れて城を脱出。外で待機しているロキシーの援護をもらいつつ、町の外まで撤退。魔導鎧マジックアーマーを装備し、『死神』と戦うか、あるいはそのまま撤退する形となる。

　オルステッドの助言通り、戦うのであれば、遠距離から攻撃していく。

　幻惑剣だかも、魔導鎧マジックアーマーを着用し距離を取って戦えば、ほとんど無力化できるみたいだし。

　戦闘にならなかった場合、恐らくそのまま、ザノバは戦場に行くことになるだろう。

　北の国との戦争。どういう形になるかはわからない。

　それとは別に、ザノバを説得する必要もある。どうやったらザノバを連れ帰れるのだろうか。

　何と言えばザノバを説得できるのだろうか。

　パックスがあからさまにザノバの命を狙えば、ザノバも考えを変えてくれるだろうか……。

　まあ、それは謁見が終わった後で考えよう。

　正直、罠とわかっている場所にノコノコと顔を出すのは気が引ける。

　遠距離から城ごとパックスをふっ飛ばしたほうが楽だろう。

　もちろん、それをできないのはわかっている。オルステッドに止められているし、もし止められていなかったとしても、ザノバが俺を許すまい。城が国の象徴とはいわないが、いきなり城が消滅すれば、国は荒れる。北からの敵も、ここぞとばかりに攻めてくるだろう。

　一番簡単な方法は取れず、先行きは不安。ため息が出るな。

　ひとまず、謁見を切り抜けよう。そうすれば、必ず見えてくるものがあるはずだ。

「ルディ」

　考えていると、肩を叩かれた。振り返ると、ロキシーが立っていた。

「少し肩に力が入りすぎていませんか？」

「そうですかね？」

「はい。もう少し、肩の力を抜きましょう。油断はできないでしょうが、こうもガチガチでは、いざという時にうまく動けないかもしれませんよ」

　ロキシーはそう言いつつ、俺の肩を揉もんでくれた。

　小さな手だが力強い。俺はしばらく、座ったまま、その手の感触を味わった。

　そうだな。物事は柔軟にだ。ひとまず方向性を決めて、あとは流れに身を任せる。

　最悪、ザノバとロキシーの二人が生き残れば、俺としてはいいのだ。

　できれば、そこに俺とジンジャーを加えた四人が生き残る。

　そいつを最低ラインとしておこう。

　それぐらいなら、できるだろう。

「ありがとうございます。お陰でコリが取れました」

　そう言って、再度振り返る。ロキシーはいつも通り、眠そうな目だ。

　しかし、いつもより優しげに見えた。

「いいえ、いつものルディなら、本当に肩の力を抜いたのなら、もっとふざけたことを言うはずです」

「……例えば？」

「例えばそう、『ロキシー、今度は前から揉んでくれませんか、コッチの方をね』などといってズボンを脱いで……」

「そ、それは家にいる時だけですよ……」

「そうでしたね。家にいる時のルディはエッチですからね」

　ロキシーはそう言いつつ、俺の頬ほおをぷにぷにと触ってきた。

　まるで責められているようだ。しかし、エッチでいけないのだろうか。夜にそういう相手とそういう場面になったら、誰だってそれぐらい言うだろう。俺だけじゃないはずだ。

「なんて、冗談ですよ。これで肩の力は抜けましたね」

「……あ、はい。そうですね」

　確かに、肩の力は抜けた。

　けど、程よく緊張は残っている。リラックスしつつも、集中を保てている。

　ちょうどいい感じだ。

「俺は、明日の謁見に備えて早めに休みます。ありがとうございました」

「はい、おやすみなさい、ルディ」

　頑張ろう。ただそう思い、俺は床についた。





第四話「パックス王」




　王城へは正面から乗り込んだ。

　門番の兵士は当初、ザノバの顔を見て訝いぶかしげな表情をした。来るとも思っていなかったし、連絡もなかった。来るとしても馬車で来ると思っていたのだろう。それが、まさかの徒歩。唯一の親衛隊であるジンジャーの姿も見えない。怪しんでくれと言ってるようなものだったが、いくつかの質問の後、本物のザノバだと判明すると、すぐに姿勢を正して道を開けてくれた。

　彼らの動きを見ると、この国における王族という存在がいかに特権階級であるかがわかる。王族ってだけでコレだ。いや、血の粛清が行われて間もないので、過敏になっているのもあるか。

　ともあれ、謁えっ見けんの許可を求め、控室へと移動する。

　そこで待つこと小一時間。

　すんなりと謁見の許可が下りたらしく、謁見の間へと通された。




　シーローン王国王城。謁見の間。

　そこには、五人の人物がいた。

　玉座に座る人物は、よく覚えていた。少なくとも、外見はさほど変わっていない。

　小さな背丈に、大きな態度。彼はなんら変わることなく、玉座にふんぞり返って座っていた。

　パックス・シーローン。

　よく見ると記憶より若干大人びているし、精せい悍かんさのようなものも持っているように見えるが、基本的には変わらない。

　彼のすぐ隣に座るのは、綺き麗れいな少女だ。年格好は中学生ぐらい。白いドレスを身に纏まとい、ややクセのある水色の髪を持つ少女だ。ミグルド族によく似ているが、ロキシーとは髪の色が若干違う。別の種族だろう。

　彼女はうつろな目をしていた。頭にコロネットが載っているところを見ると、王妃だろうか。

　パックスは、彼女の背中側に手を回して座っていた。一見すると背中に手を回しているだけにも見えるが……。俺にはわかる。あれは尻を触っているのだ。バレないとでも思っているのだろうか。

　まあ、そんな性奴隷みたいなのはどうでもいい。

　少女と逆隣の位置に立つ、一人の男。俺の目はそいつに釘くぎ付づけになった。

　年の頃は四十代中盤ぐらいだろうか。体つきはガッシリとしており、腰に剣を帯びているものの、防具は軽装だ。決して強そうには見えないし、剣けん呑のんな気配も放っていない。もし道端で会っても、俺は何の警戒もなしにすれ違ってしまうだろう。

　だが、その頭部。やつれて頬ほお骨ぼねのつきだした陰気な顔。眼帯を付けた右目、生気のない落ち窪くぼんだ左目、ゾンビのような頬の影。古い映画に出てくる、海賊船の船長のような印象を受ける。

　一言で言い表せば『骸骨のような顔をした男』だ。

　確信した。こいつが、『死神』ランドルフ・マリーアンだ。

　彼らの脇に、さらに騎士風の格好をした男が二人。こいつらは事前の情報にあった王竜王国の騎士だろう。

「陛下。ザノバ・シーローン。召還に応じ、魔法都市シャリーアより馳はせ参じました」

　ザノバは謁見の間に進み出ると、すぐに膝をついてそう言った。

　パックスを陛下と呼び、頭を下げることになんの抵抗もないらしい。

　俺もそれに倣うが、ローブの下でガトリングの狙いをランドルフに定めておく。

　パックスは跪ひざまずくザノバを見下ろし、少女の尻から手を離した。

　その手をペロリと舐なめつつ、口を開いた。

「……随分と、早かったではないか」

「火急とあらば、急ぎにて」

「ほう、てっきり、国内のどこかに潜伏していたのかと思ったぞ。なにせ、国境を越えたという報告もなかったしな」

　俺たちは手紙が届いてから、一ヶ月ぐらいでシーローン王国に着いている。

　普通なら一年はかかる距離だ。そう思われても仕方のない速度だろう。

「道中、敵国の襲撃もありえましたゆえ、身分を隠して移動いたしました」

「国内に入ってもか？」

「国内に入ってからこそ」

「なるほどなぁ」

　パックスはフンと鼻息をひとつ。

　こちらが想定より早く王都に着いた理由は聞かないつもりのようだ。

　パックスは椅子に座り直し、俺の方を指さしてきた。

「で、そいつは？」

「陛下もご存知の通り、ルーデウス・グレイラット殿にございます」

「名前を聞いているのではない」

「では、なにを？」

「なぜここにいるかと聞いている」

「戦ともなれば、強力な魔術師はいればいたほうがよいゆえ、連れてまいりました」

　事前の取り決めで、そういうことにしてある。

　この世界において、魔術師は戦争において非常に重要な役割を持っている。

　中級、上級の魔術師であっても、陣地作りには非常に役立つし、大群に対しての範囲魔術は非常に有効だ。一対一、真正面からのタイマン勝負なら剣士の方に分があるが、多対多、一人ひとりの重要度が低くなればなるほど、魔術師が重要となる。

　聖級、王級魔術師ともなれば、戦時中の国の国王が三顧の礼をもって迎え入れたい相手である。

　が、パックスは鼻で笑った。

　あざけりの笑みを見せつつ、俺とザノバを交互に見る。

「ほう、そうか。てっきり、余を殺すために用意した手駒かと思ったぞ」

　パックスがそう言った途端、両脇に控える死神以外の二人が殺気を持った。

　王竜王国から連れてきたという騎士。確か、十人いるという話だったな。

　この場にいるのは死神を含めて三人。てことはあと七人。どこかにいるのか。正直、あんまり強そうじゃないな。

「まさか、陛下に仇あだなすつもりは毛頭ございませぬ」

「ほう。お前は簒さん奪だつを許すのか？」

「はい。別段、前王に忠誠を誓っていたわけでもございませぬゆえ」

「しかし、余に忠誠を誓いたいわけでもあるまい」

「…………」

　ザノバは答えず、パックスはその態度に面白くなさそうに鼻を鳴らした。

　叛はん意いアリ、とも取れる態度だが、パックスは気にしなかったらしい。

「まあよい。兄上……いや、ザノバよ。お前がどのような思惑を抱いていようと、どうでもいい」

　パックスはそう言って、背後に立つ騎士を顎あごで指し示した。

「見よ、王竜王国より連れてきた我が騎士たちを」

　パックスの言葉で、騎士たちが頭を下げた。死神はあくびをしていたが。

「特に、この男は凄すごいぞ。七大列強第五位。『死神』ランドルフ・マリーアンだ」

　という紹介を受けて、死神はビクリと身を震わせて口を閉じた。

　ばつの悪そうな顔で一歩前に出てきて、咳せき払ばらいを一つ。

「ご紹介にあずかりました。ランドルフ・マリーアンともうします。生まれは王竜王国、育ちは魔大陸。種族は雑種。人族と長耳族エルフと不死魔族と、あといくつかの混血です。職業は騎士。王竜王国大将軍シャガール・ガルガンティス麾き下か、王竜王国・黒竜騎士団に所属しております。主な仕事は殺人。誰でも殺します。流派はありませんが、北神流と水神流をかじっております。巷ちまたでは『死神』と呼ばれているゆえに快楽殺人者と誤解されますが、そのようなことはございません。料理が趣味の、心優しい男です。以後、お見知りおきを」

　ペラペラとよどみなく喋しゃべった後、ニタリと作り笑いをして、後ろに引っ込んだ。

　なんともやる気のない態度だ。

「普段はこの通りだが、強いぞ？　なにせ、兄上たちの親衛隊を瞬く間に全滅させ、余に王位をもたらしてくれた立役者だからな」

　ほとんど一人で片付けたのか。さすが七大列強。衰えたとは聞いたけど、別に弱いわけじゃないようだ。

「どうだ、ザノバ。貴様が連れてきたソイツと、どちらが強いか試してみるか？」

　……そういう流れか。

　ここで俺に死神をぶつけて、殺害する……。

　罠わなという割には、なんの捻ひねりもないが、ヒトガミは策略が得意ではないし、そんなものか。

「お戯れを。これから北と戦争をしようという時に、手駒をこんなところで使い減らしていかがしますか……」

　ちらと見ると、ザノバのこめかみに冷や汗が浮かんでいる。

　こいつ、もしかして、俺のことを守ろうとしてくれているのだろうか。

　パックスはというと、そんなザノバの姿を実に楽しそうに見下ろしていた。自分の言動で相手が狼ろう狽ばいしたり、慌てて言い繕うのが楽しくて仕方ないらしい。そういえば、昔、こいつに捕まった時もそんな感じだったな。自分が上の立場にいる時はイキイキとするのだ。

　そして、その顔を見て満足し「冗談だ」と流すのだ。

　しかし、パックスがヒトガミと通じているのなら、無理にでも俺と死神を戦わせようとしてくるはずだ。

　今回は戦うのがわかっているから、心の準備はバッチリだ。

　とはいえ、本当に戦うのなら、できれば一度戻って魔導鎧マジックアーマーを着て出直したいところだ。

　やるなら初手は煙幕。ザノバを抱えて城を脱出して、魔導鎧マジックアーマーを装着して戻ってくる。それが最善手だろう。

　などと考えていると、パックスはふっと肩の力を抜いた。

「ふん、冗談だ。真に受けるな」

　あっさりと引き下がった。

　あれ？　やらないのかな？　ランドルフは最初からやる気がないみたいで、またあくびをしている。二時間しか寝てないわー、とか言い出しそうなほど、あくびが多い。

　心底つまらなさそうだ。

「ルーデウス・グレイラットの噂うわさは余も聞いている。アスラ王国にて、甲龍王ペルギウスの助力もあったとはいえ、水神レイダや北神三剣士をも倒したそうじゃないか。ランドルフは、王竜の陛下からの大事な預かり物だ。負けるとは思わんが、大怪我でも負わせたら、陛下に合わせる顔もない」

　パックスはやれやれと肩をすくめた。

　そして、椅子に座りなおし、改めてザノバを睥へい睨げいした。

「それにしても兄上。随分と警戒しているようだな」

「それは、陛下と喧けん嘩か別れのような形となりましたゆえ」

「そうだったな……だが、余は兄上と争うつもりはない」

　パックスはそう言いつつ、足を組んで頬ほお杖づえをついた。偉そうなポーズ。

「だから、許してやってもよいぞ」

「寛大なお言葉、ありがとうございます」

「よい」

　頭を下げるザノバに、パックスは笑った。余裕の笑みだ。勝ちを確信している者の笑み。

　戦えば勝つけど、許してやろうっていう、上から目線の笑みだ。

「むしろ、礼を言いたいのはこちらの方だ」

「？」

「なにせ、あの事件のお陰で、余は変わることができたのだからな」

　変わることができた？　チビデブであるパックスの外見はそう変わっていない。

　いや、よく見ると、脂肪が随分と減っているか。遠目な上に座っているからわかりにくいが、腹まわりや顎のラインもスッキリして見える。首は太いが、どちらかというと筋肉的な太さだ。全体的な筋肉も増えただろうか。あれはもうデブじゃないな。

　……いや、変わったってのは、内面の話だろうけど。

「確かに、王竜王国に人質として送られた時は、理不尽さに涙もした。兄上やルーデウス・グレイラット……お前に恨みを持ち、暗あん澹たんたる日々を送っていた」

「……」

「だが、変われた」

　パックスは、ちらりと自分の隣に座る少女を見た。少女がそれに気づいてパックスに視線を返す。

　絡み合う視線には、信頼のようなものが感じられた。

「少し、昔話をしてやろう」

「……」

「あれはそう、王竜王国に来てしばらくして、誰にも構ってもらえず、余が腐っていた頃。余は一人の少女に出会った」

　俺たちの返事を待たず、パックスの昔話が始まった。

　まあ、聞かない理由もない。ヒトガミのことをベラベラと喋るかもしれない。

「その少女は、いつも一人で庭にいた。庭で一人、何をするでもなく、寂しそうにしていた。誰に話しかけるでもなく、誰に話しかけられるでもなく。何をしているのか尋ねても、別に何もしていないと言う」

　パックスは、その少女がどうにも気になったらしい。

　毎日のように庭に出て、その少女に話しかけたのだそうだ。

　少女は言葉少なだが、パックスに返事をしてくれた。何も知らない子で、パックスの会話を嬉うれしそうに、楽しそうに聞いた。パックスはなんだかそれが嬉しくて、あれこれと話題を見つけてきては彼女と会話をしたという。

「しかし、ある日、噂を聞いた。シーローンの出来損ないが、王竜王国の出来損ないに近づいている、とな」

　出来損ない同士、お似合いだ。けれどまぐわいでもしたら、出来損ないが生まれてしまう。

　おお、これは一大事だ。この王宮は出来損ないだらけになってしまう。

　そんな噂だ。

「余はな、噂をしていた奴らをひっとらえ、首を刎はねてやりたかった」

　シーローン王国でなら、そんなことを言う奴は、たとえ場末の酒場の酔っぱらいでも許しはしなかった。

　でも、できなかった。

「王竜王国では、余にはなんの力もなかったのだから」

　とても、悔しかったという。こいつらを見返してやりたいと思ったという。

　でも、パックスにできたのは、ベッドに潜り込み、悔しさに涙で枕を濡ぬらすだけ。泣き疲れて、あいつらは馬鹿だと思い込むだけ……。

　──ではなかった。

　パックスはその日から、生活態度を改め、禁欲的に、そして勤勉になったのだ。

「どうしてそうしたのか、自分でもよくわからん。ただ、余は元々、特別に頭が悪いわけではなかったのだ。出来損ないではないということを証明したかったのかもしれん」

　違う環境で、違う人と出会い、違う感情が生まれ、違う行動に出る。

　心機一転というやつだ。

　わかる。俺も、この世界に来た頃はそうだった。

　ともあれ、その後パックスは努力した。魔術に、勉学にと励んだ。剣術や運動は身体的なハンデもあってあまり頑張らなかったようだが、体つきを見れば怠惰な生活を送っていたのでないことはわかる。

　そして今から約一年半前。王竜王国で開催されている学問の大会──模試みたいなもので、パックスは好成績を残した。

　そこで、王竜王国の国王の目に留まった。

　国王は、「人質も同然で他国に送られてきたにもかかわらず、未来を諦めぬその姿勢、誠に天あっ晴ぱれである。何か褒美を与えよう」と、パックスの姿勢を評価した。要するに、気に入られたのだ。

　パックスは謁見の間に呼び出され、王に聞かれた。

　褒美をやろう。金銭がいいか、地位がいいか。

　なんだったら、シーローン王国からの亡命を許し、我が国の一員としてやってもいい。

　太っ腹にもそう提案する王に、パックスは自然と言ったという。

『第十八王女様を所望します』

　第十八王女ベネディクト・キングドラゴン。

　母親は素性の知れない魔族の女性。国王が戯れに召し抱え、戯れに産ませた子供。

　王位継承権はなく、十八王女という名は付いているものの、王族として認められていないような子。感情が薄く、出来損ないと言われた王女。パックスは、そんな王女を妻に迎えたいと言ったのだ。王竜王国の国王は少しばかりの逡しゅん巡じゅんの末、パックスの要望を受け入れた。

「他の娘ならまだしも、ベネディクトをくれてやるのは惜しくない。とはいえ、名ばかりとはいえ、ベネディクトも王女である。貴様には相応の地位が必要だ」

　そう言った王竜王国の国王は、ひとまず一度パックスをシーローン王国に返還することにした。

　パックスをシーローンに戻し、シーローンで要職につかせてから、王女を嫁に出す。

　人質として、別の王子を送ってもらう。メンツを保つべく、そういう形にしようとしたのだ。

　だが、これをシーローン側はやんわりと拒否した。

　パックスはシーローン王国では問題ばかり起こしていたし、死ぬまで王竜王国にいてほしい、というのがシーローン王の思惑だったのだろう。

　他の王子を人質として差し出すのが惜しい、というのもあったのか。

　王竜王国の王は激怒した。

　ほぼ属国であるシーローンが言うことを聞かなかったのが、王の怒りに触れたらしい。

　国王はパックスに王竜王国最強の騎士である『死神』ランドルフと、パックスに悪い感情を抱いていない騎士九名をつけ、クーデターを勃ぼっ発ぱつさせた。

　シーローン王族を皆殺しにし、血塗られた玉座をパックスに与えた。

「……そうして、余は全てを手に入れた。地位に名誉、愛する女に、最強の手駒まで、な」

　パックスはそう言いつつ、隣に座る少女の肩を抱き、脇に立つ死神に目線をくれた。

　少女は無表情のまま顔を赤らめ、死神は肩をすくめた。

　話の流れからすると、あの少女がベネディクトか。

　あれ？　でも、今の話にヒトガミが出てこなかったな。パックスは神託とかをもらって動いてたんじゃないのだろうか。心機一転したあたりは怪しいが……。

　今の話だと、むしろ怪しいのは、王竜王国の王の方だ。いきなり褒美をやろうとしたり、いきなりキレてとんでもない行動に出てるし……ヒトガミの助言をもらってそうだ。

　いや、使徒がどちらか一人とは限らない。

　パックスも王竜王国の王も、という可能性はある。

「というわけだ、貴様らを恨む理由など、もうないだろう」

「なるほど、感服いたしました。さすがは陛下！」

　ザノバはさも感銘を受けたかのように大仰に頭を下げ、そして問うた。

「しかし、最強の手駒が手に入ったのであれば、なにゆえ余を呼び戻したのでしょう？」

「ハッ、そのことか」

　パックスは鼻で笑った。

　それにしても、彼もザノバも一人称が余だから、少し混乱するな。

「確かに、ランドルフに任せれば、北からの侵略などどうにでもなるだろう。だが、先ほどは手駒と言ったが、ランドルフは所しょ詮せん、借り物だ。いつかは王竜の陛下に返さねばならん。借り物の力を己の力と勘違いして自国を守っていたのでは、せっかく認めてくださった陛下も、がっかりするやもしれん」

　力を認められて、シーローン王国の国王にしてもらった。

　だから力を示しつづけなければならない。

「余のような者は、常に自分の有用性を見せていかねばならん。そうだろう？」

　言いたいことはわかる。俺もオルステッドには常に有用である部分を見せていきたい。

「さて、そういうわけだ、兄上……いやザノバよ。お前は余が復ふく讐しゅうのために呼び出したと思っているかもしれんが、そのつもりはない。書状の通りだ。クーデターのせいで国の戦力は低下し、そこをついて北は攻めてくる。今は、お前のような武人が必要な時だ。過去のことを水に流し、力を貸してくれ」

　パックスはそう言い、顎を引くように頭を下げた。下げたといえないかもしれないが、下がってはいる。兄ではなくザノバと呼ぶのは、王としてのけじめみたいなものだろう。

「無論です陛下。余は、そのために生かされていたのですから」

　ザノバは頷うなずく。

　そこに迷いはない。迷いのなさゆえに、パックスは怪しさを感じたのだろう。ゆえに、パックスは片眉を上げ、ザノバに問うた。

「しかし兄上……余は簒奪者であることを自覚している。それに関して、何か言いたいことがあるのではないか？」

　ザノバに叛意がないかという点は、確かめておきたいのだろう。

　親兄弟を全滅させたのだ。自分が恨みを持っていないからといって、ザノバに恨まれていないとは限らない。ザノバが仇かたき討ちのために戻ってきたとしても、なんらおかしくない。

「……」

　ザノバはその言葉で顔を上げ、一瞬迷い、すぐにまた頭を下げた。

　言いあぐねるザノバに、パックスは顎を上げ、見下ろすように言った。

「遠慮なく申してみよ」

　きっと、彼がどう答えるかで、俺が死神と戦うかどうかが決まるのだろう。

　死神はやる気のなさそうな顔で突っ立っているが、いざとなれば凄すさまじいスピードで動くに違いない。目め眩くらましと足止めを同時に行い、壁を破壊して逃げよう。

　警戒していたところで、ザノバが口を開いた。

「誰が王で、どんな政まつりごとをしようと、余がシーローンという国を守るために生きているということに変わりはありませぬ」

　謁見の場に、沈黙が流れた。

　質問の答えにはなっていないが、言葉の内容が「叛意はない、貴方あなたに従う」という意味であることは、俺にもわかった。

　パックスは難しい顔をしていた。判断に困っているのだろうか。ザノバが敵か味方か。

「ふん、まあ、どちらでもいいか」

　だが、最終的に諦めたように呟つぶやいた。

　そして、意を決したように大声で言い放つ。

「ザノバ・シーローン。貴様にカロン砦とりでの守護を命じる。すでに兵は配置してある。指揮官として出向き、北からの軍勢を抑えよ」

「ハッ！」

　ザノバは畏かしこまり、改めて頭こうべを垂れ、謁見は終了となった。

　肩透かしをくらった気分で、俺は謁見の間を退出した。





　　　　★　★　★






　その後、俺たちはシーローンの王宮の一室を与えられた。すでにザノバの私室はなくなっているらしく、二階の客室であった。

　護衛と称して、王竜王国の騎士らしき者も一人、部屋の外に立っているが、恐らく監視だろう。

　パックスはザノバを警戒しているのだ。

　翌日には北のカロン砦へと出立することになる。ロキシーにもひと通りのことは話しておきたいが、監視の目もある。あまり怪しい動きはせず、合流してから説明するのがいいだろう。

　俺はザノバと一緒に部屋に入り、一息ついた。

　ザノバは王族だというのに、俺と一緒の部屋だ。別々の部屋にして別々に動かれても厄介という判断だろうか。

　俺とザノバは向かい合うようにソファに座った。

「パックスめ、意外に立派に王をしておりましたな」

　先に口を開いたのはザノバだった。口調はいつも通りで、むしろ嬉しそうにも見える。

「そうか？」

「国を己の手で、シーローン王国の者で守るため、かつて恨みを持っていた相手に頭まで下げたのです。これを立派と言わずして何と言うのですか」

　まあ、確かに立派だな。

　頭を下げるといっても、首をちょっと動かしただけだけど。

「師匠は随分と心配されていたようですが、人は変わり、そして間違えるものです」

「そうだな」

「パックスも、確かにやり方は乱暴で、間違ってはいるでしょうが、精一杯やっていると余は感じました」

　確かに俺の記憶にあるパックスよりは、マシになっていた。

　精一杯やっている、と言えるだろう。だが本当にそれだけなら、俺もこう悩んだりはしない。

「でも、もしかすると、裏に悪い神様がいて、操っているのかもしれないぞ」

「ふむ、師匠が戦っているという悪神ですか？」

　冗談交じりに言ってみると、手応えのある反応が返ってきた。

「あれ？　話したっけ？」

「以前、クリフ殿と食事を取った時に」

　ああ、クリフと腹を割って話そうと言った時か。でも、あの時のザノバは信じてくれていなかったような。

「あの時は、師匠が嘘うそをついているのだと思ったのですがな」

「……」

「しかし、クリフ殿の魔道具でオルステッドの呪いが緩和されるのを見れば、さしもの余とて師匠とオルステッド、そしてその悪神の関係もわかります」

　そうか。

　わかるのか。なら、話しておいたほうがいいか。ザノバもここまで来た以上、関係者だろうしな。

「じゃあ話そう」

「はい、師匠」

　俺はザノバに、改めてヒトガミのことを話した。

　今までのことをざっと。そして、今回のこともざっと。パックスがヒトガミに操られている可能性についても。

「ふむ……しかし、パックスはヒトガミという単語を、一言も発してはおりませんでしたな。無関係なのでは？」

「俺を騙だました神だ。裏でわからないように動いていても不思議じゃない」

　使徒がパックスじゃないにしても、死神とか、ベネディクトという可能性もある。

　今のところ俺が怪しいと思っているのは王竜王国の王だ。

　けど、使徒は一人ではない。ヒトガミの動きの傾向を鑑みるに、シーローン王国側にも一人ぐらい配置してそうだ。

「騙されて……確か師匠は、ヒトガミに騙されてオルステッドと戦うハメになったのでしたな」

「そうだ」

「ならば、パックスもヒトガミに騙されて、師匠と戦うハメになっている可能性がある、と」

　ザノバは顎に手を当て、何かを考えるポーズを取った。

　そして、ぽつりと呟いた。

「ならば、余がパックスを守ってやらねばなりませぬな」

　え……？

「……それ、いざって時には、俺の敵に回るってことか？」

「は？　いやいや、まさか。余が師匠の敵に回るはずがないでしょう。だいたい、師匠はパックスを殺してはならないと言われているのでしょう？」

「でも、今……」

「守るというのは『ヒトガミから』という意味です」

　だよな。びっくりした。いざ戦いになった時、ザノバが向こうの陣営に回るかと思った。

　そうなったら、お手上げだ。

　しかし、唐突に「守る」なんて言葉が出てくるとは。

「お前はパックスのことなんて、どうでもいいと考えてると思ってたよ」

　思わずそう言うと、ザノバはきょとんとした顔をした。

　もう一度顎に手を当て、また考えるようなポーズを取る。

「確かに、今まではそうでしたな。関わりもありませんし」

　難しげな顔をして、むむむと唸うなる。

「……案外、パックスにあのように頼られたのが、初めてだったからやもしれませぬな！」

　ザノバはそう言って快活に笑った。

　頼られたというより利用されているという感じだし、ザノバ自身、頼られたら奮起するキャラでもないだろうに……。

　まあ、恐らく『国を守る』という意志と、王であるパックスを守るという行動が、よく似てるからだろう。

　しかし、どうにもヒトガミの思惑が読めないな。

　誰が使徒かもわからない。俺を殺すための罠とやらの気配もない。何かを見落とし、何かに気づいていない感じがする。罠というのがオルステッドの杞き憂ゆうで済めば、それに越したことはないんだが、楽観はやめておいたほうがいいだろう。

　どこかに罠があり、そして俺は、まだそれに気づいていない。

　気づいていないものに気づくのは至難の業だから、そこで悩みまくっても仕方がないとは思うが、不安は残る。

　また、ザノバの説得も難しそうだ。

　今のところ、パックスはザノバを受け入れるような姿勢をとっている。殺そうとはしていない。

　ザノバも求められれば国防の要かなめとしてそのまま国に残りそうな感じだ。

　パックスがザノバを殺そうとしないなら、連れ帰る理由も薄い。殺される心配がないなら、単に国くに許もとで就職したってだけだもんな。社長がパックスってあたりにブラック企業の気配を感じるが、ザノバの選んだ道なら尊重したほうがいい。

　でもパックスが心変わりして、ザノバを殺そうとする可能性はまだ残っている。

　現時点でそれを口にするのは、ただの言いがかりになるが、残っていることは残っている。

　そして、殺されてからでは遅い。

　その前にどこかで、パックスがザノバを殺そうとしている証拠のようなものを見つけなければいけない。

　もっとも、今は殺すつもりはなくとも、あとで邪魔になって殺そうと思うかもしれない。

　つまり、現時点で証拠はない。

　俺は無いかもしれない証拠を探さなければいけないのかもしれない。

　ストレスでハゲそうだ……。

　俺一人で悩んでも答えは出そうにないし、明日ロキシーに相談してみよう。







第五話「カロン砦」




　謁えっ見けんの翌日。俺は出立の準備をザノバに任せ、宿に戻ってロキシーと合流した。

　ロキシーは完全武装のまま、宿の一室に待機していた。

　徹夜明けで、けだるそうだったが、俺の姿を見るとすぐに立ち上がり、駆け寄ってきた。

「大丈夫でしたか？　連絡がなかったので心配していましたが……」

「はい。何事もありませんでした」

　彼女は朝食がまだだというので、宿屋の一階で食事を取りつつ、謁見の内容を伝える。

　パックスがヒトガミの使徒である可能性が低いこと。

　ヒトガミの意図がわかりにくいこと。

　王竜王国の国王が怪しいこと。

　起こったことと、気になったことを全て。

「……ふむ」

　ロキシーはスープを飲みつつ俺の話を聞いて、難しい顔をした。

「正直、寝不足であまり頭が働かないのですが……」

「ですよね」

　目の下にうっすらとクマもできているし、全体的な動きも鈍いな。たった一晩の徹夜でと思うかもしれないが、前日も移動しっぱなしだった。その上で戦闘態勢。慣れた冒険者でも、やっぱり疲れるもんだ。

「戦いはなし。パックス王子は理知的に。ヒトガミの名前は出てこなかった……これでは、何も判別できませんね」

　さすがのロキシーでもわからないか。

「戦いがなかったのなら、わたしも行っておけばよかったかもしれません」

「どうしてですか？」

　俺の説明じゃわかりにくかったからかな？

「自分の耳で聞けば何かわかったかもしれませんから」

　ああ、それはあるかもしれない。

　俺は謁見中、ヒトガミの罠わなや、死神についてばかり考えていた。自分の予想してない方向に進む会話に、なぜだと首を捻ひねってばかりいた。

　なら、別の思惑について考える頭が必要だったのかもしれない。その頭がロキシーだ。

　まあ、過ぎたことを言っても仕方がない。

「……ヒトガミの罠、どこにあるんでしょうね」

「うーん……罠はオルステッドの考えすぎで、実は何の関係もなかったのではないですか？」

「仮にそうだとしても、最悪のケースを想定して動きましょう。軽視すると、俺たち家族の首を絞めることにもなりかねません」

　ララが泣き叫んだのも気になるし、ヒトガミとは関係なく、何かあるかもしれない。

「そうですね、軽率な発言でした」

　ロキシーはぺこりと頭を下げた。

「仮に罠だとして、呼び出して叩たたくだけなら、罠とはいえないでしょうから、何かを隠しているのだと思います」

「何かを……例えば？」

「例えば今朝方、ジンジャーさんが情報を持ってきてくれました」

「ほう」

　ジンジャーの姿は見えないが、彼女も裏で動いているということだろう。

「現在、北のカロン砦とりでには、たった五百の兵しか詰めていないという話です」

「五百」

　数字だけ聞かされてもピンと来ないな。多いのか、少ないのか。五百しか、という言い方を見るに、少ないのだろうけど。

「対する敵の戦力は、約五千だそうです」

　五千て。そりゃひでえ。十倍も差があるじゃないか……勝ち目はないんじゃないか？

「それについては聞きましたか？」

「…………いえ」

　少なくとも、俺はその話を聞いていない。ただ行けと言われただけだ。

「わたしもジンジャーさんから聞いただけの話ですが、パックス王子はカロン砦が最小限の兵力で持ちこたえている間に、後方にあるリコン砦に傭よう兵へいを集め、迎え撃つつもりだという話です。その戦略については聞いていますか？」

「……いいえ」

　初耳だ。

　だが、そうか。カロン砦は捨てるのか……。

　表向きはザノバを迎え入れて、使い捨てる。ザノバが死ぬまで敵軍を引き止めるのに貢献している間に、自分は自分で戦力を整えられる。パックスがザノバを邪魔に思っているのなら、まさに一石二鳥だな。

「また、ルディへの罠にもなりますね」

「と、いうと？」

「わたしも戦争は初めてですが、かつて一人の聖級魔術師が千人の兵を押しとどめた、という記録を読んだことがあります」

　そんな記録があるのか。

　一騎当千。聖級魔術の規模を考えれば、わからなくもない。

「わたしは王級、ルディは帝級相当。二人が砦に赴けば、かなりの時間、持ちこたえられるはずです」

　うむ。五千人ともなれば一気に殲せん滅めつすることは難しいかもしれない。いきなり全軍で突撃してくれば魔術で一気に殲滅するだけだが、向こうだって情報収集ぐらいはする。王級、帝級の魔術師がいるという情報はどこかで漏れるだろう。そんな砦に、固まって突っ込むなんて馬鹿な真似はすまい。

　あるいは突っ込んできたとしても、五千人もいれば、なかに相当数の魔術師もいるだろう。

　そんな魔術師たちに一斉にレジストされれば、いくら聖級魔術でも無効化される可能性がある。

　いや、無効化されたらもう一発打てばいいだけの話なんだけど。

「しかし、魔力総量には限りがあります。疲弊もするでしょう」

　その程度で俺の魔力総量が切れるとは思えないが、ともあれ、戦っていくうちに疲労は溜たまるだろう。夜襲の警戒なんかもしなきゃいけないだろうし、そうなると魔力総量は関係ない。

「その疲弊したところを狙って『死神』を送り込み、確実に……という可能性はどうでしょうか。罠っぽく思えませんか？」

「おお、確かに」

「それから」

　さらに、ロキシーはスプーンを指先のように立てた。先生のポーズだ。

「使徒は三人と言いましたね」

「はい」

「王竜王国の王はパックスをやや無理やり、王にした。ゆえに間違いないとして。その段階では敵国が攻めてくるかどうかはわかりませんよね？　ルディだったら、どこに使徒を配置しますか？」

　どこに配置するって……あ、敵国か！

　シーローンは王竜王国の属国みたいなものだ。攻め入ればリスクを犯すことになる。国内でも反対意見は出るはずだ。それを押し通すための使徒。カロン砦を攻めてくる国の王族……いや、将軍あたりがいいか。

「ヒトガミに助言をもらいながら、俺たちを疲弊させ、死神を使って確実にか……確かに」

　ロキシーの予想を聞いたお陰で、俺の方でも少し考えがまとまった。

　ヒトガミの使徒の可能性が高いのは二人。一人は王竜王国の王。もう一人は、カロン砦に攻めてくる敵国の偉い人。

　じゃあ、三人目はどこの誰だろうか。

　アスラ王国の時だと……ルークだった。てことは正直、ザノバあたりが怪しいが。

　でも、昨日話した感じでは、使徒っぽくはなかった。

　じゃあ、ジンジャーとか。アスラ王国での編成を考えると、死神あたりも怪しい。

　もしくは、パックスの隣にいた、あの王女様の可能性もある。アスラ王国での戦い以来、ヒトガミは二人以上の駒を使ってこなかった。となれば、今回も二人で、最後の一人は別の場所で次の手に向けて動いている可能性もある。

　つまり、三人目がいない可能性だ。いろんな可能性があるな。

　三人目はまだ判別できないが、二人は大体固まった。

　王竜王国の国王と、敵国の将軍だ。

　やはり、ロキシーは頼りになる。

「仮に、カロン砦が虎こ口こうだとするなら、どうしましょうね」

「そうですね。ひとまず、相手の思惑に乗らないことが重要だと思いますが……」

「カロン砦に行かないのが一番ですよね」

　けど、ザノバはすでに行く気まんまんだ。

　止めても行くだろう。一人でも行くだろう。

　でも、パックスが兵力五百しかない場所に、ザノバを送り込んだ、ということは説得の材料にもなる。パックスはザノバを殺そうとしている……というほど強い感情は持っていないにしても、死んでもいいとは思っている。使い捨てようとしているのだ。

　無論、その理由だけじゃザノバは止まるまい。

　ザノバは出がけに、「国を守るのが義務だ」と言っていた。

　なら、敵が攻めてくる状況で「帰ろう」と言っても、頷うなずかないだろう。

　まてよ……じゃあ、その五千の敵をなんとかすれば、ザノバも満足するか？

　パックスは、カロン砦が持ちこたえている間に、兵力を集めている。つまり、カロン砦を守りきれば、国は安定するってわけだ。それは、国を守ったことになるんじゃないだろうか。

「……カロン砦には行きましょう。ザノバは助けます」

「わかりました」

「問題は、罠に関してですね」

　そう言うと、ロキシーも苦い顔をした。とりあえず、『一式』は持っていくとしよう。

　真正面から打ち破れれば、それが一番なんだがなぁ……。

「まあ、カロン砦に着くまで時間はあります。いろいろ考えてみましょう」

「はい、先生」

　と、俺たちの会話が終わった頃、ザノバの乗った馬車が到着した。





　　　　★　★　★






　ザノバは五百という数字を聞いても顔色一つ変えなかった。

　むしろ、「そんなもんでしょうなぁ」と嬉うれしそうに頷いただけだ。

　あっけらかんとした態度。思わず「こいつ、もしかして戦力差のこととかわかんないんだろうか」と思ったぐらいだ。

「いいか、ザノバ。曰いわく『十なれば則すなわちこれを囲み、五なれば則ちこれを攻め、倍すれば則ちこれを分かち、敵すれば則ち能よくこれと戦い、少なければ則ち能くこれを逃れ、若しかざれば則ち能くこれを避く。故に小敵の堅は大敵の擒きんなり』だ。つまり戦いは数だよザノバ。数の多いほうが有利なんだよ」

　こちらは砦持ちだが、十倍の戦力差では、持ちこたえることすら困難だ、と。

　回りくどく説明すると、ザノバはぽかんとした顔で首をかしげた。

「数が多いほうが有利なことぐらいは存じておりますが？」

「じゃあ、なんでそんな明るいんだよ。十倍だぞ、十倍」

「いやいや師匠、十倍もあるわけないではないですか」

　十倍もないって……こいつ、マジかよ。算数もできないのか？　シーローン王族の教育はどうなっているんだ。

「こっちは五百、相手は五千だぞ？　五百の十倍は五千だ。わかるか？」

「ふむ……師匠は余を試しているのですかな？」

　ザノバはフッと笑った。小馬鹿にしたような笑いだ。ぐぬぬ、こんな顔をザノバにされるとは！

「よいですか師匠」

　そして、ベラベラと話し始めた。

「その計算では、師匠とロキシー殿が含まれていません。聖級魔術師は運用次第では千の兵に匹敵すると言いますからな。それを考えればこちらの戦力は最低でも二千五百。師匠とロキシー殿が二人とも王級以上であることを考慮すれば、三千以上と見ていいでしょう。通常、城攻めには三倍の兵力が必要と言われていますが、カロン砦は特に守りに適した位置にあります。ゆえに、それ以上の兵力が必要となりましょう。加えて師匠の魔力総量や、余が神み子こであることを鑑みれば……戦力的にはこちらが有利とまで言えますな」

「…………」

　絶句した。予想以上の答えが返ってきた。こいつ、意外とっていうか、なんていうか。

「ず、ずいぶん詳しいね、ザノバ君」

「余は幼少期、この国の将となるための勉強を叩き込まれましたからな」

　国を守るために生かされていたといっても、別に飼い殺しにされてたわけじゃないのか。

　そりゃそうだな。

　戦場に出て暴れまわらせるにしても、状況判断をする知識をつけさせてやったほうがいいだろう。

　シーローン王族の教育をナメてたよ。

「師匠は初陣のようですが……ご安心ください。余は昔、少し戦場に出たこともあります。師匠とロキシー殿がいるのであれば、むざむざ敵に砦を明け渡すようなことにはなりませぬ」

　自信まんまんだ。本当に大丈夫なのだろうか。大丈夫じゃない気がする。

　ていうか、カロン砦に行かないことが、現状ではベストだ。

　少し、説得してみるか。

「でもパックスは、少なくともロキシーの存在は知らずに、お前を北の砦に配置しようとしたんだよな」

「まあ、そうなりますな」

「俺の魔力総量が凄すさまじく多いことだって、パックスは知らないはずだ」

「師匠、何がおっしゃりたいのですか？」

　まだ前置きの途中なんだが、そんなに急ぐなら結論を言おう。

　ずばり、言うわよ。

「お前、捨て駒にされたんじゃないのか？」

「…………」

　ザノバは、鳩はとが豆鉄砲をくらったような顔をした。

　ザノバなら、どんな鉄砲も豆鉄砲だろうが、まぁそれはいい。

「確かに、パックスはもうお前のことを恨んでいないかもしれない。でも、死んでもいいぐらいには思ってるはずだ」

「……まあ、そうかもしれませんな」

　ザノバは頬ほおをぽりぽりと掻かきつつ、俺の言葉を待つ。

「そんなのに従う必要は、ないんじゃないか？」

　ザノバは、フッと笑った。なんだそんなことかと言わんばかりの表情だ。

「戦争では、誰かが犠牲にならねばならぬ時があります。最初に犠牲になるのは兵ですが、時には王族も、死なねばならぬ時があるのです」

「でもそれは、パックスの尻しり拭ぬぐいだよな。他の王族を全部殺したんだ。お前がやる義理はないだろ？」

「誰かが失敗してもフォローをするのが大事だと、師匠もよく言ってるではありませんか」

　ザノバはそう言いつつ窓の外を見た。

　窓の外には、傭兵たちにまじり、普通の町人も歩いている。

　普通の様子だが、しかし少し不安げな気配を纏まとっているようにも見えた。

　ザノバは出がけに言っていた。他国との戦争が自分の義務だと。なら、王がパックスで、パックスがザノバをどう思っていようが、関係ないのだろう。

　……やはり、現時点で説得は無理か。

「わかった。変なこと言って悪かったな」

「いえ、師匠が余の身を案じてくださっているのは、よくわかっておりますので」

「そこまで言うなら、カロン砦を守ろう。俺は素人だから、お前の指示に従うよ。なんでも言ってくれ」

　ザノバに置いていかれないためにも、そう言っておく。

「おお、ありがとうございます。師匠がいれば百人力ですな！」

「それを言うなら千人力だろ」

　よし。ひとまず北のカロン砦とやらを守りきろう。

　その間に、パックスも軍備を整えるし、敵国も攻めてこなくなるかもしれない。時間が経てば、国も安定化するだろう。国が盤石になれば、ザノバも国を守ったってことで、満足するかもしれない。あとは王竜王国やパックスの仕事だと、そう説得しよう。




　ちなみに砦に向かうメンバーは、俺、ロキシー、ザノバの三人だ。

　ジンジャーは、王都に残ることになった。

　彼女はザノバが砦に向かうと聞いて少し悩んだようだったが、情報収集を続けることにしたようだ。何か、気になることがあるらしい。

　王子をくれぐれもよろしくお願いしますと、頼まれた。

　それにしても、たった三人か。王子の出陣だというのに、見送りもない、護衛もいない、援軍もない。御者台に座るのはこの国の兵士だというが、態度はよそよそしい。

　やはりパックスはザノバを捨て駒にしようとしているのだろう。そのことが、どうにも悔しく思えてならない。ザノバはここまで覚悟して国に戻っているのに、パックスを王と認めて、自分は将として身を粉にして働こうとしているのに……。

　そのことはさておき、魔導鎧マジックアーマー『一式』はザノバの趣味の人形ってことにして、別途でパーツごとに運搬してもらう。俺たちより、到着は遅れるだろう。この世界の運送業は、現代日本の運送会社と違ってルーズだしな。俺の到着と魔導鎧マジックアーマーの到着。その間に何か起こるかもしれない。

　心配だ。

　そんなに心配なら着て移動すればいい、とも考えたが、すぐにオルステッドとの戦いの時、魔力切れで死にかけたことを思い出した。

　できる限り、魔導鎧マジックアーマーを着るための魔力は、温存させておきたい。




　砦へは、大きな街道が通っていなかった。

　田んぼのあぜ道のような細い道を、ひたすらに馬車で移動するのだ。

　農村はあるものの宿場町はなく、時には野宿をしながら北へと向かう。

「……」

　道中、最初はヒトガミのことばかり考えていたが、ふと「これから戦争に行くのだ」という事実に思い至った。その途端、不安が頭をもたげた。

　体がこわばる。戦争。殺し合いはこの世界に来てから、まぁ、そこそこ慣れた。しかし、戦争。その字面には、言い知れぬ怖さがある。殺すことでも、殺されることでもなく、ただ戦争という現象に対する、怖さがある。自分がそれに行くとなれば、なおさらだ。

　……ていうか、勝てるのだろうか。先日の説明で、なんとか戦えそうってことはわかったが。

　実際に戦争するのは初めてだ。

「師匠、見てください。冒険者の一団がいますぞ。こんな何もない場所であんな重装備をして、どこへ行くのでしょうなぁ」

　不安な俺とは裏腹に、ザノバは実に楽しそうにしていた。

　何かを見つけるたびに俺に報告し、笑いかけてくる。

　スゲー明るい。これから戦争に行くのだとは思えないほどだ。

「あれは、迷宮探索に赴くパーティですね。ここらは迷宮が多いのですが、全ての迷宮が町から近いわけではありません。本気で迷宮を踏破したいパーティは、ああして人の少ない迷宮に足を延ばすのです」

　ロキシーも落ち着いている。

　ザノバほど明るくはないが、いつも通りだ。

　戦争は初めてだと言ってたはずだが、おくびにも出さない。

「おお、さすがロキシー殿。物知りですな」

「わたしも一時期、この辺りの迷宮に潜っていましたからね」

　ブルってるのは俺だけだ。

　なんで二人はこんなに落ち着いているのだろうか。俺だけがなにか、安心材料を見落としているのだろうか。あ、もしかして彼らにとって、俺が安心材料なのだろうか。

　だとすると、あまり不安は顔に出せないな……。

「そういえば、ロキシー殿は迷宮単独踏破の功績が認められ、我が国の宮廷魔術師になったのでしたな」

「はい、懐かしい話です」

「迷宮に単独で挑むなど、並の所業ではないと聞きます。師匠の師匠であれば当然だと思っておりましたが、なぜそのような無茶をなさろうと？」

「え？　ええっと、その、探しものというか、なんというか……若気のいたりですね」

「ほう、それは見つかったのですかな？」

「その時は見つかりませんでしたが、後日、見つけたというか、見つけてもらいました」

　ロキシーは帽子の陰から、チラチラと俺の方を見て言った。

　ああ、これは例の話か。ロキシーが恋人を探して迷宮に行ったとかいう。

「なるほど、青き髪の天才魔術師が結婚相手を探しに迷宮に入ったというのは本当だったのですな」

「そんなはっきりと言わないでください、恥ずかしいじゃないですか」

「いいではないですか。師匠も学校に入学するより前からロキシー殿のことをずっと慕っていたようですしな」

「本当ですか？　シルフィといい仲だったのでしょう？」

「いや、それがですな、当初は余も知らなかったのですが師匠はロキシー殿の──」

　ザノバとロキシーは楽しそうに昔話に花を咲かせている。

　普段だったらザノバに嫉妬の一つもするところかもしれないが、今はどうにもそんな気になれない。

「まぁ、昔からルディはわたしの……ルディ？　どうしました？」

　気づくと、ロキシーが俺の顔を覗のぞき込んでいた。

　顔が近い。キスでもしようかと思ったが、やめておく。

「いや、ザノバは、戦争に行くのに、随分楽しそうだと思って」

「ハハハ、余も男ですからな！　なんだかんだ言って、死力を尽くした決闘や戦は心が躍ります！」

「……」

　胃が痛い。




　九日後。砦に到着した。

　カロン砦は、思った以上に立派な砦だった。

　遠目に見た時は石造りの小振りの城といった外見のどこにでもありそうな建物で、やや頼りないというのが第一印象だった。

　だが、立地は良かった。三角州のような川と川の合流地点に建てられているのだ。

　確か、かの有名な墨すの俣また一夜城もこんな場所に建築されたはずだ。

　さらに言えば、川の先は森である。森を抜ければシーローン王国に入るのはたやすいが、軍隊を率いて森を抜けるのは困難だ。特にこの世界の森には、魔物が出るからな。魔物と戦って足止めをくっている間に先回りされて、森の出口で魔物と挟み撃ち。なんて事態にもなりやすい。

　まさに要害の地、というやつだろう。

　近づいてみると、思った以上に威風堂々としており、屋上には物もの見み櫓やぐらや投石機のようなものが設置されているのも見えた。五百人しか詰めていないと聞いていたので、もっと小さくてちゃっちいのを想定していたが、立派なものだった。

　しかし、そこで動く兵士たちの顔色は暗い。

　敵が圧倒的と聞いて、沈んでいるのだろう。

「師匠、ロキシー殿、こちらへ」

　俺たちはザノバに率いられ、砦の責任者である部隊長の元を訪ねた。

　部隊長は、作戦会議室と思おぼしき場所で、数人の副隊長たちと地図を前に頭を突き合わせていた。

「何者だ？」

「シーローン王国第三王子、ザノバ・シーローンである」

「……！」

　彼らは胡乱うろんげな目を向けてきたが、ザノバが名乗った瞬間、すぐに膝をついた。

「シーローン王国騎士ガリック・バビリティ、カロン砦防衛部隊隊長を務めております」

「うむ、今までご苦労。王より文が届いていると思うが……」

「ハッ、先日受け取りました」

「ならば話が早い。明日から余がこの砦の指揮官となる。いいな」

「……ハッ」

　ガリックから、不満げな気配が感じ取れた。自分がトップから外されるのが嫌というより、こんな奴に指揮権を譲るのか、という感じだろうか。

　彼も今まで砦を守ってきたプライドがあるのだろう。

　一応仲間なのだから、仲なか違たがいしない程度にフォローしといたほうがいいんじゃなかろうか。

「とはいえ、余も戦場に出るのは久しぶりだ。ゆえにあくまで補佐的な立場に徹し、実際の指揮に関しては、引き続きガリック殿に頼みたい。いいか？」

「ハッ」

　と、俺が何かを言うまでもなく、ザノバがフォローしていた。

　うんうん。こういうのはベテランに任せるのが一番だよね。

「さて、さっそくだがガリック殿。兵の士気を上げたい、この砦にいる全兵士を集めてもらおう」

「ハハッ！」

　ザノバの言葉により、砦に残る兵士と顔合わせをすることになった。




　小一時間後。

　砦の外に備え付けられたお立ち台の前に、四百五十名近い鎧よろい姿の軍勢が並んでいた。

　残り五十名のうち、十名は見張り役として砦の各所に散っている。

　残りは、偵察やら輜し重ちょう部隊の護衛やらで、この場にはいないらしい。並んでいる連中は誰もが力強く、ふてぶてしく、タフな顔をしている。思った以上に精せい悍かんで、そして壮観だ。

　五百は少ないと思っていたが、実際に目の当たりにするとそんな気持ちにはならない。これだけいればなんとかなるんじゃなかろうか。そんな気分にさせられる。

　いや、相手はこの十倍だから、なんともならんのだろうけど。

「おい、見ろよ」

「誰だあいつ」

「見たところ、王族か……？」

　彼らはザノバが壇上の姿を現すと、胡乱うろんげな顔を向けてきた。

　誰もが士気が低い。王族の前だというのに、ヒソヒソと隣と話している者もいる。

「シーローン王国第三王子ザノバ・シーローンである」

「ザノバ殿下！　我ら一同、貴方あなたと共に戦えることを光栄に思います！」

　最前に立つ部隊長は胸を張ってそう言ったが、お世辞だろう。

　彼自身も、あまりザノバを歓迎していない気がする。何しに来たんだって顔だ。

「うむ」

　ザノバは大仰に頷き、兵士たちを見下ろした。

　俺が用意した全身鎧と棍こん棒ぼうのせいか、何やら様になって見える。

「まず、状況を説明せよ！」

「ハッ！　現在、敵方との小競り合いが続いております。捕虜を尋問したところ、近々、大攻勢に移るつもりであると判明しております」

「なるほど。ならば時間はないな」

　ザノバは、うむと頷いた。

　部隊長は、ちょっと不安げな顔だ。本当にわかってんのかって顔だな。

　ザノバは胸と大声を張り上げる。

「まずは諸君らに、援軍の紹介をしよう」

　援軍と聞いて、兵士たちの顔が少しだけ明るくなった。

　ああ、士気が上がる瞬間って、わかるもんなんだな。しかし、援軍なんてどこにいるんだろうか。

　少なくとも、パックスからはもらっていない。

　と、思ったら、ザノバが俺たちの方に目配せをした。

　俺とロキシーは、それに促されるように壇上に上がった。

「おい、あれって」

「前に一度……」

「でも確か……」

　兵たちがざわめきだした。

　そいつらは、主にロキシーの方を見ている気がする。戦場では女が少ないから、ロキシーに野獣の目を向けているのだろうか。ロキシーは可愛かわいくて美しい上に神々しいからわからんでもないが、女兵士も、ロキシーを見ている。しかし、男も女も、見ているのは比較的年かさの人が多い気がする。

　三十代から四十代。

「諸君！　敵は多数、味方は少数。敵の大攻勢も予想されるときて、皆の心中も黒く淀よどんでいることであろう。しかしながら今日、魔法都市シャリーアより、強力な援軍を連れてまいった」

　ザノバが目配せしてくる。なるほど、援軍ってつまり俺たちか。そうだな、聖級以上は一騎当千。

　俺とロキシー、二人合わせて二千万タッグだ。

「どうも」

　ロキシーが帽子を脱いで挨拶をした。兵たちのざわめきが強くなる。

「やっぱり！　あれは、宮廷魔術師だった……」

「王級魔術師の──」

「今の教練の基礎を作ったっていう……」

　ザノバはドヤ顔をしつつ、ロキシーの説明を始めた。

「こちらはロキシー・ミグルディア。かつて我がシーローン王国の宮廷魔術師だった者だ。知っている者も多いかと思うが、現在の対魔術教練の基礎を作った者でもある。それに、その弟子であるルーデウス・グレイラット。ふたりとも、王級以上の凄すご腕うで魔術師である」

　おおおっ、と場がざわめいた。

　なるほど。ロキシーはかつて、この国の宮廷魔術師だった。兵たちの中には、当時からこの国で兵士をしていた者もいるのだろう。

　でもなザノバ。今のロキシーは、ロキシー・ミグルディア・グレイラットだ。間違えちゃいかんよ。まあ、ミグルティアだけの方が通りがいいんだろうけど。

「聖級魔術師は千人に相当するという話は、諸君らも聞いたことがあろう。ならば王級魔術師はいかなるものか……！　知らぬ者もいるかもしれぬが、実は過去のラプラス戦役において、一人の王級魔術師が十万の大軍を押しとどめたという記録もある！」

　場がシンと静まり返った。

　十万はフカしすぎだろ。そんな話聞いたことねえぞ。

　だが、信じた者もいるらしい、俺の方を憧れの目で見ている奴もいる。

「そんな王級魔術師以上の二人に加え、神子であり『首取り王子』の異名を持つ余が、前線にて直々に指揮を執る！」

　神子や『首取り王子』という単語で、兵士たちに期待の表情が広がる。

　俺がシーローン王国に行った時は忌み嫌われていた異名でも、戦場となれば頼もしく聞こえるのだろう。

「余は、諸君らに勝利を約束しよう！」

　ザノバが拳を握り、叫ぶように宣言した途端、兵士たちは歓声を上げて、拳を突き上げた。

「オオオォォォ！」

　士気は上々だ。

　なかなかいい鼓舞だったのではないだろうか。

　ザノバは意外と、リーダーとしての素養もあるのだろうか。

　しかし、この攻めにくそうな砦に加えて、二人の王級魔術師。こちらから攻め出て勝つのは難しそうだが、守るのは容易だろう。ザノバが自信満々で、兵たちがロキシーを見て歓声を上げるのも、わかる話だ。

　拳を上げる兵を見続けていると、不安も少しは薄れた。

　頑張ろうじゃないか。







第六話「戦争の準備」




　翌日、俺はザノバとデートをしていた。

　場所はカロン砦とりでの北、主戦場となりうる荒野だ。

　朝っぱらにザノバがやってきて「ちょっとやってほしいことがある」というので、言われるがまま付いてきたら、ここに連れてこられたのだ。

　正直、ビビっている。この辺りは戦闘区域だ。いつ、敵部隊と接触してもおかしくない。

「おい、大丈夫なのか？」

「ん？　師匠、何をビクついておられるのですか」

「いや、敵とか出てくるかもしれないし……だって、もうすぐ攻めてくるんだろ？」

「出てきたら倒せばよろしいではないですか。龍神オルステッドに挑んだ勇猛果敢な師匠とは思えん言葉ですな」

　勇猛果敢って形容詞は、俺を表すのに一番向いていないやつだよ。

　むしろ、エリスにこそお似合いだ。もちろん、二式改魔導鎧マジックアーマーは着込んでいるから、そこらの雑兵に奇襲を受けてもなんとかなるとは思うが……。

「ま、敵の斥候も砦から見えるような位置には来ますまい」

「逆じゃないか？　砦に見える位置に行かないと、斥候としての役割が果たせないんじゃないか？」

「一理ありますが、部隊長のガリックの話では、すでにこちらの戦力は相手に割れているという話。一人や二人は余らの行動を見ているやもしれませんが、部隊を率いているわけではないでしょう」

　そうか、それならいいんだ。

　相手にこっちの戦力が知られてるってのは面白くないが。

「ていうかザノバ、こんな所に連れてきて、何をするつもりなんだ？　愛の告白か？」

「ハハ、余は師匠は好きですが、男色のケはありませぬ。しかしアスラ貴族には男色の方も多いのでしたか？」

「……うちの家系は女好きだよ」

　ノトスの家系は代々巨乳好きだ。おっぱいが好きなのは男の子としては普通さ。

　おっと、勘違いしないでくれ。俺は小さいのも大好きだ。

　どちらにせよ、この世界では別に特殊というわけでもない。

「それはさておき……ここらが、実際に戦闘になった時に、敵軍が布陣する位置になりますな」

「ほう」

　言われて周囲を見渡す。

　何もない荒野だ。うねった地形に、背の高い草と一抱えもある石がゴロゴロしている。

　また、傾斜もある。カロン砦の方を見ると、見上げる形になる。やや下り坂になっているのだ。

　川も、南から北方向へと流れている。

　うん。こうして見ると、カロン砦の位置は理想的だな。実に頼もしい。

「なぜここだとわかるんだ？」

「この辺りが、敵方の弓がギリギリ届く距離になります」

「へぇ……」

　結構距離があると思うが、それでも届いちゃうのか。

　まあ、味方の弓は砦の上から撃てるわけだし、それ以上の射程があるのだろうけど。

「なので、ここらの地形を、敵が布陣できないものに変化させてしまいましょう」

「なるほど」

　ここらの地形を変化させてしまえば、相手はここより手前に布陣するしかなくなる。

　こちらの弓は届き、相手の弓が届かない距離だ。進軍すら困難な地形にしてしまえば、そこを砦から狙い撃ちにすることもできよう。先んじて手を打っておくのは有効だろう。

「では師匠、ドバッとお願いします」

「おう、どんな感じにする？」

「山か、谷ですな」

「じゃあ、谷をば」

　そうして、その日は一日、戦場の地形を変化させるのに費やした。

　深さ十メートル、縦幅五メートル、横幅二十メートル程度の穴を、荒野にいくつも作り上げた。

　ついでに、そのうちいくつかに蓋ふたをして、落とし穴としておいた。

　これなら、そう簡単には埋められないし、仮に投石機などを持ってきたとしても、射程内に運ぶことは困難。昇降も大変なので、塹ざん壕ごうとして使うことも難しいはずだ。

　さらに、砦を囲む川の外側に石壁と堀を作っておいた。

　陣地を構築しても砦の様子が見えにくいだろうし、落とし穴地帯を越えて攻めてきても、砦に取り付くのは難しくなる。

「ふぅ、こんなもんか」

「お疲れ様です」

　半日ほどかけて作業が終わった。

　これだけ作っておけば、敵もそう安々と進軍はできないはずだ。

「これで一安心ってところか」

「いえいえ。師匠ならこの罠わなの向こうから魔術で砦を破壊することは可能ですな？」

「できるな」

　目に見える範囲にあるし、十分届くだろう。

「では、他の魔術師も、魔術が届くと仮定したほうがよいでしょう」

　一般的な魔術師の射程がどのぐらいかはわからないが、できる奴がいるのだから、届くと考えたほうがいいだろう。

　ヒトガミが王級・聖級の魔術師を用意している可能性、あると思います。

「また、相手方の魔術師が、今作った罠を埋めようとしてくる可能性もあります」

　今回は落とし穴を中心に作った。

　でも、所しょ詮せんは落とし穴だ。相手方に土聖魔術師でもいれば、一発で埋まるだろう。

「戦いの序盤、師匠とロキシー殿には、そうした魔術をレジストしてもらうのがメインになるかと思います」

「なるほど」

　なにかされそうになっても、こっちにも聖級以上の魔術師が二人いる。地形破壊をされそうなら、レジストすればいいのだ。対抗呪文だ。

「詳しいことは、また後日説明するかと思いますが、ひとまず今日の罠には、そんな意味があります」

　罠を見て、敵は罠の手前に布陣する。そして、まずは罠をどうにかしようとしてくる。

　魔術師を使うか、人海戦術にするか。魔術なら俺がレジストし、人間なら砦の弓兵が邪魔をする。

　これなら、安心だ。

　そう簡単に攻め落とされることはないだろう。

　よーしよしよし、なんか余裕が出てきた気がする。




　それから三日ほど経過した。

　魔導鎧マジックアーマーが届いたので、組み立てておく。基本的に接近戦用の装備なので、砦に取り付かれるまで使うことはないだろう。消費魔力も大きいし、その後に一戦あることも考えると、ひとまずは使わないで戦おう。七大列強と戦う可能性がある、ということも忘れてはならない。

　魔導鎧マジックアーマーを完成させた後、俺はザノバに言われるがまま砦の補強作業に従事した。

　穴を塞ふさいだり、壁を強化したり。この程度なら、魔力の消費は微々たるものだし、問題ない。

　俺がそんなことをしている間、ロキシーは砦の兵士に魔術を教えていたらしい。

　魔術兵だけでなく、ごく普通の兵士にも。いざという時に初級魔術でも使えるのと使えないのとでは、生死を分かつってことで。

　ロキシーは元々宮廷魔術師だったということもあってか、すぐに受け入れられた。人気者だ。

　対して、俺は砦の兵士から避けられるようになった。

　敵意を持たれているわけではない。

　要するに恐れられているのだ。一日で地形を変えたせいだろう。

　砦内を歩いていると兵たちは慌てて道を開けるし、何かを尋ねると、畏かしこまって丁寧に答えてくれる。けど、向こうから話しかけてくることは、ほとんどない。

　ちょっと疎外感。ザノバやロキシーは、すでに兵士たちに認められ始めているというのに……。

　これがコミュニケーション能力の差だろうか。

　もっとどんどん話しかけていったほうがいいのだろうか。

　別に友達をつくりに来たわけじゃないし、いいんだけど、ちょっと寂しい。

　あ、兵士たちは余よ所そ余よ所そしいが、飯は美う味まい。

　というのも、今回の戦争は王竜王国がバックについているからだ。援軍は送ってくれないようだが、物資は送ってくれているらしい。

　物資は主に、食料だ。

　王竜王国で日常的に食べられているサナキア米。

　これはシーローン王国でも食べられているものだが、この砦では主食になっているのだ。

　我が家で品種改良が進んでいるアイシャ米とは少々味が違う。

　正直、アイシャは俺好みになるようにいろいろと試している。

　ゆえに味はアイシャ米の方が上だ。

　だが、元は同じ米である。こんな物が毎日食えるのであれば、俺はシーローン王国の兵士になってもいい。そう思える至福の時間だ。パックスの配下ってのはゴメンだけどな。

　そして四日目。味方の斥候から、敵部隊が砦から出陣したという情報が入った。




　もうすぐ敵が来る。

　敵の砦からここまで、軍隊を引き連れて約五日。

　斥候が何日で往復できるか知らないが、五日の道のりを一日では移動できまい。

　三日か、二日か。あっという間に来る。

　砦内はにわかに騒然となった。

　ザノバはガリックと共に部隊を編成しなおし、ロキシーは砦の屋上に魔法陣を描き始めた。

　砦の兵たちは武器を研ぎなおし、鎧よろいを整備しなおし、矢の本数を数えなおしている。

　中にはいつ敵が来てもいいように遺書を書いている者もいた。

　俺は、手持ち無沙汰になった。やることはあるようでなかった。俺ができることは、この数日で大体済んでいた。だからせいぜい、ロキシーの描いている魔法陣の手伝いをするぐらいなものだ。

　ロキシー曰いわく、この魔法陣は火聖級魔術『フラッシュオーバー』の魔法陣だそうだ。

　ロキシーはこの魔術を正式に習得したわけではない。

　火系は得意ではないため制御ができないのだ。

　だが、魔法陣の描き方は知っていた。

　そう、この魔法陣はロキシーが使うものではない。砦の魔術兵が複数人で魔力を注ぎ込んで使うものなのだ。あくまでロキシーは、水聖級の魔術を使うつもりらしい。

　火魔術は、基本的に魔物相手には使わない。威力は高いものの、迷宮の中では酸素欠乏になりかねないし、周囲に飛び火するのが危ないため、あまり好まれていない。

　けど、人間相手には非常に有効なのだ。

　なにせ、普通の人間は大抵、火に弱いからね。

　俺は、戦いが始まったら、ロキシーと共に、砦の屋上から敵に向けて魔術をぶっ放すことになる。

　細こま々ごまとした計画はあるが、基本的にはぶっ放すことになるだろう。

　それが俺の役目だ。

　だが、一つ懸念がある。

　俺は撃てるのだろうか。

　この世界に来てから、俺は人を殺そうって段階になるといちいち躊ちゅう躇ちょしている。

　今更、人殺しがダメだとか、イイコちゃんぶるつもりもない。

　将来、子供に人殺しはダメだと胸を張って言えなくなるとか、そう無理に大人ぶるつもりもない。

　気になることといえば、かつてルイジェルドに人を殺すなと言ったことぐらいだ。

　過去、俺がハッキリと殺意を持って人を殺したのは一回。

　ダリウス上級大臣だ。あと、一応、オーベールもそうか。トドメこそ刺さなかったものの、追い詰めて殺した。後味は、悪かった。それでも、倒さなきゃいけない相手だった。

　今回は、基本的には何の罪もない相手だ。殺さなきゃいけないってことはない。

　大義名分はない。強いて言えばザノバのためだが、強いられているとは言えないレベルだ。

　ともあれ、そんなのを大勢、遠い位置から大雑把に魔術を使う形で殺すことになる。

　オーベールの時とは違う。一方的になるだろう。

　できるかできないかで言えば、できる。やるかやらないかで言えば、やる。

　でも、終わった後、大丈夫かな。唐突に気持ち悪くなってゲロとか吐いたりしないかな。

　その後、死神が攻めてきたとして、ちゃんと戦えるかな……。

「…………」

「どうしたんですか、ルディ」

　悩んでいると、ロキシーが俺を見上げていた。ほっぺにインクが付いている。

　そういえば、彼女は戦争だというのに平然としている。ロキシーは冒険者だったから、戦争に参加したことはないはずだ。それ以前に、人を殺したことがあるのだろうか。

　今までそういう話は聞いてこなかった気がする。

「ロキシー……えっと、その、ですね」

　でも、聞きにくいな。

　あなたは人を殺したことがありますか。

　前世でそんなことを口走ったら「こいつもしかして……」って思われるような発言だ。

「あぁ……わかりました。まったく、仕方ないですね。砦に使われていない個室があったので、そこに行きましょう」

「え？」

「男の人は戦いの前に、荒ぶる心を女を抱いて鎮めると聞きます。足腰立たなくなるぐらいまでするのは困りますが、私も一応、ルディの妻ですからね、そこらで済まされるよりは」

「いやいやいや、そうじゃないです」

「違うんですか……」

　いくら俺でも、そんな年中ピンク色じゃない。

　てかロキシー、ちょっと残念そうだな。ロキシーがしたいんだったら俺は喜んで……。

　いや、それはおいとこう。よし、聞くか。

「ロキシーは……今まで人を殺したことってありますか？」

「ありますよ」

　あっさり返ってきた。面食らう。あのロキシーが、この砦の兵士ともすぐに仲良くなるロキシーが……。

「長いこと冒険者をやっていましたからね、不思議なことではないでしょう」

「えっと……どんな相手を？」

「最初の相手は……魔大陸で冒険者をしていた頃でしたかね。こっちが子供というので騙だまそうとした相手と喧けん嘩かになって、そのまま殺し合いになって……」

　勢い余って、という形だろうか。

「それだけ？」

「一人で冒険者をしていた頃にも何度か……。ああ、一人で旅をしていた頃は、人さらいに目をつけられることも多かったですね。こんな姿ですから、攫さらいやすそうに見えるのでしょう。全員、返り討ちにしましたが」

　まあ、そうだよな。

　こんな世界だ。誰もかれもがクリーンに生きてこれるわけじゃない。

「ロキシー、随分落ち着いていますけど……。戦争は、これが初めてなんですよね？」

「ええ。ですが、死ぬような目には、今まで何度も遭っています」

　きっぱりと答えられた。

「今回は、目の前に敵が来そうにもありませんし、まずいと思ったら、後ろに逃げ場もあります。余裕がありますね」

「逃げるんですか？」

「はい。いざとなれば、ルディを担いで逃げますよ。わたしは、ルディを守るために付いてきているんですからね」

　ロキシーは筆を持った手を上げて、二の腕に力こぶを作るポーズをした。

　ぷにぷにしてる二の腕だ。筋肉は皆無だが、何となく頼もしさがある。

「ルディは人を殺すのが怖いのですか？」

「ええ、怖いです」

「どうしてですか？」

「わかりません……」

　ロキシーは「ふむ」と頷うなずきつつ、額の汗を袖で拭ぬぐった。先ほどのポーズで袖にインクが付いていたのか、ロキシーの額にもインクが付いた。

「ルディは昔から、臆病でしたからね。馬に乗るのも怖がっていて……」

　ああ。そういや、十五年前は、外に出ることすら怖がっていたな。懐かしい。

「どこらへんがわからないんですか？　わたしに話してみてください」

　なんか、久しぶりにロキシーが先生みたいだ。

「人を殺そうとすると……歯止めが掛かるんです」

「歯止め、ですか。それはどうしてだと思います？」

　どうして。それがわかったら悩んだりしない。けど、そこで思考を止めちゃダメだ。考えるのだ。

　昔、自分がどうして人を殺さなかったのかってことを。

「魔大陸を旅していた頃から、殺さないように、殺さないようにと魔術を調整してきました」

　そうだ。かつて、岩砲弾ストーンキャノンの威力を調整したのは、エリスに魔物との戦いの経験を積ませるためだった。

　けど、人間相手にも、殺さないような威力調整をするようになった。

　ルイジェルド……並びに『デッドエンド』のパーティでは、殺しはしないと決めたからだ。

「その時の、パーティで、人は殺さないようにって取り決めをしていて……。俺がリーダーだったから、模範にならなきゃと思ってたのもあると思います。それをずっと続けたから、その考えが染みついてしまったのかな、と」

　長いことやらなかったからこそ、いつしか俺の中で、忌避すべきことだという認識が根付いてしまった。さながら、子供の頃に厳しくしつけられ、一定のことに忌避感を持った人物が、大人になっても忌避感を持ち続けるように。

　一種のトラウマだ。

　あるいは道中で一人でもやっておけば、今になって悩むことはなかったのかもしれない。

　できないまま、ここまで来てしまった。

「なるほど」

　ロキシーは前髪をかき上げた。インクが鼻の頭にも付いた。

「ルディ自身は、その歯止めについてどう思っているんですか？　何とかしてなくしたいと思ってるんですか？」

「……いえ、むしろなくなるほうが怖いです」

　この世界では、俺は力を持っている。多分、そこらの相手を指先一つで殺せる力だ。

　ちょっと気に食わない相手を殺して、それを咎とがめる相手をさらに殺せるぐらいの力。

　歯止めがなくなれば、俺は未来の日記の俺のように、誰かれ構わず殺す殺人鬼になるだろう。

　それは……嫌だ。

　何となくだけど、嫌だ。そうはなりたくない。

「なら、いいじゃないですか」

　いいんだろうか。これから先、困ることもあるかと思うんだが。

「ここで、『今回はルディが殺すのではなく、ザノバ王子に殺させられるのだ』と言ってもいいですが、ルディは怒りそうですからね」

「……」

　戦争では、個人の殺人は、国によって保護される。全て組織・国の責任だ。

　だから、今回の戦争で俺が殺す分はノーカン。全てザノバか、あるいはパックスの責任となる。

　もちろん、それは言い訳に過ぎない。

「今回、もしルディが魔術を使えそうになかったら、わたしが頑張ります。わたしが魔力切れを起こしたら、担いで逃げてください」

「……まあ、ロキシーが俺を担ぐより、そっちの方がいいでしょうね」

「でしょう？」

　ロキシーはそう言って笑いつつ、新しいインク壺つぼを手に取った。

　そこで、自分の袖にインクが付いているのを見つけ、顔をしかめた。

「ルディ、もしかして、わたしの顔にインク付いてます？」

「はい、顔面から魔術が出そうなほどに」

　そう答えると、ロキシーは懐からハンカチを取り出すとゴシゴシと拭った。

　顔が真っ赤だ。魔術の代わりに火が出たか。

「どこに付いてますか？」

「ほっぺとおでこと鼻の頭です」

「…………拭いてください。このままだとお嫁に行けません」

「もう来てますよ」

　そう言いつつ、俺はロキシーからハンカチを受け取り、水魔術で濡ぬらした。

　目を瞑つぶって顔をこちらに向けるロキシー。彼女のおでこを拭き、鼻の頭を拭き、ほっぺにチューした。

「……」

　ロキシーがいつしか目を開いて、ジトッとした眼差しを向けていた。

　顔は変わらず、まっかっか。

「も、もう少しで魔法陣が描き終わります。続きは、その後で、ゆっくりとしましょう」

「はい」

　続きをさせてもらえるらしい。

　俺はその後、ロキシーが魔法陣を描き終えるのを犬のように待った。

　二人で個室に戻ってしっぽりした。




　この戦争。俺が動けるかどうかはわからない。

　けど、ロキシーがいれば大丈夫だろう。





　　　　★　★　★






　翌日。敵軍勢が動いた、という報告が入った。

　砦内に緊張が走り、総員が配置につくべく走った。

　俺も砦の屋上に移動する。

　俺とロキシーの仕事は、ここで魔導兵の中隊長の指示を受けつつ、魔術を放つことだ。

　その時期が来るまで、じっと待つことになる。

　魔導鎧マジックアーマー『二式改』は着込んである。『一式』も、砦の裏側にもたれるように配置してある。

　飛び降りればすぐだ。

　ヒトガミは今に至るまで、何もしていないように思う。

　この戦闘が終わった時に何かをしてくるのか。それとも、この戦闘に乗じて何かをしてくるのか。

　敵方に使徒がいるのか。砦の中に使徒がいるのか。後ろからパックスたちが敵となって襲ってくるのか……。

　様々な不安がよぎる中、ふと視界の端に動くものがあった。

「ん？」

　砦の裏側。敵が来るのと逆側。

　鎧姿の一団が砦を離れ、川を渡って森へと移動しているのが見えた。

　百人程度だろうか。まさか脱走兵じゃなかろうな。

「あの、あれってなんだかわかりますか？」

「ハッ！」

　俺は中隊長のビリー氏に聞いてみる。

　すると、彼は砦の外、鎧姿の一団を見て頷いた。

「先日、ザノバ殿下が編成した部隊です。森を抜けてくる敵兵を倒しつつ、状況によっては敵本隊を奇襲し、敵将の首を取るとおっしゃっていました」

「えっ!?」

　なんだそれ。

「俺、聞いてないんだけど！」

「ハッ……いえ、その、ルーデウス様が付いてこられるとなると、砦の守りが薄くなるからと」

「いや、それと言わないのは別でしょう？」

「言えば付いてくるからと、そしてルーデウス殿が付いてくると、ロキシー殿も付いてくるからと」

　いやまぁ、気遣いはありがたいし、言いたいこともわかる。

　確かに、ザノバが少数で出撃するとなったら、俺は「これこそがヒトガミの罠！」とばかりにアイツに付いていっただろう。

　そうなればロキシーも付いてきたかもしれない。

　魔術はどこでも撃てるとはいえ、森の中から、状況に応じたものを的確に撃てるとは思えない。

　理屈はわかる。

　でも、それじゃ意味ないじゃん。何のために俺がここに来てると思ってんだよアイツは。

　俺はザノバを守るために来てんだぞ。せめて出発前に一言ぐらいあってもいいじゃないか。

　誤爆したらどうするつもりなんだ。ていうか、森の中にこっちの総大将がいるって相手に知られたら、ヤバイんじゃないのか？

　今すぐ追って……。

「っ！」

　しかし、俺が何かを行動に移す前に、砦内に緊張が走った。

　カンカンと敵襲を知らせる鐘が鳴り響き、周囲の視線が、ある一点を向いた。

　視線の先、土煙で地平線がボヤけている。

　敵が来てしまった。







第七話「戦争」




　ザノバがどこかに行ってしまった。

　敵将の首を取るという。

　意味がわからん。わからんが、俺も持ち場を離れるわけにはいかない。

　ザノバが戦場にいる状態で魔術を撃つのは怖いが……ザノバは事前に部隊長、中隊長たちと打ち合わせはしている。まさか俺とロキシーが放つ魔術の前に飛び出してくるほど無謀ではないはずだ。

　ちゃんと考えているはず。

　ていうか、一人ではなく、百人ほど連れていったのなら、作戦行動だろう。

　俺は言われたことをやればいい。そのはずだ。

「……ふぅー」

　落ち着こう。ザノバだってちゃんと考えて作戦を立てたはずだ。

　なら、俺も、予定通りに動けばいいはずだ。

「すー……はぁ……」

　よし、まずは敵を見よう。

　敵は俺が混乱している間に移動し、罠わなの手前に陣を敷いた。

　こちらの弓がギリギリ届かない位置だ。もちろん、相手の弓も届かない。

　本格的な戦闘になるのは、敵の半数が俺の作った落とし穴地帯に侵入したあたりだろう。

「さすがに多いな」

「三千程度に見えますが」

「後ご詰づめがいるんだ」

　兵士たちがそんなことを話している。兵士の数を数えるには、旗の数を見るんだったっけか。

「ルディ！　レジストしてください！」

「え？」

　唐突にロキシーが叫んだ。

　敵の方を見ると、敵陣の中央付近から、竜巻のようなものが空へと上がっているのが見えた。

「土魔術で罠を一気に埋めるつもりです！」

　ああ、あれは土聖級魔術『砂嵐サンドストーム』か。

　落とし穴の存在は、敵の斥候か何かの手で確認済み、多量の土で埋めてしまおうって算段だろう。

　だが、これも想定通りだ。

「わかりました、颶風バイオレントストームでレジストします」

　俺はそう宣言し、巻き上がっていく土煙に向けて、両手を向けた。

　使うは風聖級魔術『颶風バイオレントストーム』。

　大層な名前がついているが、単に強い風を発生させるだけの魔術だ。

　だが、伊だ達てに聖級と名がついているわけじゃない。

　水聖級魔術『キュムロニンバス』

　土聖級魔術『サンドストーム』

　双方とも『属性＋風』という、混合魔術に近いものだ。

　しかし、風魔術は、風だけを起こす。

　同じような魔力総量であるにもかかわらず、単に風だけを起こすのだ。

　その威力は凄すさまじく、これだけで水聖級・土聖級の魔術によって作られた現象を消し飛ばせる。

　空を飛ぶ魔物にも、非常に有効だ。

　もっとも、地上に存在する生物に対する威力は、他の魔術の方が高い。

　距離が離れれば離れるほど、草木などで威力が減衰するからだろう。

　一説によると、風魔術は戦争においてそうした環境や天候を変化させる魔術に対抗するために作られたとも言われている。

　ま、所しょ詮せんは一説に過ぎない。なにせ、威力減衰があるとはいえ、十分に魔力を込めれば木を根こそぎ引っこ抜くほどの威力があるのだ。












　大体、地上では威力が減衰するが、空では威力が減衰しにくい。空を飛ぶドラゴンを倒すのに開発された可能性もありそうなもんじゃないか。まあ、ドラゴン自体が風魔術を使ってそうだけどな。だって、普通はあの巨体で空なんて飛べないだろ？

　また、一説によると、使いすぎるとハゲになるらしい。風によって毛根が根こそぎ奪われてしまうからだそうだ。風王級魔術師である魔法大学の校長がそうだから、これは信しん憑ぴょう性せいがある。

　よしよし、落ち着いているぞ。

　なんて考えてるうちに、俺の魔術は敵の土煙をあっさりと吹き散らした。

「おおぉ！」

　周囲から兵士たちの歓声が上がる。

　しかし、やはりこれだけ距離が離れていると、地上へのダメージはほとんどなさそうだ。

　普通なら、砂嵐サンドストームを消し飛ばすほどの風だったら、地上にも尋常じゃない被害が出そうなもんだが、指向性が強いせいだろうか。上の方に撃ったし。

　それとも、魔力が関係しているからだろうか。

　まあいいか。ともかくこれで……。

「ルディ、また来ます！」

「え？　またですか？」

　何度やっても無駄だと思うが……ああ、いや、無駄じゃないのか。

　普通なら、魔力切れが起こる。

　向こうは十倍の戦力があるのだから、魔術師の数も十倍はいるだろう。

　こちらと同じように魔法陣を設置し、連続して撃てば、こっちが先に魔力切れすると考えてもおかしくない。

　あれ？　そう考えると、向こうにヒトガミの使徒はいないのか。

　使徒がいて、俺の存在を知ってるなら、そんな行動はさせまい。魔力の無駄遣いだ。

　……いや、ヒトガミが助言したからって、司令官が従うとは限らないか。

「ひとまず、向こうが諦めるまでレジストします。いいですよね？」

「あ、はい。魔力の方は大丈夫……なのですか？」

「大丈夫です」

　中隊長が戦せん慄りつの目を向けてくる。

　ま、俺は魔力総量だけはいっぱいあるからな。聖級の十発ぐらいなら、余裕でいける。




　その後、五回ほど砂嵐サンドストームが使われたが、全てレジストした。

　乱魔ディスタブ・マジックが使えれば俺の消耗も抑えられるのだが、さすがにこの距離では届かない。

「……」

　それでひとまず、敵軍の動きは止まった。

　聖級魔術を使える魔術師がいなくなったのか、それとも用意していた魔法陣が消えたのか、あるいは無駄だと悟ったのか……。

「攻めてきますかね」

「どうでしょうね」

　中隊長のビリーは敵の方を見ながら、厳しい顔で言った。

　俺が敵の指揮官だったら、罠の張られている戦場にそのまま突っ込むなんてことはしない。一いっ旦たん引くだろう。初手で相手の力を読み違えたら、引いて敵戦力を調べなおす。

　俺だったらそうする。

「あ……来るようです」

　見ると、敵の陣が動き始めていた。

　ズルズルと何か重いものでも引きずっているかのように、ゆっくりとこちらに向かってきている。

　まあ、そうか。

　彼らもここに来るまでに、入念な作戦会議を繰り返し、いろいろな計画を立ててきたのだろう。食料も使っただろうし、兵の士気の問題もある。初手で後れを取った程度でおめおめと引き下がれはしないのかもしれない。

　まあ、今のやりとりで、こちらの魔術師も魔力を使い切ったかもしれないし、なら、あの落とし穴地帯を安全に抜けることができるかも……。

　と、考えてしまった可能性もある。

「弓隊用意！」

　中隊長の号令で、弓兵隊が前に出た。

　落とし穴地帯を越えようとしている敵兵に向けて、矢をつがえる。

「放て！」

　中隊長の号令で、弓が放たれた。

　せいぜい五十名程度の弓。

　敵兵は見えている範囲だけで二千か、三千か。

　雀すずめの涙ほどの効果しか見込めない。

　敵の将軍もそう思ったのだろう。ちょっとしてから、ラッパの音が聞こえた。

　と、同時に敵の進軍速度が速まった。敵兵は、時折落とし穴に落ちつつも、落とし穴に橋をわたしたり、迂う回かいしたりしつつ、続々と乗り越えてきている。

　どうやら、今の弓の攻撃を見て、こちらに魔術攻撃はないと踏んだらしい。

　まあ、あるんだけどね。

「魔術部隊用意」

　中隊長が号令を掛け、魔術兵たちが杖つえを構えた。

　こちらの魔術兵は、二十人程度。そのうち、八人が屋上の縁に移動。別の八人がその後ろで待機。

　残り四人はロキシーが描いた魔法陣の前で杖を構えた。

「十分に引きつけろ！」

　砦とりでの屋上から、魔術兵たちが杖を構える。ロキシーもまた、杖を構えて目を瞑つぶっている。

　俺も、やるべきだろう。気合を入れて拳を握る。

　敵の大半が、落とし穴地帯に入った。

「詠唱、開始！」

　前に立つ八名が、揃そろって火魔術の詠唱を開始した。

　彼らの詠唱が半分ほどに至った時、ズラすように後ろの八名が詠唱を始めた。

「──『火球弾ファイアーボール』！」

　前衛八人の杖から、火の玉が発射された。

　火球は放物線を描いて飛んでいき、敵のどまんなかに着弾。数人を黒焦げにした。

　その後、発射した者は即座に後ろに下がり、再度詠唱を始める。

「──『火球弾ファイアーボール』！」

　後衛の八人が、時間差をつけて火球を放った。

　詠唱半分の時間差を入れつつ、次々と火球弾を放つ。

　しかし、二巡目からは、敵陣から無数の水塊が飛んでくるようになった。それはこちらの砦には届かないものの、火球にぶち当たり、蒸発させた。

　レジストだ。先ほどの攻防で相手の魔術師を全て潰つぶしたわけではなかったのだ。

　当然か。

「ロキシー殿、右翼側の蠍さそりの旗です」

「はい。見えています」

　中隊長の言葉に、ロキシーはこちらを向いてくる。

　右翼側の蠍の旗。そこが、水弾の飛んできた辺りになる。あそこらへんに、敵の魔術部隊が密集しているのだ。つまり、あれを潰せば、レジストされる可能性はグンと低くなる。

「さぁ、ルディも……いえ、そこで見ていますか？」

「いや、やります」

「そうですか」

　ロキシーは小さく微笑ほほえんで詠唱を始めた。

　俺も覚悟を決めて、両手に魔力を込めた。

　その直後、俺は人を殺した。





　　　　★　★　★






　その後は、一方的だった。

　彼らは魔術師を潰されてレジストができなくなった。

　大半は為なす術すべもなく、こちらの魔術兵たちが放った火聖級魔術で焼き払われた。総崩れとなった敵は落とし穴のせいで撤退もままならず、途中で指揮系統を失いでもしたのか、動きもバラバラになった。そこに、俺とロキシーのダメ押しのような聖級魔術が襲った。

　大雨の日のアリのようだった。右往左往。混乱の中、暴風で落とし穴に落ちたり、落雷に直撃されたり。次々と人が死んでいった。今なら、あの人のセリフの意味もわかる。人がゴミのようだ。

　もっとも、彼らも全員が右往左往していたわけではない。

　落とし穴地帯を抜け、魔術の範囲外にいた者たちもいた。数は多くなかったが、魔術師は射程距離に入り次第、魔術を撃ってきた。ほぼ全てはレジストされたが、それでもいくつかは砦の屋上に着弾し、死傷者も出た。弓兵は武器を剣に持ち替えて歩兵となり、歩兵は砦に取り付いてきた。

　彼らを、三百人近い防衛隊が迎え撃った。

　屋上組は上から岩でも落とすかのように魔術を浴びせた。

　最終的に、敵に数名が残った。戦意を失った者、抵抗する者。捕虜になったヤツもいるし、殺されたヤツもいる。基準はわからない。

　敵の被害に対し、こちらの被害はせいぜい数名だろう。

　歴史的大勝とも言えるような形で、敵は撤退していった。

　戦闘が終わると、部隊長のガリックが勝かち鬨どきを上げた。

　俺の周囲の魔術兵や弓兵も、高揚した顔で声を上げていた。

　俺も声を上げた。喜んでいるのかどうなのかわからなかった。人を殺したという感覚は希薄で、勝ったという意識も希薄だった。けれど、周囲は高揚していた。今まで畏い怖ふして近づいてこなかった兵士が俺の近くに来て、背中を叩たたいてきた。肩を抱いてきたり、抱きついてきた者もいた。そのうち一人は、若い女性の弓兵だった。お前のお陰だ、やったな、ありがとう。そう言われると、俺の心中にも喜びがあふれた。

　最後はロキシーだ。ロキシーは俺に飛びついてきた。彼女も興奮しているようで、珍しく彼女の方からキスをされた。周囲はヒューヒューと俺たちをはやし立て、喝采を上げた。

　嬉うれしい。ただ嬉しい。

　決して、女性に抱きつかれたから喜んだってわけじゃない。いわゆる、集団心理というやつだろう。熱狂が確実に俺の心を麻ま痺ひさせたのだ。悪くない。指先一つで大量の死人を出したことについて、あれこれと考えなくてすんだのだ。

　とにかく、こちらの被害はほとんどなく、勝利した。そのことを喜べばいい。それでいい、細かいことは考えなくていい。いいんだ。初めてやってみたけど、意外と大したことなかったなぁ、ってぐらいでいいんだ。それがこの世界で生きていくということなのだ。

　いつまでも、前世の倫理観や、過去の規律に縛られる必要はない。

　やるべき時はやり、抑えるべき時は抑える。一人殺せば歯止めがきかなくなるなんてことはない。

　コントロールできるのだ。

「ザノバ王子が戻られたぞ！」

　階下からやってきた伝令の言葉で、我に返った。

　戦闘の途中から、ザノバのことをすっかりと忘れていた。

　俺は弾はじかれたように砦の中へと入った。階段を降りて、ギョッとした。

　兵士たちに囲まれている者の中に、明らかに毛色の違う者たちが十人ぐらい。

　彼らだけは体に葉っぱをくっつけ、顔は煤すすと土で汚れ、髪は血と汗にまみれていた。

　そのうちの一人、立派な鎧よろいを纏まとった凄せい絶ぜつな男が、俺を見つけて明るい声を上げた。

「おお、師匠！」




　誰かと思った。




　誰かと思ってしまった。

　髪は返り血か何かでカピカピ。鎧の至るところに今朝にはなかった傷がついていた。眼鏡には、血を拭ぬぐった跡もあった。

「ザノバ？」

　ザノバ、そうザノバだ。別人のように見えたが、ザノバには違いない。そうだ、文句を言わなければいけなかったのだ。何かをするなら事前に連絡を、と。

「お前──」

　俺が近づくと兵たちの人混みが割れ、そこで言葉を飲み込んだ。

　ザノバの足元に、何者かが跪ひざまずいているのが見えた。こいつも泥だらけだが、一人だけ網の中にいる。見覚えのある網だ。俺がザノバにあげた、魔力付与品マジックアイテムだ。

「師匠のお陰で無事に奇襲は成功、敵将を捕らえましたぞ！」

「あ、ああ……」

　周囲の兵士たちが、泥だらけの十人の兵士たちを称たたえている。彼らがザノバを見る目は、もうこの砦に来た時とは違う。あの胡乱うろんげな目とは違う。尊敬の目だ。

　ていうか、十人。なんでこんな少ないんだ。

　確か、俺が見た時は、百人ぐらいいたはずだ。

「あの、他の奴らは？」

「戦死しました。名誉の戦死ですな」

　ああ、そうか。そうだな。あの軍勢に百人で切り込んだんなら、そうなるよな。

　でも、それっておかしくないか？　今の戦い、別に切り込まなくても、勝てたよな？

　なんで誰もそこに突っ込まないんだろう。

「そ、そいつって、九十人の犠牲に、見合うもの……なんだよな？」

「当然です。この者は敵国の王族。こやつを人質に交渉すれば、戦争は終わるでしょう」

　ああ、なるほど……なるほどね。うん。理解できた。

　そういうことなら、切り込む必要はあったろう。大局的にモノを見れば、さっきの一戦は勝利でもなんでもなかったってことだった。

　それを、ザノバが決死の突撃で、勝利に変えた。

　そう考えれば、九十人の犠牲は必要だったろう。むしろ少ないぐらいだ。

　いやまて騙だまされるな。今回、敵に大打撃を与えたのだ。

　千か二千か、あるいは三千か。

　まともな頭を持つ指揮官なら、それだけの犠牲が出れば、もう攻めてこようとはしないはずだ。

　いや、最初に見えていたのが三千って話だから、もっと少ないのか？　大勝利に思えたけど、言うほどの勝利ではなかったのか？　思えば、敵の大半は撤退していったのだ。予備戦力も残っているという話だし、実際は五百ぐらいしか倒せていないのか？

「師匠たちをずっと砦に引き止めておくわけにもいきませんからな。成功してよかった」

　ザノバはにこやかに笑った。

　やはり、そういうことか。

　今回の大敗で敵が侵略をやめるとは限らない。相手の指揮官がまともな頭を持っていない可能性だってある。大打撃を与えたといっても、まだ敵の数の方が多いのだ。

　そんな中、俺やロキシーがいなくなれば、砦は落ちる可能性がある。俺とロキシーだって、ここに一年も二年も滞在するわけにはいかないんだから。

　でも、こうして敵の王族を捕らえ、停戦協定でも結んでしまえば、戦争は終わりだ。

　こちらが主導権を握って、確実に終わらせられる。

　でも、他にやり方はあったんじゃなかろうか。

　例えば、俺が敵の砦を……いや、戦いの前にロキシーにウジウジと殺すのが怖いとか言ってるヤツに、任せられないか……。

「いやぁ、しかし予想通りでした。師匠とロキシー殿の聖級魔術。それにくわえて、この『乱獲の投網』。これらで敵将を捕らえることも可能だとは思っていましたが、こうもうまくいくとは」

　ともあれ、ザノバは水聖級魔術の暴風雨の中、混乱する中にまぎれて、敵の頭を狙い、成功した。

　火中の栗くりを拾った。賭けに出て、勝利を手にした。

　俺とロキシーを使って場を作り、自分ができるギリギリのことを行い、一度の戦闘で最大の結果を手に入れた。

「いやはや、しかし聖級魔術というものは、遠くで見るのと中に入るのとでは大違いでしたな！」

「あ、ああ……まあ、そうだろうな」

　ふと、嫌な感じが背筋を走った。キュムロニンバスの範囲は広い。広範囲の敵をまとめてなぎ払う魔術だ。もしかして……。

「あ、あのさ、ザノバ……落雷とか、当たってないよな？」

「ふむ…………」

　ザノバは顎あごに手を当てて、考えるようなポーズを取った。そして、真面目な顔で言った。

「……師匠、戦には犠牲は付き物です」

　当たったのだ。俺かロキシーの『豪雷積層雲キュムロニンバス』の落雷が。

　この砦にいた誰かに。あるいは、暴風で吹き飛ばされて、穴にでも落ちたのかもしれない。

　それは隣で飯を食っていた奴だったかもしれない。ロキシーに魔術を教わっていた奴だったかもしれない。

　俺とは関わりは薄かっただろうが、ここ数日で見た顔のうち、何人かはもういないのだ。

「そして、犠牲を出したのは全て、指揮官である余の責任。師匠が気に病むことはありません」

　そう言われても、何かとんでもないことをやらかしてしまったような気がしてくる。

「師匠もお疲れでしょう。今日はゆっくりとお休みください」

　ザノバはそう言いつつ、俺の肩をポンと、優しく撫なでるように叩いた。

　そして捕虜を連れて、砦の奥へと消えていく。周囲の兵に、あれこれと指示を飛ばしながら。

　俺はそれを呆ぼう然ぜんと見送った。

　言葉はもう出てこなかった。

「……」

　ああ、そうだ。死神の襲撃に備えなきゃいけない。

　呆然としている暇はない。休んでいる暇はない。

　『一式』のそばにいよう。いつ敵が来てもいいように。




　その晩、襲撃者は来た。

　が、死神ではなかった。俺を狙いに来たわけではなかった。今日人質となった王族を救出に来たのだ。

　彼らは殺さずに済んだ。弱かったから。気絶させて、砦の兵士に引き渡した。

　その後どうなったのかは知らない。

　少なくとも、歯止めはきく。大丈夫だ。俺は大丈夫。今、俺は不安定だが、歯止めはきく。

　コントロールできている。だから大丈夫だ。

　そう自分に言い聞かせつつ、一晩。死神は来なかった。

　襲撃はなかったのだ。





　　　　★　★　★






　翌朝、ザノバに頼んで人質に尋問をさせてもらった。

　例の北の国の王族だ。

　ヒトガミという存在を知っているか──否。

　国内で予知能力があるような発言をした奴はいなかったか──否。

　ならどうやって、この短期間で五千もの兵力を集めて侵攻を行えたのか──シーローン王国は数年前から狙っていた。短期間で集めたわけじゃない。

　つまり、北の国はシロだ。ヒトガミと関係がなかった。あるいは、シーローンを狙おうと画策したきっかけがヒトガミかもしれないが……こいつが使徒ではないのは確かだ。

　人質となったこいつは、どこにでもいる、ただのマヌケな指揮官だ。

　死神の襲撃もない。北の国もシロ。予想はことごとく外れた。

　この、ひたすら空回りしている感覚は久しぶりだ。

　やはり、根本的なところで勘違いしていたのだろう。例えば、今回の一件、最初から罠などなかったとか。罠どころか、ヒトガミは無関係だったとか。

　そう考えつつも、警戒は続けた。半ば、無意味なことだと悟りつつ、万が一に備えて。

　そうして十日が過ぎた頃……。

　事態が動いた。







第八話「火急の知らせ、ザノバの真意」




　戦闘から十日が経過した。

　ザノバは敵国に対し、人質を使って停戦協定の申し出をした。その内容については詳しく知らないが、どうやらそう遠くない未来に、戦争は終わるそうだ。

　同時に本国にも早馬を送った。初戦の勝利と、人質の入手、停戦の申し入れについての連絡だろう。事後承諾になるが、今のシーローンに総力戦を行えるほどの戦力はない。パックスが本当の阿あ呆ほうでないのなら、文句は言うまい。まあ、まだ返事がこないあたりに、少し不安を感じるが。

　砦とりで内では、未いまだに戦いについて熱狂的に語られている。

　俺とロキシーの魔術が凄すごかっただの、敵陣に切り込んだザノバの戦いぶりが凄かっただの。

　興奮冷めやらぬといったところか。

　戦闘での活躍のお陰か、それとも襲撃者を撃退したお陰か、兵士たちの俺に対する態度が柔らかくなった。今までも礼は失せずに対応してくれてはいたけれど、その表情は硬かったように思う。それが、最近では笑顔を向け、明るい表情で話しかけてくれるようになった。

　得体の知れない魔術師から、戦友に変わったのかもしれない。

　少なくとも、聖級魔術に巻き込まれて死んだ奴のことを責めてくる奴は一人もいなかった。

　そんな彼らの態度と、ロキシーの日々のカウンセリング、ザノバの気遣いといったもののお陰で、俺の精神状態は回復した。間違ったことや、悪いことをしたわけではないと考えることができた。

　思えば、悩みすぎた。

　ここは異世界で、俺はオルステッドの配下。家族を守るために、神を敵に回したのだ。いつかはこういう日が来るのだと、覚悟していたはずだ。揺らぎやすい覚悟だが、決めたことは確かなのだ。

　でも多分、今後、誰に頼まれたとしても戦争には参加しないだろう。

　戦争はなんというか……別世界だ。

　それと、多分、これからも人殺しは最低限しかしないだろう。

　いちいち悩んだら疲れるしな。殺さなくていい時は殺さない、そう決めた。殺す度に何日も悩むほど精神ダメージを受けるんじゃ、割に合わないからな。

　さて、気を取り直していこう。この十日間、警戒はしていたのに、何も起こらなかった。

　すでに俺の魔力も精神状態も完全回復。万全の状態だ。傍かたわらには一式魔導鎧マジックアーマーもあり、警戒も十分。

　今の状態で死神に襲わせるなら、謁えっ見けんの時点で襲わせていたほうがよかっただろう。

　やはり、今回の一件にヒトガミは関係がなかったのかもしれない。

　オルステッドの言う通り、この事件はあの日記でも起きた出来事。俺がいなくても、ザノバはこの逆境をなんとか跳ね除のけたか、あるいはなんらかの理由で召還されなかったのだ。

　とんだ無駄骨だった。とは言うまい。ザノバが死んでいた可能性は、依然としてあったのだから。

　とにかく、戦争は終わりだ。シーローン王国を狙う敵国はいない。

　ザノバも、満足しただろう。うまいこと説得して、シャリーアに帰ろう。

　あいつをパックスのそばに置いとくのは、嫌だからな。

「んー……！」

　俺は朝日の中で伸びをした。

　ヒトガミは無関係と決まったわけではないが、ここまで何もしてこないなら、罠わなの可能性は限りなく低いと見ていい。そう考えると、久しぶりにぐっすりと眠れた。

　幾分かスッキリとした気持ちで、近くの川まで顔を洗いに行くことにした。

　水魔術を使ってもいいが……まあ気分だな。

　川では、城の兵士たちが三々五々、洗顔や歯磨きに勤いそしんでいた。

「あっ、ルーデウス様だ！」

「毎晩の見張り、お疲れ様です！」

「いやー、あの巨大な鉄の人形、てっきりザノバ様の趣味かと思っていましたが、魔道具だったのですね！」

　あっという間に囲まれてしまった。人気者だ。こうして連日チヤホヤされるのは、初めてかもしれない。そういえば、シーローンの兵士は戦闘以外では上下とも薄茶色のシャツと短パンを着用している。男も、女もだ。

　ちなみに、寝る時にブラジャーはしないらしく、俺に抱きついてきた弓兵ちゃん、ポッチが浮かび出ている。眼福、眼福。

「何やら人だかりができていると思ったら、師匠でしたか」

　と、そこにザノバもやってきた。

　こいつも兵士と同じ上下である。ヒョロくて筋肉がないせいで、ニートみたいだ。

「ザノバ様！」

　しかし、そんな彼に対して、兵たちは即座に膝をついた。

「よい、洗顔を続けよ」

「し、しかし……」

「余も諸君らと同じ、起き抜けのねぼすけに過ぎん。大体、この格好で偉ぶってどうするというのだ」

　ザノバはそう言いつつ、大きなあくびをした。

　ザノバはこの数日、先日の戦闘の後処理に追われていた。

　詳しいことは知らないが、大規模な戦闘ともなると、いろいろと面倒な処理も多くなるのだろう。

　ちなみに、戦場に残された死体は放置されていたが、数日の間に、山賊のような風体の者たちがどこからともなく現れ、装備を剥はぎ取り、焼いて去っていった。

　そういう仕事を専門とする連中が、紛争地帯にはいるらしい。

　職業『落ち武者狩り』みたいな。

　そんなことを思い出しつつ、ザノバと並んで川の前に跪ひざまずく。

「……それで、停戦協定の方はどうなんだ？　うまく締結できそうな感じか？」

　説得の前に、軽いジャブ。停戦が決まれば、ザノバもこんな所にはいなくていいだろう。

　戦争はおしまいだからな。

「はい。昨日、返事をもらいました。まだ決めかねているようですが、ひとまずは締結できるでしょう。これで、最低でも三年は攻めてこないでしょうな」

　ザノバの言葉に、兵たちが「おぉ」という声を上げた。

　ああ、こんな所で聞くべき内容じゃなかったかな。

　嬉うれしいニュースだから、問題ないか。

　それにしても、三年か。

　最低というのは、つまり仮に北の国ビスタが、大敗にもかかわらず侵略を諦めなかった場合だ。

　今回の大敗により今の指揮官は罷免されるとして、後釜は誰か。減った兵力はどこから補充してくるのか。仮にも結ばれてしまった停戦協定を、いかなる大義名分をもって破るのか。

　いろんな要素が絡まり、三年。

　だから、実際にはもっとかかるんだろう。

「でもいいのです。三年もすれば、こちらも体制を立て直すことができましょうからな」

　そして、三年あればシーローン王国もまた、力を蓄えることができる。

「できるかな、あのパックス王に」

「できますとも」

　ザノバは胸を張ってそう答えた。俺にはわからんが、何か策でもあるのだろうか。

　何にせよ、これで戦争は終わりか。あっけなかったな。

「そっか、早いこと、平和になるといいな」

「そうですな……」

　ザノバは嬉しいような、悲しいような顔をしていた。まあ、戦時中じゃないと、こいつの役割はないもんな。

　さて、どうやって説得するか。

「ザノバ、この戦いが終わったら、お前、どうするんだ？」

　二発目のジャブ。

　思わず、死亡フラグのような言葉になってしまった。

　恋人にプロポーズするつもりだ、とか言い出したらどうしよう。

　すでに花束も買ってあるとか言い出したら、さすがの俺でも守り切る自信がない。

「そうですな、ひとまず王都に戻り、陛下の指示をもらう形になるでしょうか。あるいは、そのままこの砦に配属になるやもしれませんが……」

「それは国に、残るってことか？」

「……ふむ？　当然そうなりますが？」

　まあ、そうだよな。予想された答えだ。

　それにしても、ザノバはすでに魔法都市シャリーアに戻ることは考えていないのだろうか。

　魔導鎧マジックアーマーは完成していない。自動人形の研究も途中で止まっている。ジュリと共に人形を売る計画も、ようやく足がかりが出来たってところだ。そのへんに未練はないのだろうか。

　いや、ないはずがない。

「ザノバ」

「なんでしょうか」

「停戦が結ばれたら、俺と一緒に魔法都市シャリーアに戻って、今まで通り人形を作らないか？」

　プロポーズのような言葉になってしまった。花束は買っていない。

　でもまあ、プロポーズといっても差し支えないかもしれない。結婚するわけではないが、国を捨てて、俺を取ってくれと言ってるようなもんだ。

　ザノバは濡ぬれた顔のまま、俺を見てきた。無表情だ。

　今までの楽しそうな雰囲気が嘘うそのような。

　まずい。これは断られる。失敗した。

　ムードを上昇させずに、最初から告白してしまった。

　これはいかん。フラれる空気だ。俺は空気が読める男だからわかる。あうあう。

「いや、なんだ。別に国を捨てろって言ってるわけじゃなくてだな……ん？」

　と、そこでふと、砦の方が騒がしくなった。

　パカラ、パカラと馬の走る音も聞こえる。

　この砦に騎馬隊はいない。誰が走らせているのか。

　そう思って視線を巡らせると、砦をぐるりと回って、一頭の騎馬が向かってきた。

「ふむ、首都からの早馬でしょうか」

　ザノバの言葉で、俺も立ち上がる。

「恐らく、パックスが停戦協定に関しての文を返してくれたのでしょう」

「どうする？　もし、敵国を滅ぼすまで戻ってくるなとか書いてあったら」

「そうですなぁ、師匠がいればできそうな気もしますが……」

　なんて冗談を言いつつ馬の接近を待つ。近づいてくると、その馬に乗る人物に見覚えがあるのがわかった。あれは、俺も知っている人だ。

「ジンジャー？」

　ジンジャーは、必死の形相で馬を走らせていた。何かあったのだろうか。

　彼女は俺たちの姿を見つけると、首を巡らせ、まっすぐにこちらへと向かってきた。兵士たちが、俺たちを守るために壁を作る。

　途端、ザノバが叫んだ。

「あれは余の親衛隊だ！　道をあけよ！」

　ザノバの言葉で兵士が慌てて道をあける。

　ザノバが前に出ると、ジンジャーはほっとしたような顔で……ズリ落ちるように落馬した。

「ジンジャー、何があった！」

「はぁ……はぁ……」

　ザノバが彼女を抱き起こすも、ジンジャーは青息吐息だ。

　外傷はないが……あからさまに疲労の色が濃い。恐らく昼夜、馬を走らせ続けたのだろう。

「お、王都ラタキアにて乱あり。元将軍ジェイドが第十一王子を旗頭に決起。軍を率いて王城を包囲いたしました……！」

　ジンジャーは絞りだすようにそう言って、気を失った。

「第十一王子？　馬鹿な、シーローン王家には十人しか男子はいなかったはず……ジンジャー！　詳しく説明せぬか……おい！」

「落ち着けザノバ、まずは休ませてやろう」

　俺は、ジンジャーをガクガクと揺するザノバを制した。

　ひとまずジンジャーを部屋へと運ぶことにした。




　第十一王子ハルハ・シーローン。

　御年三歳。前国王パルテン・シーローンが晩年に作った子供。

　母親は農民の娘であり、本来ならば王族との婚姻は許されない身分であった。ゆえに、ハルハはその存在を認められなかった。表向きは地方領主に召し抱えられたという名目で、母親と共にシーローン王国の片隅に屋敷を与えられ、ひっそりと暮らしていた。

　その存在を知っているのは、ごくわずかだったという。

　前国王パルテン・シーローン。屋敷の手配をした大臣。ハルハの母親の実兄、ジェイド将軍。

　そのうち二人は、パックスの大粛清によって故人となった。

　残ったのはジェイド将軍。彼は前国王に忠誠を誓っていた。ジェイドが農民上がりであるにもかかわらず、その類たぐいまれなる用兵の才能を見込んで、将軍にまで取り立ててくれたからだ。

　ジェイドが将軍になったお陰で、家族は飢えずに済み、裕福な暮らしができるようになった。

　多大な恩があった。

　国王が妹の一人を望んだ時に差し出したのも、その恩に報いるためである。

　クーデター勃ぼっ発ぱつ時、ジェイドはカロン砦に駐在していた。

　当時、カロン砦には千人近い兵士がいたという。ジェイドはそのうち五百を率いて、首都ラタキアへと向かった。しかし、到着した時には時すでに遅く、国王は崩御。王族は皆殺しという報告が待っていた。

　当時の首都防衛の兵力は二千。

　ジェイドの兵は行軍途中で地方領主の援軍もあり、千五百にまで膨れ上がっていた。

　数は負けているが、ジェイドの用兵をもってすれば勝ち目のある戦いができる。

　が、ジェイドは戦わなかった。

　なぜなら、ジェイド軍は内部で真っ二つに割れていたからだ。

　パックスを王と認めず戦おうとする者、パックスを王と認め恭順しようとする者。

　ジェイドはバラバラの貴族たちを見て、勝てないと悟った。

　パックスに投降し、恭順を示したのだ。

　無論、ジェイドがそうした行動を取ったのには、裏があった。自分の妹の子供である、第十一王子ハルハ・シーローンが生きているという情報を掴つかんでいたからだ。

　今は耐える。ハルハを旗印に、亡き前王の無念を晴らす。そう誓ったのだ。

　それから、ジェイドは水面下で動き始めた。

　秘密裏にパックスの統治に不満のある者たちを集め、戦力を増強。十一王子の捜索。地方貴族への根回し……反乱軍はあっさりと組織され、決起の時を今か今かと待ち構えた。

　勝算はあった。

　そして、時期は来た。

　北国が侵攻の気配を見せ、パックスはそれを迎え撃つべく、兵力を北の要所へと送り込み始めた。

　クーデターとジェイドの引き抜きにより、シーローン王国の兵力は落ちている。王竜王国からの援軍はない。シーローンと北国の戦争は、劣勢となるだろう。守りに適したカロン砦を突破されれば、パックスも虎の子の『死神』を北へと送らざるを得ない。そうなれば、少数でもパックスを殺害できる……と、ジェイドはそう考えていた。

　誤算だったのは、第三王子ザノバ・シーローンが帰国したことであった。

　それも、かつて宮廷魔術師であったロキシー・ミグルディアと、アスラ王国にて北帝オーベールや水神レイダを打ち倒したというルーデウス・グレイラットを連れての帰還。

　あるいは、ザノバがパックスを討つために戻ってきたのなら、ジェイドもザノバに対して接触を図っただろう。だが、ザノバはパックスに恭順し、カロン砦へと向かった。

　ジェイドの計算は狂った。

　カロン砦は歴史的な大勝で敵を撃退し、『死神』は出陣しなかった。

　今は落ちている兵力も、いずれは回復する。北の方へと集めている戦力をどうする気かはわからないが、首都近辺に戻す可能性も高い。

　ザノバとルーデウス、ロキシー。この三人が戻ってくれば、パックスを倒すことなどできない。

　もう、機会はこない。

　そう考えたジェイドは、クーデターに踏み切った。

　用意していた兵を集結させ、首都を占領。王城を包囲した。

　というのが、到着から数時間後に目覚めたジンジャーが語ってくれた、今回の事件のあらましである。

　ジンジャーは町中にいたが、反乱が起こった混乱に乗じて首都を脱出。

　そのままザノバの元まで一直線というわけだ。




「私が首都を出た時は、王はわずかな手勢で城内に立てこもっているようでしたが……現在の詳しい状況は、わかりません」

　ジンジャーは冷静な声で、そう締めくくった。

　どうやら、パックスは籠城しているらしい。反乱が起こってから数日。パックスが死に、王城が占領されていてもおかしくはない。

　でも、なぜ籠城なんだ。手勢に『死神』が含まれている。逃げようと思えば、包囲網の突破も容易だろうに。

　わからないことが多い。

　ここはひとつ、慎重に状況を──。

「そうか、では早速、首都に参ろう」

　ザノバはコンビニにでも行くかのように言って、立ち上がった。

　ジンジャーはそれを見て、ホッとした顔をしたが、次の言葉を聞いて表情が凍りついた。

「もし陛下が脱出しておれば、このカロン砦にお連れし、保護を。何らかの事情があって脱出できていないのであれば、王族だけが知る秘密の抜け道より侵入し、陛下をお救いしてこよう」

「お、お待ちください！」

　ジンジャーは体を起こした。

　必死の形相でザノバの手を掴み、引き止めた。

　そんな彼女に対し、ザノバはまかせておけとでも言わんばかりの表情で言い放った。

「なに、心配はいらん。ジンジャーはそこで体を休めておれ」

「パックス王の味方につくのですか!?」

　信じられない、という口調のジンジャー。

　ザノバが振り返った。何を言っているのだ、という顔だ。

「当たり前であろう。そもそも、余は第十一王子など、顔はおろか、生まれたことさえ知らぬのだ。本当に父上の血を引いているかすら怪しいものだ」

　一理ある。パックスのことを気に食わないジェイド将軍が、傀かい儡らいとしてでっち上げた可能性だ。

　妹が王の手つきになったという事実があれば、いくらでもホラを吹ける。

　だが、ジンジャーの眉がハの字に歪ゆがむ。理解不能って顔だ。

「パックス王の味方をして、お助けして、その後どうするというのですか」

「その後のことは、無論陛下にお任せする。反乱軍を鎮圧せよと言われればそうするだろう」

「そんな……あのような者を助けてどうするというのですか！」

　ザノバの眉がピクリと動いた。怒りの表情。

「あのような者？　ジンジャー、貴様、誰に向かってそのような口をきいている？」

「不敬は承知！　ですが、ザノバ様は、パックス王子が何をしたのか覚えてはいないのですか？」

「何をしたというのだ！」

「私は、家族を、人質に取られたのです！」

　ザノバの眉がピクリと動いた。

　そういえば、そんなこともあったな。

　随分昔のことなので忘れかけていたが、当事者にとっては忘れようもない出来事だろう。イジメられた側は、その事実を忘れないのだ。きっとリーリャとアイシャがこの場にいれば、彼女と同様のことを言っただろう。

「己の親衛隊であった私の家族を人質に取って言うことを聞かせるような王に、守るべき価値があるとは思えません！」

　前世の江戸時代の将軍に聞かせてやりたいセリフだ。

　でも確か、この国では、親衛隊が王族の力を示すバロメータだったはずだ。

　親衛隊の数が多いほど、王位継承権の順列が高くなるとか、そんな感じの制度があった。

　親衛隊とは、単なる配下ではないのだ。

「ふむ、ならばジンジャーよ。逆に問うが……なぜ貴様はこのザノバ・シーローンを守る？」

「それは……」

「余は、過去に貴様を売った。価値のある王族とは思えぬ行為だ。何なに故ゆえジンジャーは付き従う？」

　ジンジャーが家族を人質に取られるようになった理由って、ザノバに売られたからだったはずだ。

　パックスが買ったロキシー人形と引き換えに。

　なんでこの人、ザノバにくっついてるんだっけ……。

　あ、ザノバの母親に恩があったんだっけか。

「それは、ザノバ様が、本当は賢いお方だからです……」

　しかし、ジンジャーはそうは言わなかった。まぁ、この場は王族としての価値云うん々ぬんだからな。母親に頼まれたから守っています、では答えになるまい。

「パックスも、あれでいて知恵が回る男ではないか」

「パックス殿下は『知恵が回る』のであって、『賢い』のではありません、後先を考えずに自分のしたいことをするだけでは、単なる愚か者です……」

「余とてそうだ、人形狂いの愚か者。まさにパックスと同列ではないか」

「それは違います」

　ジンジャーは膝をついた姿勢のまま、ザノバを見上げた。

「ザノバ様は神み子こです。賢く、力も強いとなれば謀殺される可能性があると考え、わざと愚かなフリをしていた……そうでしょう？」

　ザノバは、たまに深いことを言う。難解だった自動人形の古文書も読み解いたし、魔導鎧マジックアーマーも作った。

　今回、状況もすぐに見抜いたし、戦況の把握も早かった。先も見通せる。

　愚かなフリをしていると言われても、そうかもしれないと思える下地はある。

　もっとも、人形が好きなのも本当だろうし、演技ってわけじゃないだろう。

　ただ、賢い姿を人前で積極的に出そうとはしていないだけだ。

「余は元から愚かだ。ただ好きなことをしたいだけに過ぎん」

「ならば、帰りましょう。魔法都市シャリーアでならば、ザノバ様は死ぬまで好きなことをして過ごせます」

「そうはいくまい。人形は、操られて初めて動くのだ」

「なん……で……」

　ジンジャーはそこで、俺の方を見てきた。

　あなたからも言ってください、と言わんばかりの目だ。

　確かに、パックスは許せないことをしたと思う。リーリャとアイシャを捕らえて、そこから俺をおびき寄せ、ロキシーをエロ奴隷にしようと画策した。あまつさえ、リーリャをぶん殴ったこともある。

　当時はそのことに激高することもなかったが、思い出すと腸はらわたが煮えくり返る。

「なぁ、ザノバ、俺も反対だ」

「師匠……」

「確かに、パックスは王竜王国に行って少しは変わったかもしれない、けど、パックスはお前が命を懸けて仕えるような相手じゃないよ」

　ザノバはムッとした顔をして、俺の方に向き直った。

「師匠まで何を言うのですか。前にも言いましたが、余は国のモノ。国は王。王が窮地となればそれをお救いするのが……」

「『他国との戦争は余の義務です。そのために生かされ、そのために勝手を許されてきたのです』確か、お前はそう言ったよな？」

　ザノバは口をつぐんだ。一言一句覚えている。

「王なんて、パックスだろうが、その第十一王子だろうが、お前にはどっちでもいいことだろ？　お前の仕事は王族間のゴタゴタを片付けることじゃない。そして、停戦協定を結んだら、北の国との戦争は終わり。お前は義務を立派に果たした。違うか？」

「師匠……」

「もう終わりでいいだろう？　あまり大きな声では言えないけど、移動にだってそれほど時間がかかるわけじゃないんだ。普段はシャリーアで生活してさ、戦争が起こりそうな時だけ、こっちに戻るって方法もあるんじゃないか？」

「ふむ」

　ザノバは顎あごに手を当て、空を仰いだ。

　何かを考えるような仕草でしばらく静止した後、こちらを見た。

「魅力的な提案ですが……それはできませぬ」

「なんでだよ」

　落ち着かなければ。説得は、落ち着いてしなければ。声を荒らげても、相手は意見を変えてなどくれない。

　俺の理論に穴があることもわかる。

　自分の仕事が終わったから、ハイさようならってわけにもいかない。今回みたいに戦争の時だけ来て指揮官面づらすることにデメリットがあるのもわかる。

　わかる。わかるさ。

　でも、そういう言い訳をして、居心地のいいところに帰ってもいいだろう。

「理由を、聞かせてくれ」

「さて……自分でも、よくわかりませぬ」

　わかんねぇのかよ！

　いや落ち着け。根気よく、根気強くだ。ザノバはきっと、何かに対して意固地になっているだけなんだ。そこを根気よく聞き出して、解きほぐすのだ。

「ザノバ。パックスは、お前のことを怖がっているはずだ」

「そうですかな？」

「だってそうだろう。あいつは他の王族を皆殺しにしたんだ」

　いくらザノバが恨みとか持っていなくたって、向こうには後ろ暗いところがある。

　後ろ暗いところがあれば、疑心暗鬼にもなる。

「もし助けに行っても、なんのために来たのだと死神を差し向けてくる可能性もある」

「……」

「助けた後もそうだ。お前がどれだけパックスを助けても、パックスが心の底からお前を信頼することはないはずだ。いずれ、何かがキッカケで、適当な理由をつけて、お前は殺される。そんなところには、いるべきじゃない」

　ザノバは何も言わない。ただ俺の方を見て、仏頂面をしているだけだ。

「お前は。前に、国が死ねといったら死ぬしかないって言ったよな。お前は戦争のために生かされているわけだから、戦争で死ぬのはわかる。けど、パックスの疑心暗鬼で殺されるのは、おかしいだろ。だって、国のために、なんの貢献にもならないじゃないか」

「……」

　ザノバは目を瞑つぶり、沈黙した。

　俺の言葉を吟味するように、ゆっくりと息を吸い込む。

　ゆっくりと、息を吐き出した時、目が半眼に開かれた。




「あんなのでも余の弟……最後の肉親です」




　弟。肉親。その単語で、俺は一発で言葉を失った。

　ずるい。それを言われたら、俺はもう、何も言い返せない。

　であるにもかかわらず、ザノバは言葉を続けた。

「今まで、そのようなことを言ったためしのない余が、何を今更と思うやもしれませんが……。でも、パックスは弟なのです」

　ザノバはじっと中空を見つめている。

　その表情には、なんの色もない。

　あのワザとらしい身振り手振り、叫び声、笑い声、何もない。

　今日のザノバは、ただまっすぐに俺を見ている。

「はぁ……」

　思わず、ため息が出た。これがザノバ流の交渉術なら、大したものだと言わざるをえない。弟のため、家族のためと言われれば、俺は強く反対できない。ザノバが意固地な理由も理解できてしまう。

　俺だったら……。

　例えば、アイシャがノルンを殺したら、あるいは逆だったら、その行動をまず諌いさめるだろう。

　きっと許さないだろう。でも、もし、どっちかと、あるいは両方との関わりが極端に薄かったら。

　生き残ったほうが、何か大きな力で運命を翻ほん弄ろうされていたら。

　間違った行動をしつつも、前に進もうとしていたら。

　俺は諌めつつも、協力してしまうだろう。

「わかったよ」

　ザノバはもう、俺たちのところには帰ってくるつもりはない。

　それが、わかった。

　弟だからというのが、嘘か真まことかはわからない。でも、俺に対して、肉親を盾に取った言葉を放ったのだ。すでに考えを曲げるつもりなどないのだろう。

　すまん、クリフ、ジュリ。

　俺には、どうにもザノバを連れて帰ることはできないようだ。

　俺にできそうなのは、ザノバがパックスと信頼関係を結ぶまで、ザノバを守ってやり、そのサポートをしてやることぐらいだ。

「正直、半べそ土下座をしてでもお前を連れ帰るつもりだったけど、そういうことなら、もう少し付き合うよ」

「ありがとうございます。さすがに師匠に泣いて頼まれれば、余もグラついてしまいますからな」

「じゃあ、最初にやっとけばよかったな」

「ご冗談を」

　俺とザノバは、声に出さず笑った。

　クリフには、言えばわかるだろう。ジュリは……彼女の希望を聞いて、もしザノバの元に行きたいっていうなら、送ってやろう。ルイジェルド人形の販売計画は白紙だな。せっかく、ペルギウスに許可を取って、アリエルの協力も取りつけて、アイシャのところから人材を探してもらってたっていうのに……。

　長い年月をかけて準備してきただけに、喪失感はある。

　でもいいんだ。ザノバが家族のためにっていうなら。仕方がない。

　パックスとザノバは……まあ、今のところ、仲がいいとは言えない関係だ。

　けど、関係ってのは、これから作ればいいのだ。

　昔のことは謝って、相手を許して、相手に許してもらって。長い時間をかけて、ゆっくりと関係を育んでいけばいい。間違いは正せるのだから。

　パックスは嫌なヤツだと思う。でも、彼だって変わるはずだ。現に前と比べて少し変わった。

　変わらないヤツなんていないんだ。

「そんな」

　ジンジャーは蒼そう白はくになっていた。

　そういえば、彼女は王になった後のパックスを見てはいなかったな。彼女の中では、パックスは昔のままなのかもしれない。嫌なヤツだった、昔のパックスのまま。

「ジンジャーさん、すいません。そういうことでしたら、俺はザノバの気持ちを尊重します」

　まあ、こんな状況になって、パックスが王を続けられるとは思えんがな。

　何はともあれ、パックスのところに行ってみないことには始まらない。

　案外、助けに来たと言えば、パックスもザノバのことを見直すかもしれないしな。

「そういうことだ、ジンジャーよ。苦労を掛けるな」

　ザノバはジンジャーの肩にポンと手を載せて、その脇を通り過ぎた。

「あ、お、お待ちください」

　ジンジャーが転がるようにベッドから降りてきた。

　そのまま立ち上がることなく、ザノバの足にすがりつく。

　ジンジャーは必死に懇願した。

「ザノバ様が止まらないのはわかりました。でも一つだけ、一つだけ私の願いを聞いてください！」

「申してみよ」

「もし、王が、パックス王がザノバ様に死ねと言っても、死なないでください！」

　拙つたない言葉だった。とっさに出た言葉だったのだろう。

　けど、ジンジャーの望みはわかった。ザノバに生きていてほしい、それだけだ。

　それだけなのだ。

「ふむ、しかしそれは……」

「わかりました。ジンジャーさん。俺が必ず、ザノバを生きて返しましょう」

　ザノバの代わりに、俺が答えた。ザノバがどれだけパックスに対して負い目があろうとも、死んでは元も子もない。本当に仲がこじれて、どうしようもないようだったら、俺が責任を持って、ザノバを連れて戻ろう。

　元々、ザノバにくっついてきたのも、それが目的だったのだ。

　初志貫徹。それだけは忘れまい。

「ありがとうございます。ルーデウス殿。恩に着ます……」

　ジンジャーは、俺に対して深々と頭を下げた。







第九話「パックスの元へ」




　移動には、魔導鎧マジックアーマーを用いた。

　組み立ててしまった魔導鎧マジックアーマーを運搬しなおすのも面倒だし、王都で戦いがあるのであれば、持っていったほうがいいだろうとの判断だ。移動によって魔力を消費するのが気がかりだが、目を瞑つぶる。

　俺以外の移動方法に関してだが、肩に乗せて走るという案もあったが、さすがに振動が酷ひどそうな上、乗り心地は最悪だ。一日で踏破できる距離でないことを考えれば、乗る場所は別に作ったほうがいいだろう。

　というわけで、馬車を使うことにした。横転しないように土魔術でスタビライザーなどを付けた馬車の荷台を、魔導鎧マジックアーマーと連結させ引っ張ったのだ。

　もっとも、その工夫は無駄に終わった。

　王都に到着した時、ザノバはゲーゲーとゲロを吐き、ロキシーも青ざめた顔で口元を押さえていた。

　乗り心地が最悪なことに変わりはなかったのだ。この移動は、あまりやらないほうがよさそうだ。

　でも、王都には五日でたどり着くことができた。

　俺の残り魔力の残量はわからない。少々体にだるさが残っているところを見ると、全回復していないのは確かだ。戦闘稼働ではなかったので、まだまだ余裕があるとは思いたい。

　今回、俺たちはパックスを助けに行く。死神は味方だと思うが、何が起こるかわからない。

　気を引き締めていこう。




　王都ラタキアは封鎖されていた。

　入り口の門は固く閉ざされ、城壁の上には反乱軍と思おぼしき兵士たちが立っている。

　城壁の外には、閉めだされて途方にくれる人々が大勢いた。

　商人や冒険者、傭よう兵へい。それに、国の兵士たちがキャンプを張っていた。

　別の町から来たか、あるいは決起の際に外の警備をしていた者たちだろう。

「どうやら、事が済むまで、邪魔を入れさせないつもりのようですね」

「てことは、パックスはまだ存命か」

　クーデターが起きてから約十日。まだ、王城は落ちていないようだ。

　どれだけの戦力差があったのかは知らないが、意外に粘るな。まあ、七大列強がいるんだから、そんなもんか。あるいは、もうパックスが死んでいて、何か別の理由があって封鎖してる可能性もあるが。

　俺たちは彼らに見つからないように移動した。ザノバが王子だと知られれば騒ぎになるだろうし、そうなればジェイド将軍配下の兵にも見つかる。ザノバはパックス側の人間と認識されていることを考えると、見つからないほうが無難だった。

　正面突破という案も浮かんだが、やめておいた。

「……師匠、秘密の抜け道が川沿いにあります」

　というザノバの言葉に従い、人ひと気けのない川沿いを進む。

　川沿いは、随分とのどかだった。

　緩やかな流れの中で魚が光り、アヒルのような鳥が水面を泳いでいる。すぐそこで戦いが起きているとは思えない光景だ。戦争と平和の境界はどこにあるのだろうか。

「あれですな」

　川沿いを移動していくと、一軒の水車小屋があった。

　俺はそこで魔導鎧マジックアーマーを停止させた。

「水車小屋のどこかに、地下への通路があるはずです」

　ザノバの声音は元気そうだが、顔は真っ青だ。

　乗り物酔いは治癒魔術で一時的に治まるが、落ちた体力までは戻らないのだ。

「少し、休んだほうがいいんじゃないか？」

「いいえ、一刻の猶予も許されない状況やもしれません。すぐにでも突入しましょう」

　王城の中はどうなっているかわからない。

　この水車小屋が最後の休憩ポイントになるかもしれない。

　地下通路を通るというのなら、『一式』も使えないだろうし。できる限り準備を整えておきたい。

　魔力が全回復することはないだろうが、ザノバやロキシーの体力も回復させたほうがいいはずだ。

「ザノバ、落ち着け。ここは一いっ旦たん休憩して、息を整えたほうがいい。お前もロキシーも顔色が悪いし、俺も魔力を回復させたい」

「むぅ……」

「急せいては事を仕損じるって言葉もある」

「聞いたことはありませぬが……わかりました」

　ザノバもしぶしぶながら頷うなずいてくれた。

　よかった。疲労ってのはいざって時に動きを鈍らせるからな。

「その前に、ここに本当に通路があるのか、確かめたほうがいいでしょうね」

「ああ、確かに」

　ロキシーの言葉で、水車小屋の中を確認する。

　水車小屋の中は木箱や樽たるが所せましと置かれていた。物置みたいだ。俺とザノバでそれをどかしつつ、床や壁をドンドンと叩たたいて回る。

　すると、水車小屋の端、木箱の底に隠されるように、それはあった。

　金属製の板だ。扉と言ってもいいが、ドアノブのようなものは見当たらない。

「これ、ですかな？」

「いや、慌てるな。倉庫か何かかもしれない」

　思ってもいないことを口に出しつつ、扉を調べる。

　鍵穴やドアノブのようなものはない。どうやって開けるのだろうか。

　脱出用の通路であるなら、外側からは入れないようにしてあってもおかしくはない。内側から押し開けることを前提とした設計になっているのだろう。

「ザノバ、こじ開けてくれ」

「ふんっ！」

　ザノバが力任せに金属板を剥はがすと、その下は縦穴となっており、はしごが見えた。

　火魔術を使って中を照らしてみると、数メートルほど下に底が見えた。ついでに、首都方向に向かって横穴が開いているのもわかった。だが、まだ地下貯蔵庫の可能性は捨てきれない。

　俺は一旦降りてから、その横穴の奥を照らしてみた。

　奥に何かが置かれているということはなかった。ただ細い通路が、どこまでも続いていた。

　さすがに床下収納ではなさそうだ。

「どうでしたか？」

「間違いなさそうだ」

「では、休憩しましょうか」

「ああ」





　　　　★　★　★






　三時間ほどの休憩後、俺は一旦馬車に戻り、二式改魔導鎧マジックアーマーを着込んだ。

　あの穴の大きさでは、一式は通れない。

　二式改でも七大列強と戦うのでなければ、十分な性能は発揮できるはずだが、この通路の先に『死神』がいることを考えると、少々の不安は残る。

　とはいえ、無理に持っていくとなると、城壁を正面突破しなきゃいけなくなる可能性もある。それでもいいっちゃいいのだが、少なくともザノバはそれを望んではいないようだ。

　通路は人がすれ違えるかどうかってぐらいの狭さで、明かりになりそうなものは一切なかった。

　俺は灯ともし火びの精霊のスクロールを使い、周囲を照らした。

　通路は暗く、そして何もなかった。ただ移動するためだけに作られたと思しき道だ。

　そんな通路を、ザノバ、俺、ロキシーの順で移動していく。

「狭い通路を移動していると、嫌なことを思い出します」

　ロキシーが後ろでポツリと言った。

　その言葉に、俺はなにかを応えようとしつつも、しかし言葉は見つからず、ただ「そうですか」と小さく答えたのみで終わった。その後は、誰もが無言のまま、暗い通路を移動していく。

　一時間ほど歩いただろうか。

　通路の先に、扉があった。

　金属の一枚板のような扉だ。ドアノブがない。水車小屋にあったものとよく似ている。やはり、向こう側からしか開かないのだろう。

「むん！」

　ザノバが、指先を扉と壁の隙すき間まに差し入れ、引っこ抜くように扉を開けた。

　彼を先頭にしておいてよかった。

「お……これは……」

　しかし、扉を開けた先で、ザノバが不可解な声を上げた。

　何事かと覗のぞき込んでみると、通路が土砂のようなもので埋もれていた。行き止まりだ。

　しかし、分かれ道のようなものはなかった。てことは……。

「地震で崩れたか……あるいはジェイド将軍がこの通路の存在を知っていて、予あらかじめ塞ふさいでおいたのでしょうね」

　ロキシーの解説。

　まぁ、そんなところだろう。

　パックスがクーデターの際に潰つぶしたって可能性もあるが、ともあれ、これでパックスが脱出しない理由の一つが明らかになったか。

「師匠。この土砂、どうにかできますかな？」

「……まあ、やってみるよ」

　ザノバと位置を入れ替わる。

　これでも、伊だ達てに事務所の地下に巣穴を掘ったわけではない。土砂の扱いは慣れたものだ。

　周囲の壁や天井を魔術で固めつつ、土を圧縮して量を減らしていく。岩石でパイプを作るような感じだ。今回は即席ではあるが、崩れない程度の強度は保てる。そのへんのさじ加減も慣れたものだった。

　小一時間ほどでボコリと音がして、向こう側に抜けた。

　距離にして、五メートルぐらいだっただろうか。短いような、長いような。

　少なくとも、魔術なしで掘ろうと思えば、途方もない時間と労力がかかるだろう。




　それから、さらに一時間。

　合計で四時間ぐらい移動に費やしたことになるだろうか。歩きなれていないザノバに疲労の色が見え始めた頃、ようやく出口へとたどり着いた。

　最初に出たのは、地下室と思しき場所だった。

　六畳間ぐらいの広さ。石材でガッチリと組まれた壁と天井。壁にはろうそく立てのようなものも置いてある。そして、部屋の隅には、上へと上がるための階段だ。

　そんな部屋の隅に隠し扉があった。

　ここがシーローン王国の王城であることは、すぐにわかった。

　なにせ、見覚えのある部屋だったからな。ていうか、ここで暮らしたこともある。

「……ザノバ、ここってもしかして」

「うむ、余と師匠が初めて出会った場所ですな」

　思い出の場所……っていう言い方をすると綺き麗れいだが、俺がパックスに騙だまされて結界に閉じ込められた場所だ。

　何もない部屋だなと思ってたら、脱出用の場所だったのかよ。

　どうりで、変なギミックとか、魔法陣用のしかけとかがあるわけだ。

　今はもう、結界はないみたいだが……。

「懐かしいですなぁ。あの人形の製作者と出会ったのだと思った時、余は今日という日が人生の絶頂なのだと信じて疑いませんでした。その後に、もっと幸せな日々が来るとは夢にも思わなかったのです」

「感傷に浸るのは後にしようぜ」

　ドキュメンタリー番組のインタビューみたいなことを言うザノバを促して、先に進む。

　階段を上り、廊下を行く。

　シンと静まり返った城内。地下通路を通った際にすでに日が落ちたらしく、窓の外は暗い。

　メイドたちもいないのか、廊下には明かりの一つもない。

　深夜の病院みたいな静けさだ。パックスの手勢とやらは、外の方に詰めているのだろうか。

「パックスは、どこかな？」

「恐らく、父上の部屋でしょうな」

　父上の部屋……ってことは、王様の寝室とかか。

　ザノバはそのまま先頭に立って歩き始めた。勝手知ったる我が家だが、特に懐かしいとも思わないようで、脇目もふらずに歩いていく。

　俺たちは無言でそれに続いた。

「……あ」

　ふと、ロキシーが立ち止まった。

　ある部屋の前で、ぴたりと。

「どうしました？」

「いえ、昔与えられていた部屋が、ここだったなと思い出しまして」

　その部屋の扉は開いていた。

　中には誰もいない。何の変哲もないベッドと机があるだけだ。

　部屋の主は慌てて逃げたのだろう。ベッドは乱れ、机も床も散らかっている。

　ロキシーがいなくなった後、また誰かが使い始めたからだろう。妙な生活感があった。

　今は他人の部屋だが、ロキシーが暮らしたこともあると考えると、何やら感慨深いものがあるな。

　俺がエリスのところで家庭教師をしていた頃に住んでいた場所、か。

「師匠、ロキシー殿、どうなさった？」

「いや、ちょっとロキシーが昔の自分の部屋を見て感傷的にな……」

「感傷は後だとおっしゃったばかりではないですか……」

　ザノバが呆あきれ顔で戻ってきた。そして、「ふむ」と部屋を見て、ロキシーを見た。

「ロキシー殿が使っていた部屋は、その隣ですが」

「えっ？」

　ロキシーは慌てた様子で、隣の部屋の扉を開けた。

　そして、今まで見ていた部屋と見比べ、廊下を見渡し、何かに気づいて顔を赤くした。

「く、暗くて間違えたんです」

　おのれザノバめ。

　ロキシーに恥を掻かかせるとは。なに考えてやがるんだこいつは。ロキシーが黒といったら、白いモノだってダークマターだろうに。

「師匠、なぜ余の足を踏むのですか？」

「ちょっと足が滑りやすくてね」

「師匠がロキシー殿を敬愛しているのは知っていますが、違う場所を見て感傷に浸っても意味はないでしょうに……」

　もっともだな。

　足を踏むのは勘弁してやろう。

　しかしまぁ、この辺でロキシーが過ごしていたと聞くと、なんか感慨深いな。

　もし、転移事件が起こっていなければ、そのままシーローン王国に居着くこともあったのだろうか。

「先を急ぎましょう」

　ロキシーの言葉で、俺たちはその場を後にした。




　城の中では、結局誰とも出会わなかった。

　誰もいない、なぜか誰もいない。そのせいか、ザノバがやけに饒じょう舌ぜつだった。

「この城の正面玄関は二階にありましてな。外からの客は、皆二階から入城するのです。三階には内政のための──」

　城のことを、淡々と話してくれた。

　一階は兵士や使用人の生活区域。

　二階は大広間や謁えっ見けんの間、客室といった外交用の各種施設。

　三階は会議室や執務室といった内政用の各種施設、防衛用の城壁・主塔に続く渡り廊下などもある。

　四階は王子、王女の居住区。親衛隊の詰め所も。

　そして、五階には王の寝室がある、と。

　そして、その一階にも、二階にも、三階にも……誰もいなかった。

　四階に上がった時に窓の外を見てみた。城の周囲に篝かがり火びが焚たかれ、反乱軍が包囲しているのはわかった。

　だが、パックスの手勢の姿は見当たらない。戦闘が起きている気配もない。

　人影も見えない。暗くてよく見えないってだけじゃない気がする。

　この城は、無人だ。

「……」

　その異様さに、ザノバも気づいたらしい。四階へと上がる頃、ピタリと会話が止まった。

　表情もこわばっている。

　この城で何かが起こっている。その予感をひしひしと感じながら、最後の階段を上った。




　そして、五階。天守閣とも言うべき建物の最上階。

　国王の寝所がある、値段的にも格式的にも、この国で一番高い部屋。

「…………」

　その入り口。扉の前に、そいつはいた。

　死神ランドルフ・マリーアン。

　なぜか置いてある椅子に、休憩でもするかのように、前傾姿勢で座っていた。膝に肘をのせ、手を前で組んで、首をややかしげながら。眼帯に片目を隠された、髑どく髏ろのような顔をこちらに向けていた。

「なんで、この国の王様は、こんな高いところに寝所なんて作ったんですかねぇ」

　彼は俺たちの姿を見つけると、唐突にそんなことを言った。

「こんなところに寝所なんて作ったって、不便なだけでしょうに。執務だって、いちいち下に降りるのも面倒でしょうに。食事を運ばせても、一階の炊事場からここまでじゃあ、若干冷めてしまうでしょうに。年を取って足腰が弱くなれば、上り降りにも一苦労でしょうに。火事なんかあったら、逃げ遅れてしまうかもしれないでしょうに」

　やつれた顔をかしげさせ、ブツブツと言いながらこちらを見てくる。

　普通の疲れたオッサンのような姿勢だが、なぜか背筋にピリピリとしたものが走り抜ける。

「私だったら、一階に作る。執務だってスムーズだし、ご飯も温かいものが食べられる。どこかに出かけるのだって簡単だ……と、思うのは、私が庶民だからなんでしょうねぇ」

　ランドルフはベラベラと喋しゃべりつつ、イヒヒと笑った。

　シャレコウベのような笑い顔に、ロキシーがごくりと喉を鳴らした。

「まぁ、確かに利点はありますよ。こうやって城の中に立てこもるんだったら、ここが一番安全だ。なにせ、この城は、耐魔レンガをふんだんに使ってる。遠方からの魔術にもめっぽう強い。各階には防衛地点もあり、一番上まで攻め上るのは難しい。戦時中の城なんですなぁ、ここは」

　ランドルフは、何が言いたいのだろうか。

　ただ座っているだけだ。脇を通り抜けてもいいのだろうか。正直、こいつに一歩も近づきたくないのだけれども。

「ランドルフ殿」

　迷っていると、ザノバがずいっと前に出た。

　ランドルフは不敬にも姿勢を変えず、ザノバに微笑ほほえみかけた。

　夜中に笑うガイコツ。不気味だ。

「ご機嫌麗しゅう、ザノバ殿下。こんなところまで、いかがなさいました？」

「この城の様子について、何かご存知か？」

「ええ、もちろん、もちろん存じておりますとも」

　ランドルフはそう言いつつ、眼帯をズラした。そこには、怪しげに赤く光る瞳があった。

　瞳の部分には、星のような文様が浮かんでいる。

　魔眼だ。

「陛下の命めいにて、この『空絶眼』の力を使い、王城周辺に壁を作りました。その力により、現在もなお、敵軍勢を引き止めております」

　俺の知らない魔眼だ。オルステッドはそんな魔眼の存在について話してはくれなかった。

　あの人は、いつも俺に大切なことを教えてくれない。でも、眼帯をしているということは、制御できていないということか。言うほど警戒しなくてもいいのか？

「なるほど。他の者は？」

「皆、討ち取られるか、逃げました」

「……それで、その陛下はいずこに？」

「この奥に」

「そうか、うむ、陛下の守護、大義であった」

　ザノバはそう言いつつ、ランドルフの脇を通ろうとした。

　だが、ランドルフは組んでいた手を広げ、それを制する。

「なぜ止める？」

「陛下には、誰も通すなと命じられております」

「しかし火急の用なのだ」

「たとえ火急の用であっても、今、陛下は大変お忙しいのです」

　忙しいって、何やってんだろう。こんなところで配下もなく、できることとはなんだ。

「どいてもらおう。余は、陛下をお救いに参ったのだ」

「陛下は、この城を離れる気はないようです」

「……」

　のらりくらりと。

　まるで何かを隠すかのような問答を続けるランドルフに、ザノバもイライラしてきたようだ。

「陛下と直じかに話をする！」

　ザノバが強引に前に出ようとした時、ランドルフが立ち上がった。

　ゆらりと。

　顔だけが中空に浮かび上がるかのように、存在感のない立ち上がり方だった。

「まあ、お待ちください。陛下は今、非常に心を痛めておいでです」

「心を？」

「ここからは城下の様子がよぉーぅく見える。城壁の内側で敵意を向けて睨にらんでくる兵士も、城壁の外側に集まりつつある兵士が、王を助けようともせず、じっと見守っている様子も……」

　ランドルフはそう言いながら、俺たちの後ろに視線を移した。

　思わず振り返ると、確かに、踊り場にある大きな窓の向こう側に、今の首都の様子がありありと映しだされていた。

　王城を囲む反乱軍。城壁の外、閉めだされた兵士たちが駐屯しているのも。確かに、ここから見ると、集結しているにもかかわらず、反乱軍に対して攻撃を仕掛けようとしていないようにも見えるかもしれない。

　でも、あの集団の大半は、商人や冒険者、あるいはただの旅人だ。

　助けられるはずもない。

「その心がお鎮まりになるまで、私はここを動きません」

「いつお鎮まりになるのか」

「さて……いつになりますことやら。そう時間はかからないと思いますがねぇ」

「ええい、お前と話していても埒らちがあかん！」

　ザノバは、のらりくらりと問答を繰り返すランドルフの肩に手を掛けて強引に押しのけ──。

「ぬおぉぁ!?」

　そのままふっとばされた。

　階段をゴロゴロと転げ落ち、壁に後頭部をガツンとぶつけると、壁がボロリと崩れた。

「月並みなセリフで申し訳ありませんが……ここは通せません。通るというのなら、この私を倒してお通りください」

　ランドルフはそう言いながら、腰の剣の鯉こい口ぐちを切った。暗くら闇やみの中、緑色に光る刃やいばが見える。

　きっとあれも魔剣なのだろうな。

　あ、やばい。いかんいかん。一式も持ってきてないのに、戦うのはよくない。

「ザノバ、落ち着け、ここで戦うのはヤバイ」

「しかし師匠……」

　今の話を聞くに、ランドルフはパックスを守っているだけだ。

　ザノバも、パックスを保護しに来ている。敵ではないはずだ。

　ランドルフがヒトガミの使徒だってんなら話は別だが、その可能性は低いだろう。

　俺を殺すための罠わなにしては回りくどいし、例えばパックスを殺して共和国を作らないってんなら、死神ならもっと早い段階でできたはずだ。それこそ、王竜王国にいた頃にでも。

　でも、一応、聞いておくか。

「ランドルフさん、あなたが待てというなら待ちますが……その前に一つ聞いておきたいことがあるのですが、いいですか？」

「なんでしょうか」

「ヒトガミという存在を、知っていますか？」

　ランドルフは、ニタリと笑った。この城の雰囲気によく似た、不気味な笑いを。

「ええ、知っていますとも、それが、何か？」

　ランドルフはカタカタと笑いながら、そう言った。言ってしまった。

　戦う理由が出来てしまった。

　こいつはヒトガミの使徒で、ヒトガミの思惑があってここにいる。

　その思惑はなにかわからないが、この状況を作ったのはコイツで、その状況の先には、ヒトガミに有利となる何かが待っている。

　なら、コイツは敵だ。敵は倒さなければならない。そう思ってしまった。

　殺気が、出てしまった。

「ああ、結局、やるんですか」

　ランドルフは剣を抜いた。

　刃が緑色の光を放ち、薄暗い廊下を照らす。

　呼応するようにザノバは棍こん棒ぼうを構え、ロキシーも杖つえを向けた。

　そして、始まった。なし崩しとも言える流れで、始まってしまった。

　七大列強との戦いが。












第十話「誰もがみんな空回り」




　戦いはなし崩し的に始まった。

　『一式』がない状態で戦う気はなかったが、始まったのなら迷うわけにはいかない。

「うおおおおお！」

　まずザノバが飛び出した。

　相手は七大列強だが、ザノバはそんな事実をものともしなかった。何の技術もなく、ただまっすぐに走り、愚直に攻撃を仕掛けたのだ。

　棍こん棒ぼうが唸うなりを上げて死神に迫る。

「おっと」

　死神はそれを、余裕で回避した。だが、ザノバが攻撃を当てられないことを、俺は予見している。

　ザノバの攻撃は一撃必殺。

　当たればクリティカルだが、当たる可能性は極めて低い。そいつを命中に導くのが、俺の仕事だ。

　俺は死神が回避するであろう場所に、すでに泥沼を設置していた。

「おっと？」

　泥沼に足を取られ、体勢を崩す死神。

「『氷撃アイススマッシュ』」

　そこに、ロキシーが放った魔術が叩たたき込まれる。死神はとっさに剣で受け流すも、体勢はさらに崩れた。畳み掛けるようにザノバが襲いかかった。

　不死魔王ですら身動きできなくなるほどの怪力。そこから放たれる殴打は、容赦なく廊下の床に穴を開ける。

　死神はさすがというべきか、体勢を崩してなお、それを回避していた。

　だが、誰の目にも、彼が攻勢に移れないのは明らかだった。尻もちをつき、足の裏が地面を捉えていない。剣先はあらぬ方向を向き、左手は肘が接地している。

　死神の顔は驚きょう愕がくに彩られていた。

「まさか、こんなはずは……」

　その呟つぶやきを聞いて、俺はイケると踏んだ。ロキシーに目配せをして、一歩前に出る。

　ザノバもまた、トドメを刺すべく死神に迫る。

　両手を死神に向け、魔力を込める。ザノバの攻撃が当たればよし。当たらなければ、予見眼にて回避方向を特定し、そちらに電撃エレクトリックを叩き込む。麻ま痺ひしたところに、左手の魔道具から岩砲弾ストーンキャノンをぶち込んでフィニッシュだ。

　それすらも回避されるようなら、今一度ロキシーが牽けん制せいをして体勢を崩し、当たるまで続ける。

　特に申し合わせたわけではないが、必殺の連携となった。

　奴は袋のネズミだ。

「むぅっ！」

　ザノバの一撃が死神に見舞われる。

　だが、俺は信じられない光景を目にしていた。

　なんと、死神は受け止めていたのだ。ザノバの怪力を。棍棒を、素手で。凄すさまじい膂りょ力りょくだ。伊だ達てに七大列強とは言われていない。だが、ここまで。受け止めた腕が折れているのは、俺の目にもハッキリと映った。チェックメイトだ。

「ザノバ、どけ！」

　俺の叫びで、ザノバが弾はじかれたように横に飛んだ。

　俺の右手から、紫電が走る。バリンと中空に音を残す稲妻は、死神を舐なめた。

　直撃。

　死神は全身を硬直させ、ガクリと横たわる。ガイコツのような顔がこちらを向いている。何をされたのか理解できていない顔。電撃エレクトリックは闘気で防御しても、麻痺させることができる。

　トドメだ。

　俺は岩砲弾ストーンキャノンを放つべく、左腕のパーツへと魔力を注ぎ込んだ。

「『ショットガン・トリガー』」

　王級とも、帝級とも言われる岩砲弾ストーンキャノンが群れを為なして死神へと飛んだ。岩砲弾ストーンキャノンはオルステッドにも認められた、俺の撃てる最高の必殺技。当たれば、オルステッドですらダメージを負うほどの威力だ。

　この姿勢、このタイミング。死神といえど回避はできず、当たれば大ダメージは免れまい。

　勝った。

「………………え？」

　そう思った次の瞬間。

　岩砲弾ストーンキャノンが掻かき消えた。中空で砂のようになり、死神に降りかかったのだ。

　理解できなかった。

「おお、助けに来てくれたのですね！　死神様！」

　ランドルフがそう言って、俺の後ろを見た。

「！」

　新手!?　死神？　じゃあ今戦っていたのは!?

　最初の自己紹介の時にミスリードさせられた!?

　俺は慌てて後ろを振り向いた。

　そこには──。




　誰もいなかった。




　月夜に照らされた階段があるだけだった。

「ルディ！」

　ロキシーの叫びが聞こえた時には、俺は突き飛ばされていた。

　腰のあたりに青い髪が見える。ロキシーに突き飛ばされたのだ。

　なぜだろう、と疑問に思う前に、俺は空中でロキシーを抱くように姿勢を変えた。

　背中から階段に落ち、魔導鎧マジックアーマーがガキンと音を立てた。

　ダメージはない。

「えっ……」

　仰あお向むけになって階段の上を見上げる。まだ何が起こったかわかっていないザノバと、剣を振りぬいた姿勢の『死神』がいた。

　死神は何事もなかったかのように立っていた。

　電撃エレクトリックで麻痺していたのではなかったのか？　体勢を崩していたのではなかったのか？

　おかしい、なんでだ。

「ルーデウス殿、死神は常に後ろに立つものですよ」

　余裕の表情、余裕の言葉。それで理解が追いついた。演技だ。

　電撃エレクトリックでしびれていたのも、体勢を崩したのも、わざとだった。

　俺に背後を振り向かせるための……。

　ああ、くそ、オルステッドにランドルフはそういう戦い方をするって聞いていたのに！

　それにしても、さっきのは何だ。岩砲弾ストーンキャノンが掻き消された。あれが奴の魔眼の力か……？

　いや、見覚えがある。

　あれはマナタイトヒュドラと戦った時と同じ現象だ。

　てことは……。

「吸魔石か」

「おや、一度でタネがバレるとは……さすが、侮れませんね」

　死神はそう言いつつ、手のひらを広げた。

　革製の篭こ手ての手のひら部分に、吸魔石がはめこまれていた。先ほどは気づかなかったが、あれで吸い取ったのだろう。そういう手のうちがあるとは聞いていなかったが……ていうか、あの吸魔石、俺たちがベガリットから持ってきたやつじゃなかろうな……王竜王国の騎士なら、そういった装備を集めていても不思議ではない。そして、それをオルステッドが知らなかったとしても、だ。

　まあいい。

　少し油断したが、七大列強にそう簡単に勝てるとは思っていない。魔術が効かないとなると戦いにくいが、吸魔石の特性は知っている。吸魔石はその方向に手を向け、魔力を込めてはじめて発動できる。つまり、手のひらさえ向けられなければいい。

　背後に回るか。

　踊り場が狭いのが難点だな……。

　でも、三人いればできないことはないはずだ。

　見たところ吸魔石は一つ。俺とロキシーで前後から同時に魔術を放ち、さらにそこにザノバの追撃が入れば……。

　いや、そんな簡単じゃないだろう。でも、ダメなら、別の方法を試せばいい。

　トライアンドエラー。倒すまで続けるのだ。

「ロキシー、ザノバの後ろ側に回り込んでください」

「……」

　返事がない。そういえば、さっきからロキシーが動かない。

　手がぬるっとした。肩口のあたりに、何か変な感触がある。

「……ん？」

　なんだこれ。赤い。

「ロキシー……ちょ……嘘うそでしょ？」

　ロキシーのローブが切られて、その下から、赤い血が流れだしていた。

　心臓が早鐘を打つ。

　走馬灯のように、昔の場面が思い浮かんだ。俺を突き飛ばして死んだ男の姿。倒れて動かなくなった男。パウロ。最後に俺に手を伸ばした、パウロ……パウロみたいに。

　ロキシー……！　そんな、え？　嘘だろ。

「嘘だ！　ロキシー！」

「……嘘じゃないですから、傷口を触らないでください、痛いです」

　気づけば、ロキシーにじとっとした目を向けられていた。

「あ、はい」

　大丈夫そうだ。ロキシーを離すと、彼女は小声で治癒魔術を唱え、傷を治した。

　ほっとした。心臓に悪い。

「おやぁ？　確かに致命傷だったはずですが……」

　死神は顎あごに手を当て、不思議そうに首をかしげていた。

　ぞっとするようなことを言ってるが、ロキシーはこの通り、ピンピンとしている。

　猿も木からフリーフォールだ。

　ロキシーを仕留めた気でいたらしいが、残念だったな。俺の寿命が縮んだだけの結果に終わったぜ。さぁ、試合再開だ。

「ん？」

　と、そこでロキシーの首からピキリと音がした。

　見ると、出発前に彼女にあげた首輪がひび割れ、みるみるうちに砕け散った。

　続いて、彼女の指。そこにはまっている指輪も、砕けた。

「…………」

　あれはそう。

　『致命傷を受けると身代わりになる魔力付与品マジックアイテム』と『物理攻撃に対するバリアを張る魔力付与品マジックアイテム』だ。

「ああ、ソレでしたか……なぁるほど」

　ゾッとした。

　背筋に氷柱を打ち込まれたかのように寒気が襲った。死神から強風が吹いているような圧力を感じた。

　この風は知っている。臆病風だ。

　そうとわかっていても止まらない。思わず、ロキシーをギュッと抱きしめた。

「る、ルディ……？」

　ダメだ。ここまでだ。俺が想定していたのはここまでだ。あの首輪は、予あらかじめ用意していたものだ。

　だから運じゃない。ここまでは、想定の範囲内だ。

　でも、ここからはどうだ。

　一撃で即死級の攻撃を放ってくる相手。

　トライアンドエラー？　こんな相手に、何度トライできるっていうんだ。コンティニューはない。今ので使いきった。これ以上、こいつとやると、誰かが死ぬ。

　大体、なんで七大列強に、真正面から挑んでいるんだ。

　オルステッドも、魔導鎧マジックアーマーなしで接近戦はするなって言ってたじゃないか。

　そうだ、最初からそうだったんだ。こうすべきじゃなかったんだ。

「ザノバ！　ダメだ！　撤退しよう！」

「師匠!?」

「こいつには勝てない！　一式を取りに戻って再戦するんだ！」

　ザノバは棍棒を構えたまま、二歩下がった。そして、肩越しに俺を見てくる。

「いえいえ、なかなかいい勝負をしていますよ。特に、さっきのは危なかった。もう一度やられれば、防ぎきる自信はありませんね。奥の手も使わされてしまいましたし……」

　死神が囁ささやく。

　確かに、さっきはいけそうな気がした。

　が、きっとこれは嘘だ。オルステッドも言っていた。奴は誘うと。攻撃を誘う、防御を誘う。

　今のこの言葉だって、きっとそうだ。

　いや、それとも本当なのか？　例の幻惑剣とやらは使わず、素で言っているのか？

　さすがに今のは、あからさますぎる一言だ。誘うと見せかけて実は内心では……。

　ええい！

　もう、こいつの言葉は何も信じられん。一つわかることがある。

　今の俺に死神は倒せない。一瞬で、俺の心に、そう刻まれた。

　だが、ザノバはそうは思わなかったらしい。

「なら、師匠はそこで見ていてください。余は一人ででも戦い、突破し、弟に会います！」

　ザノバが突進した。

　俺の目には、それがスローモーションで映った。

　時間が遅れ、音が消え、世界が色あせた。

　一歩、二歩と走るザノバ。

　予見眼の中で、すでに死神は動いている。先ほどのぎこちない動きは何だったんだと思えるほどの速度。眼にも留まらない、俺の動体視力では到底とらえられない速度。

　時間が戻る。

　剣けん閃せんが走った。

「ザノバ！」

　斬撃は、ザノバの脇腹から入り、肩口へと抜けた。

　逆袈け裟さ。鎧よろいが粉々に砕け、ザノバは天井へと吹っ飛んだ。ザノバは勢い良く天井にぶち当たり、そのまま俺の目の前に落ちてきた。音はまだ聞こえない。全ては夢の中のようだ。

「はぁ……はぁ……」

　動どう悸きが激しい。

　大丈夫なのか？　鎧は砕けている。分厚い胸当て部分と、肩当てがガラスのように粉々だ。

　一体どういう斬撃を放てば、金属がこうなってしまうのか、皆目見当がつかない。

「奥義『砕さい鎧がい断だん』に手応えなし……」

　死神の言葉で、世界に音が戻った。

　確かに。確かに、よく見ればザノバの体には傷一つない。鎧の下に来ていたチュニックはバッサリだが、肌は青い痣あざができている程度だ。

「うぅ……ぐぅ……」

　ザノバがうめき声を上げながら、上体を起こし、階上にいる死神を睨にらみつける。

「さすがは神み子こ、やっぱり斬れませんか」

　死神はガイコツのような笑みを張り付けたまま、見下ろしている。

　そして、ゆっくりと剣を鞘さやに戻した。

「でも私、剣神ではないので、斬ることにこだわりはないのです……たしか火魔術は効くのでしたよね？　パックス陛下から、そういう話は伺っています」

　ああ、こいつ魔術も使えるのか。

　でも、ザノバの身につけた鎧は火を無効化……いやダメだ。こんな砕けた状態で、効果が発揮できるとは思えない。

「……」

　ザノバが立ち上がった。

　まだやろうというのか。棍棒を拾い、階段に足を掛けた。

　ロキシーも立ち上がっている。

　俺を守るかのように、一歩前に出て、ザノバを援護するため杖つえを構える。

　俺も立ち上がった。

　ザノバは頑固だ。死ぬまで戦い続けるかもしれない。もちろん、殺させるわけにはいかない。

　ロキシーもだ。

　彼女が死んだら俺は死ぬ。俺の精神が死ぬ。

「まだやるのですか？」

　ランドルフは、無表情でこちらを見下ろしている。特に構えているわけでもないし、魔術を詠唱するわけでもない。余裕の立ち姿だ。向こうから攻撃を仕掛けてくる気はないらしい。

　くそっ、何がいい勝負だ。

　むしろ、手加減してもらった感覚すらある。奴は、俺の岩砲弾ストーンキャノンを無効化した。最初から魔術を無効化する術を持っていたのだ。であるにもかかわらず、他の魔術で俺の行動を釣った。

　まだ、他にも奥の手を隠しているかもしれない。

　オルステッドは何と言っていた？　攻めるべき時に守り、守るべき時に攻める？

　じゃあ、俺が今こう思っているのは、奴の思惑通りってことか？

　わからない。どう動けばいいのかわからない。完全に相手の術中だ。

　首輪はない。鎧もない。相手の手のうちはわからず、『二式改』で奴の攻撃を防げる保証もない。

　ダメだ。どう考えてもダメだ。一度撤退しなければならない。

　ザノバをどうする？

　説得しよう。ダメなら後ろから攻撃し、気絶させよう。そして、一式のところまで戻り、それで戦う。

「ザノバ、今のでわかっただろ。ただまっすぐに攻めても、殺されるだけだ」

「しかし、師匠。パックスが」

「死神は待っていた、まだ時間はあるはずだ。確実性を取ろう」

　ザノバの動きに迷いが見えた。彼も、勝てないことを悟っているようだ。

「お帰りになるのですか？　しかし、恐らくですが……陛下の方ももうすぐ終わりますよ？」

　これは罠わなだ。聞く必要はない。

「ああ、一度出直させてもらいます」

　問題は、逃してくれるかどうかだな。

「いきなり襲いかかったことは謝罪します。だから、今は見逃してくれませんか？」

　下手に出つつ、息を整えつつ、様子を窺うかがう。戦いながら今まで通ってきた道を逃げ、魔導鎧マジックアーマーのところまで。そこで再戦だ。追ってこないなら、それでも良し。

「はぁ、それは構いませんが……」

　あ、いいのか？　なんか拍子抜けだな。

　どうにも死神の意図が読めない。こいつの目的はなんなんだ？

「死神さん、あなた、ヒトガミからどんな指示をもらってるんだ？」

「別に、どんな指示も。会ったこともありませんので」

　え？

「でも、さっき、知ってるって」

「私の親戚が、かつて会ったことがあるらしいので、名前を聞いたことはありますが……それだけですよ。私自身はヒトガミには会ったこともありませんし、話したこともありません」

　するってぇと何かい。

「つまりあなたは、ヒトガミの使徒ではない？」

「使徒が何かは知りませんが……その通りです」

　早とちりか！　ああ、くそっ！　最近、空回りが多すぎるなぁ！

「てことは、あなたはパックス王の敵ではない？」

「はい。私はずぅっと、パックス王とベネディクト王妃の味方ですよ。なんせ、あの方たちだけですからね、私の料理を褒めてくれたのは……」

「つまり、部屋の奥でなにか怪しげな儀式をしていて、それの時間稼ぎをしているわけでもない？」

「ええ……小さな女の子のいる場で口に出すのは憚はばかられる儀式ですが」

　死神はそう言いつつ、ロキシーを見た。ロキシーは小さな女の子と言われ、憮ぶ然ぜんとした顔をしている。確かに、外見的に子持ちには見えまい。

　それにしても、そうか。戦わなくてもよかったのか。

　そうか……なら、謝ろう。俺の早とちりなんだから。

「それは……申し訳ありませんでした。我々もパックス王の敵ではありません。突然の襲撃、改めて謝罪させてください」

「いえ、私もうまく説明できず、申し訳ありません」

　逆に頭を下げられた。これはこれは、どうもご丁寧に……。

　いや待て。こうしているのも、実は死神の手中かもしれない。実は彼は即死技の準備をしていて、今こうして話しているのは時間稼ぎ……ってのはないと思うんだけどなぁ……。

　ああ、ごちゃごちゃしてわからん。

　これが死神の術なら、俺は今、完全にハマっている。手のひらの上で情熱的なタンゴを踊っている。

　と、その時。

「おや？」

　ランドルフが、フッと力を抜いた。

　でも俺は気を抜かない。こいつは隙すきを見せちゃいけない。

「終わったようです」

　何が終わったのだろうか。俺たちの命運か？

「まぁ、そう警戒しないでください。私もあなた方を殺すつもりなどないのですから」

「……嘘つけ、さっき致命傷がどうのとか言ってただろうが」

「はは、確かに……ルーデウスさん、あなた面白いこと言いますね」

　ガイコツに笑われた。今の返答の何が面白かったというんだ。

「私はパックス王に、事が終わるまで誰も通すなと命じられました。事が終わったら、その命令も終わりですよ」

　ランドルフはそう言いつつ、剣を鞘に戻した。そして、ふぅとため息をつきつつ、椅子に座り直した。

「さぁ、どうぞお通りください」

　罠だろうか。背中を見せた瞬間、バッサリという可能性もありうる。

「私に背中を見せるのが嫌なら、どこかに行ってましょうか？」

「いいや、必要ない。信じようではないか」

　ザノバは男らしくそう言って、棍棒を腰に戻した。

　なので、俺も鉾ほこを収めることにした。

　こうして、なし崩し的に始まった戦いは、なし崩し的に終わりを告げたのだった。





　　　　★　★　★






　王城最上階。王の寝室。

　シーローン王国が贅ぜいの限りを尽くした、最高のスイートルーム。壁には絵画が並び、美しい彫刻を施された机も備わっている。奥の部屋には、幅にして五メートルはあるのではないかという、天てん蓋がい付きの巨大なベッド。

　ベッドシーツは乱れており、中心では青い髪の少女がシーツにくるまって、静かに寝息を立てていた。

　王妃ベネディクトだ。周囲には服が散乱しており、ベッドの中では全裸であることが窺える。

　また、部屋の中には、嗅ぎ慣れた臭においが充満していた。

　男と女がアレをした時の臭いだ。そりゃあ、小さな女の子の前では言えないことだ。

　今の今まで、パックスと王妃は真っ最中だったというわけだ。国の一大事だというのに、呑のん気きなものだ。

　さて、そのパックスだが、彼はバルコニーにいた。

　バルコニーの手すりに腰掛け、外を見ていた。子供のように短い手足、大きな頭。王として似つかわしくない醜悪とも言える顔立ち。服装はパンツ一枚だが、その背中は、貧相な、とは決して言えない程度に鍛えられている。

　また、傷跡も多かった。痣あざの跡や、切り傷。その全てが、彼の今までの人生を物語っているかのようだった。

「随分騒がしいと思ったら、兄上が来ていたのか」

　パックスが振り返った時、俺は「呑気」という感想を打ち消した。

　その顔は疲れきっていた。その顔は諦めきっていた。そして、落ち着いていた。

　ランドルフは「心を鎮めている」といった。文字通りの意味だったのだろう。

　俺にも経験がある。出すものを出して、心を鎮めたのだ。

「陛下、お助けに参りました。さぁ、この城を捨て、共にカロン砦とりでへと向かいましょう」

　ザノバがバルコニーの前まで行き、パックスに手を差し出した。

　対するパックスはその手を見て、鼻で笑った。

「助ける？　カロン砦？　何を言ってるんだお前は」

「ここは一いっ旦たん城を明け渡し、別の場所で牙を研いで待つのがいいでしょう。兵力さえあれば、城を取り戻すのはたやすいはずです」

「……そして、また繰り返すのか？」

　パックスはザノバを見た。ぞっとするほど、冷たい眼で。

　こいつが死神と言われたほうが納得できるぐらいの眼で。

「繰り返す、とは？」

　ザノバの疑問。

　それに対してパックスはフッと鼻で笑った。どうせわかるまい、と小声で呟き、バルコニーの外を横目で見る。

「余は、これでも頑張ったつもりだったのだ。父上が置いていた、腐りきった大臣を罷免し、別の者を置いた。戦争に備えて傭よう兵へいも受け入れた。確かに治安は悪くなったが……それも、この国の未来を見据えてのことだ」

　パックスはバルコニーの手すりに背中を預け、ザノバを指さした。

「兄上の帰国を許したのもそうだ。兄上に無理な願いをしたのもそうだ。余なりに、考えた末の結論だ。正直、余は兄上のことなんて嫌いだが、神子としての力は認めているつもりだからな」

「存じております。陛下の苦慮は、このザノバにも、十分に伝わっておりますゆえ」

　ザノバの努めて冷静とも言えるような言葉。

　それが、パックスの癇かんに障ったらしい。彼は拳をグッと握りしめ、憎々しげな目でザノバを睨みつけた。

「何が伝わっているだ！　余の気持ちなど、誰にも伝わるものか！　見ろ、この景色を！」

　パックスは大仰にバルコニーの向こう側を指し示した。

　城の真下には、反乱軍が篝かがり火びを焚たいているものの、町中はシンと静まり返っている。

　城壁の外には、大勢の人の気配がある。篝火が焚かれ、テントのようなものが張られている。

　ここから見ると、大軍勢が首都を包囲しているかのようだ。

「あれだけの兵がいるのに、一向に反乱軍を鎮圧しようなどという気配はない！」

「違います陛下、あれのほとんどは兵ではなく、ただの民。それも、どこの馬の骨とも知れぬ冒険者や、商人たちでございます」

「だから何だというのだ！　余がこの国の全てに疎まれているという事実に変わりはあるまい！」

　バルコニーの手すりに拳を叩きつけて、パックスは喚わめいた。

　俺はその光景を言葉もなく見ているだけだった。

　口出しをしてはいけない。ザノバが話さなければならない、そんな気持ちで。

「陛下、それは違います。決して全てではなくっ……」

「何が違う！　現に、お前も三人ではないか。もっと大勢兵を連れてきてもいいのに！　たった三人！　そっちの二人も、余を助けるのではなく、お前自身の護衛だろう！」

「それは……」

　違わない。俺はパックスを助けるのには反対した。シーローン王国やパックスなんて、どうなってもいいってのが本音だ。ザノバに死んでほしくないから、付いてきた。それだけだ。

「そうさ！　余は昔からそうだった！　どれだけ努力しても、誰も認めてくれない！　ちょっといい結果が出せたかなと思っても、すぐに裏目に出る！　台無しにされる！　いつもそうだ！」

　パックスは大声で喚きながら、次にロキシーを指さした。

「ロキシー！」

　呼ばれ、ロキシーは面食らったように体を硬直させる。

「覚えているか、昔のことだ！」

「え？」

「余が中級魔術を初めて使えた時だ！」

　ロキシーは目を白黒させている。

「余が、自分なりに勉強して！　訓練して！　ようやく中級魔術に成功した時！　お前はどんな反応を見せた！」

「いえ……その」

　横目でロキシーは見るからに狼ろう狽ばいしていた。

　覚えているのだろうか。忘れてしまったのだろうか。俺にはわからない。

「ため息だ！」

「え……」

「喜んでお前に見せた余に、お前はため息を返したのだ！」

「それは……」

「『やっとこの程度か』と言わんばかりのため息に、余がどれだけ傷ついたと思っている！」

　ロキシーは目を見開き、下唇を噛かんだ。まさかとは思うが、本当にため息をついたのだろうか。

　あのロキシーが？　俺が何かに成功するたびに褒めてくれたロキシーが？

「それでも余はな！　お前のことが好きだった！　お前はまだ、シーローンの中でも、余を認めてくれているほうだった！　だからその後も、お前の気を引こうと頑張った！　でもダメだった！　お前はずっと上の空で、余のことなど眼中になかった！　知らぬ男と文通をしていた！　馬鹿馬鹿しくもなる！　努力しても認められないのに、なぜ頑張ろうという気になれるか！　そうして余が頑張らなくなると、お前はあっさりと余を見捨てた！　ゴミでも見るような目で余を見て、どうせやっても無駄なんだろうと言わんばかりの指導をして！　最後にはもういいやと言わんばかりに国を出た！」

　パックスは頭をグシャグシャと掻きむしった。

　当時のことを思い出しているのか、目は充血し、涙が溜たまっている。

「そ、それは……申し訳、ありませんでした……その、わたしも当時は……」

「黙れ！　言い訳なんか聞きたくない！」

　ロキシーは押し黙った。その表情には、深い後悔が見えた。

　努力というものは、自分のためにするものだ。

　なんて、説教くさいことを言える立場に、俺はない。

　少なくとも、この世界に来てから、俺は認められてきた。努力すれば成果が出た。成果が出ない時もあったが、ともあれ成果が出た時は認められてきた。

　だから、俺にパックスを説教する資格はない。

「いいさ……実際、余はこの程度だ」

　パックスはそこで、ふっと力を抜いた。

「王竜の陛下は余にシーローン王国を下さったが、このザマだ。誰も余を王と認めず、誰も付いてこなかった。それどころか、父上の血を引いているかどうかすらわからぬ者を旗頭に、反乱まで起こされる始末だ。その混乱で、王竜の陛下に頂いた騎士たちも死なせてしまった。王竜の陛下も、さぞや余にガッカリしただろう」

　パックスは自嘲げに笑い、目からポロポロと涙をこぼした。

「結局、余を認めてくれたのは、ベネディクトだけだった。彼女だけが、ありのままの余を愛してくれた。言葉は少なかったが、一生懸命、笑いかけてくれたのだ」

　力の限り叫ぶパックスの声は、どうやら階下にも届いたらしい。

　篝火の中から、ざわざわと声が聞こえ始めた。下から、パックスの姿は見えるのだろうか。

　パックスはそれを見て、つまらなそうに言った。

「なぁ、兄上……余は、どうすればよかったのだろうなぁ」

「わかりませぬ。ただ、親兄弟を皆殺しにしたのはやりすぎだったかと」

「だろうなぁ。でも、きっと他の兄上たちが生きていたら、こうやって反乱を起こしただろうさ」

「で……しょうな」

　だが、ザノバはそこで首を振った。

「しかし、誰でも失敗はするもの。反省し、次に活かせばよいではないですか！」

　ザノバの快活な声が最上階に響き渡る。

　こんな時でもこんな声を出せるザノバは、凄すごいよな。

「余は活かせないさ。そういう奴だ。何度も何度も繰り返すだけだ」

　パックスはゆっくりと首を振った。その仕草はザノバとよく似ていた。

　見た目は全然違う二人だが、仕草だけは似通っていた。

　パックスは顔を上げ、俺の後ろを見た。

「ランドルフ」

「ハッ」

　びっくりした。いつのまにか、俺のすぐ後ろに、ランドルフが立っていた。

　死神が後ろに。心臓に悪い。

「前に話した通りに頼む」

「仰せのままに」

「よし」

　前に話したことってなんだろう。もしかして、また、死神との戦いになるんだろうか。だとしたら、この位置はまずいな。近すぎる。一式がないのもきついが、せめてもうちょっと離れた位置から始めないと、勝ち目はない。

　なんて思った、次の瞬間。

　パックスがバルコニーの手すりから、ヒョイと降りた。




「あ」




　ここは五階。落ちた。え？

　飛び降りた!?

「うおおおおおっ！」

　ザノバが走った。

　間に合うはずもないのに、手を差し伸べながら走った。

　手すりを掴つかんで身を乗り出し、そのまま手すりを破壊して、落ちていった。

「ざ、ザノバ！」

　俺は慌てて踵きびすを返し、部屋を飛び出した。




　パックスは庭で死んでいた。

　ザノバは膝をついてその亡なき骸がらを抱き、呆ぼう然ぜんとしていた。

「ああ、師匠、はやく治癒魔術を……」

　ザノバは呆然とした顔でそう言った。俺は懐から治癒魔術のスクロールを取り出し、ザノバに貼り付けた。五階から落ちたせいか、こいつにも打撲の跡がある。

「余ではなく、パックスに……」

「……」

　俺は無言で首を振った。












　パックスはすでに死んでいる。

　頭から落ちたのだろう。無残なものだ。痛みはほとんどなかったと思いたい。

「そうですか……」

「ああ、残念だが」

　唐突に飛び降りるとは思わなかった。

　でも、最初からそう決めていたのかもしれない。周囲は敵だらけで、城を脱出しなかったのも、味方がどこにもいないと思っていたからかもしれない。

　それで、数日は悩んだのだろう。

　結果、自分が王になるのを失敗したと悟って。最初から、死ぬつもりで。

「師匠……」

　ザノバは、パックスの亡骸を抱いたまま、空を見上げた。

　綺き麗れいな満月をバックに城の最上階が見えた。

　王のいない城。もぬけの殻。

「余は何をしていたのでしょうな……」

「……」

「もしかして、余はずっと空回りをしていたのでしょうか」

「そんなことはない。お前はお前なりに頑張ってたよ」

　ただ、その頑張りはパックスにはわかってもらえなかった。

　パックスは他人に認められたいと言っていたが、ザノバを認めることができなかった。

　まあ、それ以前に、ザノバを眼中にいれてなかった感じだが。

　それでも、もっと時間をかければ、わかってくれたんじゃないだろうか。

　パックスがザノバを認める日は、あったんじゃないだろうか。

　俺はパックスを、どうしようもない奴だと思っていたが、それでも、いつか彼を認める日があったんじゃないだろうか。

「どうして、こんなことになったのでしょうなぁ」

「…………わからない」

　ザノバはしばらく沈黙した。

　その後、ふと思い出したかのように、俺の顔を見た。

「もしかして、これも、ヒトガミとやらの仕業なのですかな？」

　今回、どこにヒトガミがいたのかはわからない。

　結局、使徒を名乗る奴も出てこなかった。

　ただ、本来ならパックスは、いろいろあって、この国を共和国にするはずだった。それがなくなった。関与しているのなら、共和国誕生を阻止された形になる。あるいは、ヒトガミの目的は、最初から最後まで、パックスの命だったのかもしれない。あいつは未来が見える。直接的に殺さなくても、精神的に追い詰めれば、パックスが自殺することはわかっていたのかもしれない。

　まぁ、さすがにそれは、回りくどすぎるか……。

　今回、ヒトガミがまったく関わっていないにしても。思い返せば、俺は最初、ヒトガミの指示でこの国に来たのだ。オルステッド曰いわく、ヒトガミは将来のシーローン共和国が煙たい存在らしいし。結果、パックスは王竜王国に行った。

　なら、その時からヒトガミがパックスをどうにかしようとしていたことは、間違いあるまい。

　失敗したな。もっと、よく考えればよかった。

　パックスのことを嫌うあまり、優先順位を間違ってしまったのかもしれない。

「そうかもな」

「そうですか」

　ザノバは、ゆっくりと亡骸を地面に横たえた。

　そして、ゆっくりと、息を吐いた。泣きそうな顔に見えるが、涙は流れていない。

　俺だったら泣くだろうな。

　ザノバは最後に、ぽつりと言った。

「帰りましょう」

　俺はそれ以上なにも聞かず、うんと頷うなずいた。







第十一話「戦後」




　パックスを荼だ毘びに付そうとした。

　焼いて、埋める。この世界での共通の供養方法だ。

　しかしザノバは首を振り、俺を止めた。

　パックスの死体がなければ、反乱が治まらない。国内の混乱を治めるためにも、死体は残しておくべきだと、平へい坦たんな声で言った。

　仮にも一国の王の死体を反乱軍に渡すべきではない。そう思ったが、ザノバから言い知れぬ圧力を感じた。俺は結局、反論することなく、水魔術でパックスの死体を綺き麗れいにし五階へと運んだ。

　五階に上がっていくと、ランドルフが王妃ベネディクトを背負い、大荷物を持っていた。

　ロキシーは、その手伝いをしていたという。

　ランドルフに頼まれ、裸のベネディクトに服を着せて、シーツを使って背負子しょいこを作る。クローゼットから服を出し、カバンに詰めるといった作業を、黙々と。

「陛下は？」

　ランドルフは開口一番、そう聞いてきた。

「逝去なされた。死体は反乱軍に渡し、混乱を鎮める」

　ザノバは淡々と答えた。ランドルフの表情は変わらなかった。

　結果はわかっていたとでも言わんばかりだ。

「私は陛下より、王妃を連れて脱出し、王竜王国に送り届けよと頼まれています」

　恐らくランドルフは知っていたのだろう。パックスが自殺を考えていたことを。

　なぜ止めなかったのか、と俺に言える義理はない。

「では、余らに付いてくるといいだろう。脱出口を知っている」

「ハッ、ザノバ殿下……ご配慮、感謝いたします」

　極めて短いやりとりの末、ランドルフは頭を下げた。つい先ほどまで殺しあっていたランドルフが俺たちに同行する。いつもなら、俺は彼を警戒しただろう。これこそがヒトガミの罠わな、ラストバトルが待っているのだと。でも、そうはならないのはわかった。ランドルフが戦いを望んでいないことがわかった。不思議な感覚だった。

　七大列強第五位『死神』ランドルフ・マリーアン。

　俺なんかと比べ物にならないほど強い男ですら、どこか疲れた顔をしていた。

　もっとも、疲れたのは俺もロキシーも同様だ。もしここで誰かに「ランドルフと戦ってくれ」と頼まれても、俺は力なく首を振っただろう。

　誰もがぐったりとしていた。あのザノバですら黙りこくっていた。

　俺たち四人……ベネディクトを含めると五人か。五人は、重い足取りで、地下通路を使って王城より脱出した。

　水車小屋まで戻ってきた時には、まだ真っ暗で、夜明けまではまだまだ時間があった。

　暗くら闇やみに灯ともし火びの精霊が走ると、水車小屋近くに置いてある魔導鎧マジックアーマーが明るく照らしだされた。

　結局、これも移動以外では使わなかったな。

「これは……もしかして闘とう神しん鎧がいですか？」

　ふと、ランドルフに聞かれた。

　彼は呆ぼう然ぜんとした顔で魔導鎧マジックアーマーを見上げていた。

「いえ、俺とザノバが作った、決戦用の魔道具『魔導鎧マジックアーマー』です」

「そうですか……これを使われていたら、私も危なかったかもしれませんねえ」

「どうでしょうね。結局、俺はあなたの『幻惑剣』には対応できませんでしたから」

　そう言うと、ランドルフはフッと笑った。

「まあ、使う前に追い詰められましたがね」

「え？」

「一連の連携だけで私の体はボロボロに、あの岩砲弾ストーンキャノンを打ち消したことで魔力もほとんどなくなりましたからね……」

　慰めるかのようにそう言われた。

　てことは、あそこでのランドルフの余裕の立ち姿こそが幻惑剣だったのか。

　俺は臆病風に吹かれたが、あそこで攻めれば勝つことができていた……のか？　でもこれも本心だっていう確証はないし……。

　いや……どのみち、ため息しか出ないな。一番の正解は、戦わないことだったのだ。勝とうが負けようが、結局は空回りってことだ。なんか疲れが増すな……。

「そういえば、ランドルフさん。ヒトガミのことを知ってるって言いましたよね」

　せめて、忘れないうちに聞いておこう。

　ヒトガミを知る人物ってのは、それだけで貴重だし。ここまできて、パックスも死なせてしまって。何の成果もあげられませんでしたでは、あまりに情けない。

「ええ、大したことは知りませんが」

「一応、知っていることを聞いておいてもいいですか？」

「いいですが……私の親戚が、大昔にヒトガミの力を借りて強大な敵と戦った話を聞いたというだけです」

「強大な敵、ですか……？」

「自分のフィアンセを守るため、ヒトガミの提案で闘神鎧を盗み出して着用し、それで戦ったそうですよ。当時最強と言われていた、龍神ラプラスに。結局フィアンセは守りきれず、ほぼ相打ちになったそうです……」

　ランドルフは最後に「眉唾ですがね」と付け足し、ククッと笑った。

　でも、その話はどこかで聞いたな。そうだ、確かキシリカとオルステッドが言っていたんだ。

　龍神と闘神が戦ったとかなんとか……。

「幼い頃、酒の席でよく聞かされました。恐らく作り話でしょうが……そんな話を聞いて育ったお陰で、ヒトガミという名前については聞き覚えがあるというだけの話です」

　いや、貴重な情報だ。

　言ってみれば、かつてのヒトガミの使徒についての話だからな。

　まあ、オルステッドあたりはすでに知ってそうだけど。

　情報は多少重複していてもいいはずだ。

「その、親戚の名前は？」

「ビエゴヤ地方の魔王、バーディガーディ」

　あ。いや、うーん。だったら、その話は眉唾かもしれない。

　あの魔王さまは豪快で適当なお方だった。そういう作り話をしてもおかしくない。

　オルステッドが嘘うそをついてるとは思えないけど……まあ、誰かの武勇伝を自分がやったことにするのは、よくある話だ。

「ありがとうございました……」

　最後の最後でどっと疲れた。もう何も言う気力がない。

　俺はそんなものに振り回されたのか……はぁ。

　何も考えず、帰って眠りたい気分だ。考えてみれば、今日は丸一日、寝ていない。

「ランドルフよ、そなたはこれからどうする？」

　俺との会話が終わった後、ザノバがランドルフに尋ねた。

「このまま王竜王国へと向かいます」

「その後は？」

「王妃を出産まで守り、生まれた子に剣と学問と料理を教えます」

　出産ということは、ベネディクトは妊娠しているということか？

　見た目ではよくわからないが……。

「褒めて育ててやってほしいということなので、少々ワガママな子供に育つかもしれませんね」

「そうか」

　ベネディクトが産み、ランドルフが育てる。もしかして、ベネディクトもパックスが死ぬことを知っていたのだろうか。ランドルフ同様、なぜ止めなかったのか……とは言うまい。止めなかったはずがないのだ。一番やるせない気持ちになっているのは、この二人かもしれない。

「ランドルフ殿。最後に一つ聞いてもよいか？」

　ザノバが、ふと思いついたように疑問を投げかけた。

　暗闇の中、ガイコツのような顔がかしげられる。

「そなた、何なに故ゆえパックスにそこまで付き従うのだ？　王竜王国の王の命か？」

　ランドルフは、うっすらと笑った。

「違います。好きだったのですよ、あのお方が」

「そうか、ならば礼を言おう」

「礼って……ザノバ殿下、あなた面白い人ですね」

　ランドルフは薄笑いのまま、俺の方を向いた。

「ああ、そうだ、ルーデウス殿」

「はい？　なんでしょうか」

「ヒトガミには、あまり関わらないほうがいいそうですよ。親戚も言っていましたが、敵にするにしろ味方にするにしろ、ロクな結果に終わらないそうです」

「ええ……そうですね」

　今更だ。できれば、十年前に教えてほしかった。

「私の親戚も、ヒトガミに関わったせいで、酷ひどい目に遭ったそうですからね」

　バーディガーディ。そういえば、あいつもヒトガミのことを知っているような口ぶりだった。

　今は、どこにいるのかさっぱりわからないが……。

「では皆様、お達者で」

「ランドルフ殿も」

　ランドルフは最後にザノバと握手を交わし、踵きびすを返した。

　ガイコツが闇やみ夜よに消えていった。

「……」

　その後、俺たちは誰に何を言うでもなく、水車小屋へと戻り、泥のように眠った。





　　　　★　★　★






　翌日、昼ごろに目を覚ました俺たちは王都へと戻った。

　すでに、王城は反乱軍に占領され、王城の外の集団も消えていた。門の封鎖は、いつのまにやら解かれていたらしい。

　『空絶眼』。ランドルフの魔眼がどんなモノで、どういう原理で敵を王城に入れなかったのかはわからない。でも、彼が王城から離れるか、あるいは時間経過によって効果が消失したのだろう。

　占領された王城からは、炊事の煙のようなものが見え、活気が感じられた。

　このあいだのカロン砦とりでの兵士のように、勝利に酔いしれているのだろうか。

　活気を感じられるのは、王城からだけではない。

　愚王は終わった、これから明るい未来が来る。

　そんな感じの活気が王城だけでなく、町の至るところから感じられた。

　逆に、活気のない場所もあった。

　町の広場だ。そこでは、パックスの死体が晒さらされていた。死体に敬意を払うつもりはないらしく、裸のままで、なぜか肩口のあたりに切り傷があったり、ドロで汚れたりしていた。

　傷や汚れは、後から付けたのだろう。

　自分たちが倒した、ということにしたいのかもしれない。

　ジェイド将軍は「パックスは愚かな暴君で、自分の掲げる者こそが真の王である」と喧けん伝でんしているようだった。プロパガンダの一種だろう。

　実際、パックスが愚かな暴君だったかは、政治の教育を受けていない俺にはわかりかねる。

　以前のパックスならそうだったろうが、最近のパックスは別に愚かでも暴君でもなかったのではなかろうか。いや、王族を皆殺しにしたことにフォーカスすれば、暴君以外の何者でもないが。

　そんな噂うわさが流布されているにもかかわらず、パックスの死体に石を投げつける者は少数だった。

　愛されていたわけではないが、憎むほどでもなかった。

　そもそも、他国にいた時期が長すぎ、かつ在位期間が短すぎて、結局こいつ何だったんだ、と思っている者が多いのかもしれない。

　無関心が大多数。

　そんな印象だ。

「……」

　ザノバはその様子を見て、震えていた。目を見開き、拳を握って震えていた。

　俺もこの光景には、何かこみ上げてくるものがあった。

　やはり、荼毘に付しておいたほうが良かったのではないだろうか、死体を反乱軍に渡さなかったほうがよかったのではないだろうか。城を占領した時点で、彼らだって勝ったと思っただろう。

　いや、それ以前に、俺はパックスを助けられたんじゃなかろうか。

　まさか飛び降りるなんて思っていなかったが、ザノバと一緒に飛び降りて、空中で魔術でも使えば、あるいは……やめよう。

　俺はパックスがあんな簡単に飛び降りるなんて思ってもみなかった。

　手遅れだったのだ。もっと早い段階で、彼が自殺を考えていると気づくべきだったのだ。

　それも、無茶な話だが……。

「余は、また間違ったのでしょうか」

　思考にふけっていると、ザノバがポツリと言った。

　彼の心中はわからない。ザノバが、どれだけ本気でパックスを弟だと思っていたのか、俺にはわかりかねる。ただ、ザノバはパックスに対して、確かに何か特別な感情を抱いていたのだろうことは、顔を見ればわかる。

　俺が知らない過去に、何かがあったのかもしれない。

「どうだろうな……でも、これを見れば、次の王に逆らおうって奴は減るだろう。国は……安定するんじゃないのか？」

　第十一王子。名前はなんだったか覚えてないが、確か三歳だった。

　そいつが指図したってことはないだろう。ジェイド将軍とやらがやらせたのだ。

　理にはかなっている。釈然としないだけで。

「……」

　結局、ジェイド将軍がヒトガミの使徒だったのだろうか。

　殺したほうが、いいのだろうか。でも、もし、パックスを殺すのが目的なら、すでに手遅れだ。

　事が終わったのなら、ヒトガミの使徒から外れている可能性もある。

　よそう。ここまで空回りを続けたんだ。今の俺は、何をしても的外れなことしかできないだろう。

　ていうか、もう自分の判断に自信が持てない。

　一度帰って、オルステッドに指示を仰いだほうがいい。パックスが死んでしまったことも報告しなければならない。とはいえ、ザノバを置いて帰るわけにもいかない。

「ザノバ、俺は明日にでもシャリーアに戻ろうと思ってるけど、お前はどうするんだ？　もうちょっと、ここに残るか？」

「余も師匠と共に帰るつもりですが……しかしその前に、ジンジャーを待ってはもらえませぬか？　恐らく、今頃こちらに向かっているでしょうから」

「あ、そうだな。わかった」

　いかん、すっかりジンジャーを忘れていた。

　そうだな。彼女とも合流しなければならない。ひとまず動くのはジンジャーと合流してから。

　そう考えて、俺たちはその場を後にした。




　その後、三人で王都に宿を取り、三日が経過した。

　ジンジャーと合流するのに、俺たちの方からカロン砦に向けて移動するという案もあったが、行動には移さなかった。早く帰ろうと思うと同時に、もう少しこの国を見ておいたほうがいい気もしていたからだ。数日いたところで、国の何がわかるわけでもないだろうに。

　一応、情報収集は欠かさず行った。

　町の中は、今回の噂でもちきりだ。

　王都を包囲した反乱軍と、パックス率いる王国軍の戦いのこと。ジェイド将軍たちと死神ランドルフの数日にわたる死闘のこと。次代の王がどれだけ聡そう明めいで尊いかということ。

　宿の食堂で、井戸端で、市場で。

　嘘か真まことかわからないような噂が、流れてくる。

　噂には、捏ねつ造ぞうが多かった。

　勝てば官軍とはいうが、酷いものだ。

　もちろん、全てジェイド将軍がでっちあげたわけじゃないだろう。

　全然関係ない奴が冗談まじりで言った言葉が、まことしやかに流れている、なんて可能性もある。

　噂の流れがずいぶんと早いところを見ると、城の外で待機していた時から、すでに噂は流れていたのかもしれない。

　人ってのは、より劇的なものを好むからな。

　事実は小説より奇なり。

　奇妙だがどうしようもなく、あっけなく、やるせないのが現実だ。

　情報の中には、次の王はシーローン王国の半分を北の国に売り渡す、なんてものもあった。

　そういえば、停戦交渉はどうなったのだろうか。

　砦の部隊長が引き継いでくれたのか、そのまま有う耶や無む耶やになったのか。

　なんともわからないが、ザノバはもう、どうでもよさそうだ。

　宿を取ってからというもの、ザノバは思案にふけることが多い。

　日がな一日、椅子に座ってボンヤリとしているのだ。

　思えば、ザノバは家族を失ったわけだ。

　兄を、父を、家を。この国は故郷だと言っていたが、自分の居場所がなくなった故郷に守る価値を感じていないのかもしれない。

　もっとも、落ち込んだり、塞ふさぎ込んだりしている感じはない。単純に考えるべきことが、多いのだろう。今後のこととか。

　落ち込んでいるのは別の人。

　ロキシーだ。

　彼女は、ここ数日言葉も少なく、食欲もないのか小食気味であった。夜になると、物憂げな表情で、じっと暖炉を見ているばかりだ。やはりパックスの死がショックだったのだろうか。

　ショックだろうな。

　最後の最後で、パックスはロキシーへの恨み事を言った。自分が死ぬのはお前のせいだと言わんばかりに。俺だったら、ショックを受ける。

「ただいま」

「……おかえりなさい」

　ロキシーは、今日も膝を抱えて、ぼんやりと火を見ていた。

　俺はいつものように隣に座る。

「あの、ロキシー……」

　そして、いつものようにそこで言葉が止まる。慰める言葉はたくさんあったが、どれも陳腐で、無責任な言葉だ。言う気にはなれない。

　あるいは言ったほうが、ロキシーの気は休まるかもしれないが……。

「確かに──」

　だが今日、ロキシーはふと口を開いた。

「あの時わたしは、ため息をつきました」

　ロキシーはこちらを見ていなかった。けど、俺に向けて言ったのだ。

　彼女は懺ざん悔げでもするかのように、言葉を続けた。

「パックス王子が中級魔術を習得した日。喜び勇んで見せに来た彼に、わたしはため息を返しました。ようやくこの程度かと、小声で言ったかもしれません」

「それは、傷つくでしょうね」

　そう返すと、ロキシーは、ギュッとローブの端を握った。

「正直、パックス王子を教える時は、ルディと比較ばかりしていたと思います。この問題はルディならすぐに理解できた、この魔術はルディならすぐ習得した、と。その上で、この子はルディより下。そう、見下していたのかもしれません」

　俺は中級魔術まですぐに習得した。きっとロキシーも、同じようにあっさりと習得したのだろう。

　でも、誰もが簡単に習得できるものではない。それは、エリスやギレーヌを教えたことがあるからわかる。

　パックスはきっと、頑張ったのだろう。彼なりに努力をして、工夫をして、練習して、習得したのだ。

　それをロキシーに見せ、褒めてもらおうと思ったら、ため息。もし、俺がブエナ村にいた頃にそんなことをされていたら……。

　ロキシーを尊敬していなかっただろうし、結婚もしていなかったかもしれない。

「当時、わたしは上ばかりを見ていました。王級の魔術を習得し、さらに高みを目指そうと考えていました。傲ごう慢まんだったのかもしれません。自分より下の者をないがしろにしてしまうほどに」

　ロキシーは下唇をかんで、ギュッと膝を抱えた。

　俺は彼女の背中を撫なでた。ロキシーはかすかに震えていた。

「反省していたつもりだったんです。失敗したと、次はうまくやろうと」

　ロキシーの目に、みるみるうちに涙が溜たまった。

「でも、わたしは反省なんて、できてなかった。漠然と、教え方を間違えたと思ってはいましたが、王宮という環境がそうさせているのだと、自分を正当化していました」

　ロキシーの目から、ポロリと涙がこぼれた。

「自分の態度がパックス王子を変えてしまったのだと、気づかなかった。先日、彼自身から言われるまで、ずっと、ずっと気づいてなかった」

　止めどなくポロポロと流れ出る涙に蓋ふたをするように、彼女は膝に顔をうずめた。

　丸く、小さくなった彼女の背中を、俺は撫でた。

「パックス王子には、次なんてなかったのに……」

　ロキシーはそのまま、泣いた。俺は彼女の背中を撫で続けた。しばらくそうしていた。

　ただ、嗚咽おえつに震えるロキシーの背中を撫で続けた。

　やがて、ロキシーの嗚咽は止まった。

　顔を上げ、真っ赤に充血した目で俺を見た。












「ルディ、わたしはこれから、教師を続けてもいいのでしょうか」

「……」

　なんと答えるべきか。俺にはわからない。俺は教師じゃないから。

　ただ、昔彼女に対して言った言葉がある。

「先生」

　どこかのゲームか漫画からパクってきただけの、上っ面の言葉。

　今でもおためごかしになるかもしれない。慰めにしか過ぎないかもしれない。ごまかしているだけかもしれない。

「先生は、失敗したんじゃなくて、経験を積んだんです」

　でも間違っているとは思わない。

「先生が同じ失敗を繰り返さないなら。先生の生徒は、みんな俺のように立派に育ち、幸せになります」

「……」

　ロキシーは、じっと俺を見ていた。

　青い髪に、青い睫まつ毛げ。震える小さな唇。当時は手が届かないものだったが、今は違うもの。

「ルディは、幸せですか？」

「はい、辛つらいことはありますが、ロキシー先生の教えのお陰で、幸せになれました」

「ルディは……いつも、そう言いますね」

　そりゃそうだ。本当のことなのだから、日ごとに言うことが変わるわけがない。

「うまく説明できませんが……俺が人生の第一歩を踏み出せたのは、先生が馬に乗せてくれたからです」

「大げさですね……きっと昔のことだから、そういう風に思い込んでいるんですよ」

「確かに大げさかもしれませんが、事あるごとに失敗しながら前へと進んでいく先生を思い出し、勇気づけられたのは間違いありません」

　真面目にそう言った。

　確かに、ロキシーという教師によって、一人の生徒が道を誤ったかもしれない。

　ロキシーだけのせいじゃないとか、そういう気休めを言ってもいいが、彼女が責任感を感じている以上、彼女の中では、パックスを殺したのは自分なのだ。

　でも逆に、ロキシーという教師によって、生かされた生徒だっているのだ。

　俺がそうだ。

　俺を今まで生かしてきた人間はロキシーだけじゃない。

　でも、ロキシーのお陰でもあることは、間違いがない。

「今回のことを忘れろ、なんて言うつもりはありません。むしろ、忘れないほうがいいでしょう。でも、同時に、ロキシーに生かされた、俺みたいな人間もいるんだってことも、忘れないでください」

　偉そうなことを言っている自覚はある。

　だが、本音だ。ロキシーに、教師という生き方を否定はしてほしくない。

「……」

　ロキシーはぽかんとした顔で俺を見ていた。口を半開きにして、赤い目を見開いて、何かに気づいたようにふるふると体を震わせて、鼻から鼻水が垂れてきて、慌てたように膝に顔をうずめた。

「ルディ」

「はい」

「ララはきっと、私をパックス王子にもう一度会わせようとしたんですね……」

　答えはわからない。ララにしかわからない。

　ロキシーにとってはそうでも、俺にとっては違うかもしれない。

「……きっと、そうでしょうね」

　その後、ロキシーはしばらく泣いた。

　俺はずっと隣にいた。

　翌日から、ロキシーは少し元気になった。




　五日ほど経過した。

　ジェイド将軍は戴冠式を企画しているらしい。派手にやるらしいが、この国にそんな余裕はないはずだ。でも、頭が変わったと世間に知らしめるのは重要なのだろう。

　そんな噂を聞いた頃、ジンジャーと合流できた。

　あの後、彼女も体力を回復させてから、俺たちを追ってカロン砦を出発したらしい。

　やや遅れたのは、馬を途中で乗り潰つぶしてしまい、代わりの馬を探すのに時間がかかったからだそうだ。

　彼女は王都の様子を見て、俺たちから何があったのかを聞き、一瞬だけ当然だという顔をしたが、すぐに元の表情に戻り、「そうでしたか」と呟つぶやくにとどまった。

　彼女はパックスに酷いことをされたのだから、仕方がない。

　仕方がないとわかっていても、やるせない。

「それで、ザノバ様はいかがなさるおつもりでしょうか？」

「ふむ」

「やはり……国をお守りになるのでしょうか？」

　そう聞いた時、ジンジャーの顔は平静だったが、声は若干、震えていた。

　パックスは死んだ。ザノバの命を脅かす者はいない。次の王は、ザノバを危険視するかもしれないけど、ジェイドはキレる男だ。パックスと違い、ザノバに個人的な恨みは抱いておらず、神み子この有用性も知っているはずだ。

　危険なことには変わりないが、それでも理詰めで対処できる相手。

　パックスよりは、相手をしやすく、仕えやすい人物といえるだろう。

「いや」

　しかし、ザノバは力なく首を振った。

「魔法都市シャリーアに帰る」

「……ハッ」

　ジンジャーは、大仰に頷うなずいた。若干、嬉うれしそうな顔だった。ジンジャーはザノバが立派な王族であることを望んでいると思っていたが、それ以上に、生きていてほしいのだろう。

　俺も正直ほっとした。

　何はともあれ、最初の目的だけは達成できた。

　そう思いつつ、ザノバの顔を見て、嫌な予感がした。

「ジンジャーよ」

　ザノバは何やら、決意のこもった顔をしていた。

　シーローン王国へと旅立つ直前と同じ、何かを決意した顔だ。

「余はな……国を捨てようと思う」

「国を、捨てる……あ、亡命なさるのですか？　いい考えだと思います。ラノア王国は、ザノバ様を快く受け入れてくれるでしょうし、ルーデウス様の口添えがあればアスラ王国でも……」

「いや、亡命ではない」

　ザノバはもう一度、首を振った。

　そして、言い聞かせるように、膝をつくジンジャーを見下ろした。

「余は王族という身分を捨てようと思うのだ。此こ度たびの反乱で死んだことにし、シーローン王国第三王子ザノバ・シーローンではなく、ただのザノバとして、これからの生を全うしようと考えている」

　ジンジャーの顔が曇った。嫌なのだろうか。身分を捨てるってのは、俺にはよくわからん感覚だ。

　捨てるような身分を持ったこともないしな。

「……それも、良い考えかと思います」

　でも、ジンジャーは否定しなかった。

　シャリーアに住んでいた頃のザノバって、毎日が楽しそうだったし、今更シーローン王国に戻ったところで、肩身の狭い思いをするだけだろうし、他の国に亡命しても、神子ということで利用されるだけだろう。

　それなら、身分を捨てたほうが好きな生活はできる。

　王族でないとすると金の方が問題だが……なんだったら俺の方で仕事でも斡あっ旋せんしてやろう。

　魔導鎧マジックアーマーの専属メカニックになってもらい、給料を払うという形か、それが嫌なら傭よう兵へい団で何かしてもらうのでもいいだろう。

「うむ。ジンジャーよ、今まで世話になったな」

「ありがたきお言葉……」

　ザノバも満足そうに頷いた。ジンジャーもほっとした顔で胸を撫で下ろした。

「それでジンジャーよ、お前はこの後、どうするのだ？」

「……無論、今後ともザノバ様にお仕えしようかと」

　ジンジャーは当然のように言ったが、ザノバは眉をひそめた。

「しかし、そなたは余の親衛隊だったとはいえ、シーローンの騎士。余が王族でなくなるのであれば、仕える理由もなくなろう」

「いえ、自分にとってザノバ様が王族かそうでないかは、些さ細さいな問題に過ぎません」

「ふむ、だが給金は出せぬぞ？　たしかお前は、家族に仕送りもしていたであろう？」

「すでにみな成人し、自立しました。もはや養うべき者はおりません」

　二人はその後も問答と続けた。

　渋るザノバと、食い下がるジンジャー。しかし、段々とザノバの問いに、キレが失われていった。

「これ以上、余のところにいれば、婚期を逃すやもしれんぞ？」

　ザノバが最後に言ったのが、そんな問いだった。

　婚期って……そういや、ジンジャーって、今なん歳ぐらいなんだろうか。この世界の結婚適齢期を考えるに、すでに逃してしまっている気もするが。

「結婚など！」

　そこで、ジンジャーもしびれを切らした。

　ガバッと頭を上げ、両手を広げた。膝立ちになる。何をするのか……とおもいきや、ダンと体を地面に叩たたきつけた。五体投地だ。

　シーローン王国では、最大の敬意を示すには五体投地をするのだろうか。

　ザノバもよく、やってたし。

「私はミネルヴァ様より直々にザノバ様を頼むと言われた身！　たとえザノバ様が王族でなくとも、関係ありません！　騎士でなく、側そば女めとしてでも結構でございます！　何なに卒とぞ！　私の身の上を思うのであれば、何卒、御お側そばに！」

　唐突な仕草に俺は戸惑いを隠せなかった。

　確か、ミネルヴァというのは、ザノバの母の名前だったか……。

「ふむ」

　ザノバは考えるように顎あごに手をあて、ゆっくりとしゃがみ込んだ。

「ジンジャー、そなたの思いはわかった。面おもてをあげよ」

「…………」

　ジンジャーが泣きそうな顔で上半身を持ち上げた。

「そこまで言うのであれば、無理に突き放そうとはせぬ。しかし、騎士や従者としては扱わぬ。これからは余の理解者としてそばにいてくれ、いいな？」

　ジンジャーの眼からポロポロと涙がこぼれ落ちた。

「ハッ！」

　そして、もう一度五体投地へと戻った。

　美しい光景……なのだろうか。見える部分だけだと、ちとシュールだ。

　ともあれ、ザノバが帰ると決めたのなら、今回の一件は終わりだ。

　一件落着とはお世辞にも言えない。何かが解決したわけでもない。

　後味も悪い。敗北感と徒労感、ストレスだけが残った。

　けど終わりは終わりだ。帰ろう。







第十二話「ザノバの選んだ道」




★ ザノバ視点 ★




　かつて、余は人間と人形の区別がついていなかった。

　喋しゃべるか喋らないか、その程度の差しかないと思っていた。

　少し育った時に区別はつくようになったが、あまり変わらなかった。人間など、少し振り回せば腕がもげ、首が取れる。どこにでもある木で偶く人形と同じだと思っていた。

　余は人形が好きだ。人形というだけで好きだ。出来のいい人形、出来の悪い人形といろいろあるが、出来が悪くても好きな人形はたくさんある。

　人間というのは言うなれば……嫌いな人形だ。

　人形のくせに文句ばかり言って余を不自由にしたがる、嫌な人形だ。

　その考えに変化があったのは、師匠と出会ってからか。

　すぐに変わったわけではない。師匠と出会って、魔法都市シャリーアに赴き、師匠と再会し、数年……いつしか、全ての人間が嫌いというわけではなくなっていた。

　きっかけは、ジュリだったろうか。

　余と師匠とシルフィ殿で見繕った、人形を作らせるための奴隷だ。最初は言葉も喋れず、自分のこともロクにできない、面倒な存在だった。

　余は師匠にそんな存在のお守りを申し付けられた。面倒ではあったが、どんな人形も木片から削りださねば人形にはならない。ゆえに大切にせねばならぬと肝に銘じ、あれこれと一つずつ教えこんだ。

　そうしているうちに、ジュリはいつしか面倒な存在ではなくなっていた。

　わからんでもない。

　余の言うことを素直に聞き、師匠の技術を素早く吸収する彼女。

　今まで出会ったどの人間より、余好みの人間となっていく姿を見て、嫌いになろうはずもない。

　彼女と生活し始めた頃からだろうか、その他の人間も、少し違って見えるようになった。

　それに気づいたのは、ジンジャーが来た時か。

　ジンジャーは、余に対し、小言ばかり言う存在だった。くだらない、小さなことこそが重要だと勘違いしており、枝や葉の部分から物事を語ろうとする。枝より根が重要なのだ、根がしっかりしていれば枝は少なくても良い葉が付くのだと説いても、決して理解を示さない。

　正直、邪魔な存在だった。

　それが、再会した時には邪魔ではなくなっていた。相変わらず小言は多かったが、なぜか邪魔ではなくなっていた。

　なぜか。なぜ余はこうも変わったのか。

　間違いなく、師匠の影響だろう。

　師匠は、決して余を見捨てなかった。不器用で、力ばかり強く、人形を作ろうとしてもすぐに壊してしまう男。魔力も少なく、師匠の期待に応えられない男。師匠がどれだけ余に人形作りの秘技を教え込もうとも、全てを無駄にする男。

　余は諦めかけていた。余には人形など作れぬのだと。人形作りとは神の所業にほかならぬのだと。

　でも、師匠は諦めなかった。あの手この手で、余に人形作りを教え込もうとした。人形製作に関わりを持たせようとしてくれた。

　嬉うれしかった。

　これほどまで余を見てくれる存在は、今までいなかった。

　だから、師匠がいなければ、ジンジャーが余を見てくれていたのだとは、わからなかったろう。

　そこでようやく、愚かな余は気づいたのだ。

　人形と人間は違うのだと。

　それが大切だということは、余にもわかった。愚かな余はなぜ大切かわからなかったが、とにかく大切なのだとわかった。

　師匠は、決してそのようなことを口に出して教えてはくれなかった。

　ただ行動で示してくれた。余に「気づかせて」くれたのだ。それだけでも師匠には恩があるし、尊敬もする。そんな人物を師として仰げたことを、誇りにすら思う。

　しかし、愚かな余には、師匠の行動がわからないこともあった。

　例えば、ナナホシ殿のことだ。サイレント・セブンスター。ナナホシ・シズカ殿。

　彼女は、故郷に帰るために召喚魔法陣を研究しているらしい。

　その故郷というのがどこかは教えてくれなかったし、興味もない。

　ただ一つ言えるのは、余にとって故郷とは、悪い思い出しかない場所だった。

　強く故郷に帰りたいと願うナナホシ殿に共感する部分はなかった。師匠も、故郷であるアスラ王国には、嫌な思い出が多いと聞いていた。

　だというのに、師匠は献身的にナナホシ殿を手伝った。ナナホシ殿の心が折れれば己の家に連れ帰り介護し、ナナホシ殿が重い病にかかれば、魔大陸まで旅して治療法を探してきた。

　余も手伝った。なぜか、それを嫌がる気持ちはなかった。師匠がやることだから、師匠の手伝いをしているのだと、難しく考えることもなかった。ただ、師匠がナナホシ殿を手伝う理由はわからなかった。

　そんな中、余の中で変化があった。

　いつしか、余も故郷のことを思うようになったのだ。たまにではあるが、あの嫌味なシーローン王宮が、何やら無性に懐かしく思える日があったのだ。

　ナナホシ殿が故郷、故郷と言うから、きっと伝染したのだろう。

　だからだと思っていた。

　シーローン王国──パックスから救援要請の手紙が来た時「行かねば」と即座に結論が出たのは。

　余は実は国が好きで、実はいざという時は国を守ろうと考えていて、今がその時だから動かなければいけないのだ。そんな風に考えていた。

　違った。

　カロン砦とりでにて、師匠に帰ろうと説得され、余の心は揺れ動いた。

　帰ろうと思ったのだ。国のことなどどうでもいいなと思えるぐらい、師匠と人形を作る日々は楽しく充実していたから。でも帰ってはいけなかった。

　帰るわけにはいかない、その思いだけがあった。

『パックスが弟だから助けたい』

　それはとっさに出た言い訳に過ぎなかった。

　師匠ならこう言えば納得するだろうという打算もあった。

　だが、なぜかしっくりきた。

　理由はわからなかった。

　嘘うそをつくと、最初からそうだったかのような気持ちになると聞いたことがあるから、それなのだと思っていた。

　でも、そうじゃなかった。

　それがわかったのは、パックスが飛び降りて、その亡なき骸がらを見た時。

　ふと昔のことが頭をよぎった。兄上──第二王子の主催するパーティに呼ばれた時のことだ。

　何のパーティだったのかは、憶おぼえていない。

　絶対に出席しなければいけないような類たぐいのものでもなかった。

　なぜ出席したのかも、憶えていない。

　憶えているのは、その時、偶然にも余の席の隣にまだ幼いパックスが座っていたということ。

　ロキシー殿が来る前の話だ。当時、パックスはまだ十歳にも満たなかったように思う。

　会話はなかった。ただ、隣に座っただけだ。

　パックスが余に話しかけようとしている雰囲気はあったが、余は面倒だったので、パックスの方に顔を向けることすらなかった。パックスもまた、最後まで余に話しかけることはなかった。

　話しかけられたわけではないが、ある意味、無視した形だ。

　パックスの亡骸を抱き上げた時、ふと思った。

　なぜ、あの時に声の一つも掛けてやらなかったのだろう、と。

　そこで全てが氷解した。

　理解した。

　自分の不可解な行動が、師匠のナナホシ殿に対する行動の意味が、わかった。

　師匠は恐らくナナホシ殿を、妹のように思っていたのだ。

　なぜ気づかなかったのだろうか。師匠には実の妹もいるのに。

　特に、師匠の上の妹とナナホシ殿に対する接し方は、よく似ているようにも思う。少し違うが、よく似ている。やることを見守りながら、何かあれば助けてやる。妹を慈しむように、師匠はナナホシ殿を世話していたのだ。

　そして、なぜ自分がそれを手伝ったのか。手伝った後、なぜ故郷のことを思い出すようになったのか。なぜ、パックスから手紙が来た時、周囲の反対を押し切ってまで国に帰ることを決意したのか。カロン砦の戦闘の後、なぜパックスを救出しなければいけないと思ったのか。

　なぜ、とっさにあんな嘘が出たのか。

　なぜ、その嘘がしっくりきたのか。

　わかった。全てがわかった。全てがつながった。

　でも、遅かった。そんな遅くに気づいてはいけなかったのだ。

　パックスは死んだ。師匠のようにはいかなかった。

　だが、まだできることはある。







★ ルーデウス視点 ★




　魔法都市シャリーアへと戻ってきた。

　行きはよいよい帰りは怖い、なんていうが、帰りはスムーズに帰ってきた。

　魔導鎧マジックアーマーを使って馬車を曳えい行こう。森に着いて転移魔法陣を用意してもらったら、ザノバと二人でバラバラにして空中城じょう塞さいへと運び入れた。

　ロキシーだけ先に通過させてもらい、俺とザノバはペルギウスに帰還の挨拶をした。

　ペルギウスは「そうか」と素っ気ない態度で出迎えてくれた後、例の部屋に連れていかれ「国に縛られるなど愚かなことだ」といった訓くん辞じを頂いた。ザノバが素直に頷うなずき、王族であることをやめると説明すると、ペルギウスは満足したようだった。

　俺もペルギウスから「ご苦労」と労ねぎらいの言葉をもらった。

　なんだかんだ言って、茶飲み友達がいなくならなくて、ほっとしているのだろう。

　ちなみに、ナナホシにも帰還報告をしたが、「はぁ」とため息をつかれた。

　泣いて別れて出戻りでは、感動も台無しだろう。気持ちはわかる。

　さて、そろそろエリスも臨月だろう。

　出産の時ぐらいは、そばにいてやらなきゃいけない。帰宅だ。

　が、その前にやるべきことがあった。

　オルステッドへの報告だ。




　今回は、してやられた。

　ザノバを連れ帰るという目的は達成できたし、俺に被害はない。

　だが結局、ヒトガミの目的もわからないまま、パックスは死んだ。将来的にシーローン共和国はオルステッドにとって重要な人物を生み出すというから、つまり強い駒を一つ取られた形だ。完敗と言えよう。

　そう考えると、戻ってきたのは早計だったかもしれない。

　しばらくあの国にとどまり、共和国になるべく働きかけを……。

　いや、それで共和国になるなら、オルステッドも「パックスを助けろ」などと言うわけもないか。

　ともあれ、起こったことを正直に話すべきだろう。

　そして、補ほ填てんできるのならば、それを行うのだ。

「ではロキシー、俺は一いっ旦たん、事務所に寄ります。魔導鎧マジックアーマーも格納しておきたいので」

「わかりました。ではわたしは、先に戻って家族に無事を伝えておきます」

　町の入り口あたりでロキシーと別れ、事務所へと向かう。

　と、なぜかザノバが付いてきた。

「なんだザノバ？」

「いえ、鎧よろいのお陰で生きながらえたと、オルステッド様に礼を、そして鎧をダメにした謝罪を」

「そっか」

　ザノバがオルステッドに礼を言うなんて、珍しいな。

　呪いのせいで、そういった感情はシャットアウトされると思っていた。クリフの研究の成果だろうか……オルステッドを目の当たりにしたら、殴りかかったりするかもしれないが、それは俺が押さえればいいだろう。

　そう納得しつつ、俺はザノバと共に事務所に戻った。

　魔導鎧マジックアーマーを武器庫に収納。鍵を掛けてから、本館の方へと移動する。無人のロビーを抜けて、社長室へ。

「すぅぅ……」

　──入る前に、深呼吸。

　失敗の報告だ。今までも、何度か失敗したことはあったが……今回は大きな失敗だ。

　お叱しかりを受けるかもしれない。

　……今日は不在とかないだろうか。

　いやいや、報告は早いほうがいいに決まっている。

　よし。まず、ノックだ。ノックは人の心に余裕を持たせる。冷静と礼儀のノックだ。

　指で軽く、コンコンと。

「ルーデウスか」

　ああ、不在ではなかったか。

　だが、説明すべきことは全て整理してある。誠実に正しくいこう。

「失礼します！　ルーデウス・グレイラット、ただいまシーローン王国より帰還いたしました！」

　俺はバンと扉を開けて中に入り、腰を曲げて一礼し、顔を上げて。

「ふあぁ!?」

　変な声が出た。

　オルステッドが黒いフルフェイスのヘルメットをつけていたのだ。

　これ、もしかしてアレか。クリフの作った新しい顔……じゃなくて魔道具か。

「無事に帰ってきたようだな」

「……は、はい」

　出鼻をくじかれたが、気にすることはない。誠心誠意、失敗したことを報告するのだ。

　何の成果も上げられませんでした、と。いや、それは違うか。

「報告します──」

　俺は淡々と今回のことを報告した。

　何に気をつけ、何に気づかなかったのか。

　後から突っ込まれても大丈夫なように、一つずつ、冷静に、丁寧に。

　一つの物事を得て、俺が何を思い、どう考えたのか、誰に相談し、どう結論付けて行動したのか。

　そして、その結果どうなったのか。ヒトガミの思惑の予想と、どう動くのが正解だったと考えているのか。そのあたりをまとめて報告した。

「大変、申し訳ありませんでした。命令を完遂することができず、パックス王子を死なせてしまいました」

　最後に、頭を下げた。

　どう言い繕っても、失敗は失敗だ。罰があるなら、甘んじて受けよう。

「……」

　オルステッドはどんよりとした気配を放っていた。

　表情がわからない分、いつもより怖い。

　正直、俺にとってはヘルメットをかぶっている時の方が怖い。

　てか、なんでかぶってんだろう。取ってくれないかな……。

「王竜王国国王レオナルド・キングドラゴンはヒトガミの使徒だった。恐らく、シーローン王国将軍ジェイドも使徒だろう。ヒトガミはこの二人を操ることでパックスを追い詰め、自殺に追いやったのだ」

　オルステッドはそう結論付けた。

　使徒は二人。まずは王竜王国の国王を操りパックスに援助させ、その際にパックスに「王竜王国の王の期待に応えなければいけないという意識」を植え付けさせたという。王女を与え、死神を与え、万全の状態にして……ジェイドを操って失敗させる。

　流れとしてはこんな感じだろう。ヒトガミに未来が見えているのなら、誰がどう動けばパックスが自殺するのか、わかっていたはずだしな。

　実際にそうだったかどうかは定かではないが、一番アッサリした推測だ。

「最後の一人は？」

「もうひとりは、ビスタ国の王か……あるいはいない可能性も高い」

「そういえば死神が言ってましたが、かつて魔王バーディガーディが使徒だった可能性もあるそうで」

「……あの魔王が使徒なら、姿を見せないということはあるまい」

　ああ、確かに。目立ちたがり屋だったしな……。

　ともあれ、俺の存在はヒトガミにとってイレギュラーだったはずだ。

　だからこそ、俺が会いそうにない人間を積極的に使徒にしたと見るべきだ。

　でも、俺はヒトガミの意図に気づけなかった。情けない。

「今からでも、ジェイドをやっつけてきましょうか……？」

「もう遅い」

　オルステッドは感情のこもっていない声を出した。

「その、申し訳ありませんでした」

「俺が事前に間違った予想をし、レオナルドを殺した後、お前に全てを任せず、シーローン王国に行っておくべきだったと反省すべき点もある……だが……」

　それだけ言うと、オルステッドは黙ってしまった。

　気にするな、とは言ってくれないらしい。今回の失敗は、それほど厳しいのだろうか。

「えっと、誰かでパックスの代用とかできないのでしょうか」

「代用はできん」

「なんともなりませんか？」

「……」

　黙られてしまった。シーローン共和国はそこまで重要なキーだったのか。念を押して二度も言われるわけだ。どうしよう。どうやって挽回すればいいんだろう。

「オルステッド様、よろしいですかな」

　と、そこで俺のすぐ後ろから声が聞こえた。

　振り返るとそこにザノバがいた。いつからいたんだ……って最初からか。喋らないから、外で待機していたのかと思った。

「ザノバ・シーローンか……」

　オルステッドも、今気づいたかのようだ。

　いや、実際、今気づいたのかもしれない。あのヘルメット、前は見えないはずだし……ていうか今更気づいたが、声が出るようになったんだな。てことは、息もできてるんだろうか。

「まずは礼を、鎧を貸与していただき、まことにありがとうございます。破壊されてしまいましたが、お陰で一命を取り留めました」

　ザノバは一歩前に出て腰を折った。

　オルステッドの表情はわからないが、ヘルメットのお陰で、少しは印象も緩和しているはず。

　あ、でもヘルメットをかぶっていたのはそういうことか。

　実は最初からザノバの気配を感じていて、予あらかじめかぶっていたのか。

「礼ならルーデウスに言うがよい。それだけか？」

「いえ、それだけではありません」

　礼を言うだけ。先ほどはそう言っていたように思ったが、ザノバはさらに一歩、前に出た。

　まるで、オルステッドを威圧するかのように。

「今の師匠の話を聞くに今回の一件、オルステッド様と敵対勢力の戦いにパックスが巻き込まれた……ということでよろしいですかな？」

「間違いではない」

　もしかして、ザノバは今回の一件がオルステッドの仕業だと思っているのだろうか。

　だとすると、ザノバを止めたほうがいいのだろうか。

「しかし、オルステッド様は我が弟を助けようとしてくださったように聞こえましたが、いかがか？」

「助けようとしたわけではない。ヤツの生み出す国、そこから誕生する人物が欲しかった」

「生み出す国？　誕生する人物……？」

「それが何かは、貴様に説明してもわからん」

　今日のオルステッドは随分と意味深な言い方をする。

　しかし、そこは俺も知りたい部分だ。そこが何かわからなければ、挽回のしようもない。

「オルステッド様、できれば詳しく説明していただければ、と思います」

「……」

　そう言うと、オルステッドは沈黙した。

　部屋の中がシンと静まり返る中、ヘルメットから呼吸音が聞こえてくる。コーホーと。こんな状況でなければ、緊張感が解けていくような音だ。だが、まるでその呼吸音が怒りの吐息のように聞こえて、俺の緊張は高まっていく。

「……パックス・シーローンは王となった後、共和国を作り上げる」

　それは前にも聞いた。聞きたいのは、その先だ。

「共和国となってしばらくして、奴隷商人だった男が台頭してくる。名を、ボルト・マケドニアス。パックスはその男を重用する」

　ボルト・マケドニアス。それが今回の重要人物か。

「ボルト・マケドニアスは、国の重鎮となり、シーローン共和国に根を張る」

「何をする人物なんですか？」

「ボルト・マケドニアス自体は何もしない。ただ、その子孫から、魔神ラプラスが生まれる」

　ラプラス。ここで出てくるのか。

「パックスが死んだ以上、ラプラスがどこから生まれるかはわからなくなった」

　つまり、パックスが共和国を作るということが、ラプラス誕生のフラグとなっているわけか。

「でも。例えば今からでも共和国を作れば……あるいはそのボルト・マケドニアスが結婚して子供を生むであろう相手とくっつけて……」

「無駄だ。今まで試さなかったとでも思うのか？」

　長いループの中、オルステッドもいろいろ試したのだろう。

　その中でランダム性の高いラプラスの誕生を、乱数調整することで確定させていったのだ。

　恐らく、シーローン共和国だけでなかろう。百年かけて、ラプラスが一点で誕生するように仕向けていたのだ。あるいは俺のやってきた仕事のいくつかがそうであった可能性もある。

　一つ狂ったら、もう思い通りにはいくまい。

「ラプラスはヒトガミに至るため、必ず殺さなければならない相手だ。奴は復活した後、しばしの潜伏期間を置いてから、仲間を集めて戦争を起こす。奴の配下を倒しつつ、ラプラスを仕留めるには、多大な労力と魔力が掛かる。その直後には、ヒトガミと戦わなければならないのだからな」

「ええと……ラプラスを倒した後、魔力を回復させてから、という流れではダメなのですか？」

「ラプラスの復活する時期は概おおむね決まっている。ループの終わりに近い時期だ。もっと早い段階で復活させようと画策したこともあったが、無理だった」

　オルステッドは大きく息を吐いて、言った。

「戦争を経由してではヒトガミには届かん。今回のループは、失敗だ」

　失敗。

　その言葉がエコーのように俺の頭に鳴り響いた。じゃあなんでシーローンの方に来てくれなかったのか。と、俺の中のクズな部分が叫んだが、口には出さない。

　俺は仕事を任され、失敗した。今回の一件は俺の有用性を確かめるための試金石だった。

　もう、ダメなのだろうか。失望されてしまったのだろうか……オルステッドは今ループを諦めたのだろうか。だとしたら、俺は、これからどうなる……？　俺の家族は……？

「失敗と決めつけるのは、早計でしょう」

　と、そこでザノバが明るい声を出した。

　ザノバは今の話をどれだけ理解したのだろうか。

　いきなり未来の話をされて、混乱しているのではないだろうか。

「戦争が起き、配下を下してラプラスを仕留めねばならぬというのなら、こちらも今のうちから戦力を用意しておけばよいのです」

「ほう？」

「軍隊を作る……ところまではいかずともよいでしょう。ラプラスを倒せるだけの人材を、今のうちから集め、仲間にしていくのです」

　お、ザノバいいこと言った。

　そうだ。魔力の消費が問題だというのなら、何もオルステッドが戦わなくてもいいのだ。

「オルステッド殿は呪いで仲間を作れぬでしょうが、師匠もおりますし……余も手伝いましょう」

　そこでザノバは、オルステッドの前に進み出て、膝をついて頭こうべを垂れた。

「今の提案は、話半分から考えただけのこと。的外れであるかもしれませぬ」

　的確かどうかはわからないが、しかしいい案には思えた。

　ラプラスの復活は……今から八十年後だったか。復活する時期は同じぐらいってことは、誤差は数年。それまでに、強い味方──死神やペルギウスみたいのをたくさん集めておいて、復活したラプラスにぶつける。そうすれば、オルステッドは無傷だ。

「詳しい事情は知りませんが、お二方が力を合わせてヒトガミとやらと戦っていることは聞いております。そしてそのヒトガミは──」

　そこで言葉を切り、ザノバは顔を上げ……オルステッドを見た。

　そして、地面に手をつく。

「余の弟を殺した相手でもあります」

　ザノバはうつ伏せに寝転がった。

　五体投地だ。

　いつものように体を地面に投げ出すようなものではなく、ゆっくりと、優雅な五体投地であった。

「どうか、余もオルステッド様の配下に加えてはいただけないでしょうか」

「…………」

「仇かたきを討ちたいのです！」

　オルステッドは俺の方をチラリと見た気がした。

　視界は塞ふさがれているはずだが……でも、何か意見が欲しいのか。

「ザノバが仲間に加われば、魔導鎧マジックアーマーも進歩します。今のも、いい案に思えました。今回の一件で課題もまた増えましたし、俺としては一人でも……」

「わかった」

　オルステッドは最後まで聞かなかった。

　頷き、立ち上がり、ザノバを見下ろした。そして言い放つ。

「ならば、ルーデウスの下に付き、指示を請え。仲間を作るというのなら、やってみせろ」

「……ハハッ！」

　オルステッドはヘルメットをかぶったまま。

　ザノバはうつ伏せに倒れたまま。

　ザノバはオルステッドの配下、俺の同僚となった。




　パックスは死んだ。

　シーローン共和国は、誕生しない。オルステッドの計画も大幅に狂ってしまった。

　損失は大きい。俺がうまく動けなかったせいだ。

　その代わり、ザノバが仲間に加わった。これがどういう結果になるのかは、まだわからない。

　少なくとも、魔導鎧マジックアーマーの方は彼がいれば改良が進んでいくとは思うが……。

　それにしても、俺という存在はオルステッドにとって利益となっているのだろうか。

　今までの仕事でかなりの余裕ができていたと聞いていたが、今回のことでパーになってしまった感じがする。

　あるいは、損失の方が大きい可能性もある。

　これからの働きで、俺の存在は損失以上のものに、なりうるのだろうか。

　いや、ならなきゃいけない。ならなきゃ、何のためにオルステッドが俺をヒトガミから助けてくれたのか、わからなくなる。

　それに、オルステッドは気軽に次のループに行くかもしれないが、俺には今回しかない。

　人生は一度切りで、やり直せたのは奇跡だ。きっと奇跡は二度起きない。

　この人生を、もっと精一杯生きなきゃいけない。

　仮に、もう一度、このルーデウス・グレイラットの人生をやり直せるのだとしても。

　今回の俺がオルステッドにとって足手まといで、邪魔になれば、無用の長物どころか、存在自体が害悪だとわかれば、あっさりと切り捨てられる可能性だって残されている。

　ここで精一杯やらなきゃ、次はない。

　俺がオルステッドにとって有害なら、次のループからの俺は、今回と同じようにヒトガミに騙だまされ、過去へと飛び、オルステッドと戦わされ……そして殺される。あるいは、もっと早い段階で殺されるかもしれない。ブエナ村での子供時代に、エリスの家庭教師をしている頃に。あるいはアスラ王国まで旅をしている最中に。そのへんは、今後、何が起こるかにもよるだろうが……。

　オルステッドは親切にしてくれる。

　理由はいろいろあるだろうが、打算の部分も大きいはずだ。次のループに備えて、俺が何をすれば喜ぶのかを探っているといった可能性を、忘れてはいけない。

　今回はまだ、甘えがあった。

　心のどこかで、オルステッドにしたがっていれば、いざとなれば彼に助けを求めれば、なんとかなる、なんとかしてもらえる。そう思っていた自分がいた。

　オルステッドに甘えてはいけない。

　それを今一度、肝に銘じよう。







第十三話「喜んでいいんだ」




　さて、帰還報告だ。

　エリスも出産間近でナイーブになっているかもしれない。彼女だって精神的に落ち込んだりする時もあるだろうからね。

　ザノバには、一いっ旦たん俺の家に寄ってもらうことにした。ジュリを引き渡さなきゃいけない。しばらくウチに置いといてもいいが、ジュリもザノバと一緒にいたほうが嬉うれしかろう。ちなみに、ジンジャーはすでにザノバの寝床探しに奔走している。大学の寮を引き払ってしまったせいだ。

　寮はいいにしても、なんとか復学できないものかな。

　あと数ヶ月で卒業だし、もったいない。ジーナスあたりに頼めば、どうにかならないだろうか。

　確か、魔法大学には卒業後も魔術ギルド員として研究してる奴もいるはずだし。

「ザノバ。これからも、よろしく頼むな」

「こちらこそ」

　何はともあれ、ザノバがこれからも俺のそばにいてくれる。これは喜ばしいことだ。

　魔導鎧マジックアーマーの研究も進むし、人形の販売だって諦めずに済むだろう。

　ザノバは住む家や何やらを失ったが、なんだったら俺が金を貸してやってもいい。金銭の貸し借りはトラブルのもとだが、ザノバならくれてやっても惜しくはない。

　なんて考えていたら、あっという間に俺の家だ。

　門柱に絡んだトゥレントに、緑色の屋根。全体からエコでロハスな雰囲気があふれる我が家だ。

　門に近づくと、いつも通りビートが門を開けてくれた。

「さて、ジュリが師匠の家族に迷惑を掛けていないとよろしいが」

「ジュリなら大丈夫だよ。アイシャとも仲がいいし……」

　ヒュッ！

　家の敷地内に入った瞬間、風切音がした。何の音かはすぐにわかった。なにせ、何千何万と聞いた音だからな。

　これは、素振りの音だ。ノルンが家に帰ってきているのだろうか。

　ヒュッ！

　いや、それにしても、ノルンもずいぶんといい音をさせるようになったな。最近は彼女の剣術も見てやれてないが、俺が教えていた頃は、ブーンとか、ぶおーんとか、そんな感じの音だった。

　今の音は「ヒュッ」。剣がまっすぐに走っている音だ。俺でもなかなかこんな音は出せないだろう。

　この音は、まるでエリスの──。

　と、音の方を見た時、俺は目を疑った。

　一人の女が、その昔作った素振り用の石剣を振っていた。その女の髪の毛は、原色のペンキをぶちまけたかのように、真っ赤だった。すげー重い石剣を、片手で、軽々と。

　身重な女が。

　エリスが。

「あら、ルーデウス。おかえりなさい。遅かったわね」

「ちょちょちょちょぉ！　エリス！　なにやってんの！」

　俺は慌てて彼女に駆け寄った。

　あかんて。そんな、もうすぐ臨月だってのにさぁ。いやに軽そうに振るけど、重いものはさ。お腹に力とか入れると……お腹。

「ん？」

　エリスのお腹がスマートだ。ほっそりしてる。

　俺のベイビーちゃんは？

「あれ？」

　触ってみる。おお、凄すごい、シックスパックだ。しかもくびれてる。

　俺の知ってる妊婦の腹じゃない。

「え？」

　どういうこった。もしかして、エリスの屈強なシックスパックで、ベイビーが圧縮パッケージングされてしまったのか……なんてこった。いや、まだ慌てるような時間じゃない。

　下の方に押し出されてるだけかもしれない。

「こっちか？」

「何やってんのよ！」

　尻を鷲わし掴づかみにしたら、ぶん殴られた。

　尻もちをついて見上げる。足を肩幅に広げ、腕を組んで、顎あごをクッと上げたエリスが、俺を見下ろしていた。彼女はそのまま、言い放つ。

「産んだわ！」

「何を？」

　反射的に答えた。答えはひとつしかないだろうに。

「子供よ！」

「誰が？」

「もちろん私よ！」

　エリスが。子供を。産んだ。

「…………」

　正座した。

「えっと……その、いつ頃のお話でしょうか……」

「十日前ね！　夜遅くだったけど、なんとかなったわ！」

　十日前。俺は何をしていた。確かそう、シーローン王国にいた。

　宿で、多分、その日、ロキシーと……や、それはいい。つまり、あれか。

「出産……間に合わなかった……？」

「そうね、もうちょっと早く帰ってくればよかったのに、残念だったわね！」

　エリスはドヤ顔で言った。一人でできるモン、とでも言わんばかりの声で。

　どうしよう。土下座すべきだろうか。別にやましいことはないのだけれども。元々、そういう可能性も考慮していたのだけど。

　申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「な、何よ……嬉しくないの？」

　戸惑っていると、エリスが眉をひそめた。嬉しくないわけがない。

「う、嬉しいけど、なんかちょっと複雑で……」

「あ！　そっか、もちろん男の子よ！　名前はアルス、人族の英雄の名前よ！」

　けど、俺は喜んでいいのだろうか。

　俺はオルステッドの指令を失敗した。ザノバは弟であるパックスが死んだ。首の皮一枚つながったが、失敗だらけだった。そんな状況で、いきなり嬉しい報告をつきつけられて、俺だけ喜んでいいのだろうか。

「マスター！」

　迷っていると、玄関が開いた。オレンジ色の髪をした小さな人影が玄関から飛び出てくる。

　その人影は、まっすぐに俺の背後にいるザノバの元へと走っていった。

　そのまま飛びつこうとして、つまずき、ザノバの太もものあたりに抱きつく形となった。

「おお、ジュリ！　我が弟子よ、帰ってきたぞ！」

　ザノバは、そんなジュリの両脇に手を入れ、自分の目の高さまで持ち上げた。ジュリは目からボロボロと涙を流しながら、ザノバの袖をギュッと握った。

「ジュリは、ジュリはマスターのお帰りをお待ちしておりました！」

「うむ」

　感動の再会だ。ウチの家族がイジメてたんじゃないかってぐらい、感動の再会だ。

　次の瞬間、ジュリは爆弾発言とも言える言葉を口にした。












「ジュリは！　マスターのことをお慕いしております！」

「おお、そうであったか。それは気づかずに──」

「もう、もう、置いていかないでください！　死ぬ時は御お側そばにいさせてください！　お願いです……お願いです！」

　悲痛とも言える叫び。

　この事件の裏側で、ジュリがどれだけザノバを心配していたのか、よくわかる叫び。

　ザノバはあっけに取られた顔をしていたが、やがて柔らかく微笑ほほえんだ。

「……うむ、安心せよ。これからはずっと一緒にいられよう」

「ますたぁぁぁあああん」

　ジュリが泣き出すと、ザノバは彼女の顔をそっと自分の肩口あたりに押しつけた。

　ザノバも、心なしか嬉しそうだ。

　そっか、確かにパックスは死んでしまったし、仕事も失敗した。ヒトガミに負けた。

　でも、生きて帰ってきた。俺もザノバもロキシーもジンジャーも、誰一人欠けることはなかった。

　喜ぼう。喜んでいいんだ。

「エリス！」

　唐突に湧き上がってきた感情には逆らわなかった。

　エリスを抱きしめ、キスした。エリスは驚きつつも、応じてくれた。抱きしめ返され、キスし返された。背中を撫なでて尻を揉もむと、肩のあたりを固定されて、より深くキスされた。手を前に回して胸を揉むと、ぶん殴られて地面とキスさせられた。

「やりすぎよ！」

「ごめん！」

「わっ！」

　俺は即座に立ち上がり、エリスをお姫様抱っこした。

　こうしちゃいられない。早く子供の顔を見に行かなくちゃ。

「で、どこ、男の子、どこ？」

「家の中よ！」

　エリスは珍しく逆らわず、俺の首に手を回してきた。そして、家の方を指さす。

「ふむ……師匠！」

「なんだ、ザノバ！」

「今日のところはこれにて！　また後日！　ロキシー殿にも礼を！」

「ああ！」

　短くそうやりとりをして、ザノバは踵きびすを返した。一家団だん欒らんを邪魔するつもりはないらしい。

　俺もまた、家の中へと駆け込んだ。

　玄関を抜けて、リビングへと入る。するとそこでは、二人の女の子が、ソファに座っていた。

　一人の赤ん坊を抱いて。

「みてみて、ノルン姉、笑った、いま笑った！」

「アイシャ、アイシャ、私にも抱かせて」

「そっとだよ、そっと。首のところを」

「もう、わかってるって。ルーシーもララも抱いたことあるんだから……あ、この子おっぱい触ってくる、おなか空いたのかな？」

「どうかなー、お兄ちゃんの子供だからねー」

「赤ちゃんがそんなことするわけないでしょ！」

　二人の十四歳が、俺の子供を抱いて、キャピキャピと騒いでいた。

　妹が。俺の息子を。あ、なんか卑ひ猥わいな言い方になっちゃった。

「……エリス、ちょっと下ろすね」

「ええ」

　エリスを床に下ろしたところで、妹たちも俺に気づいた。二人は俺を見上げ、笑顔を向けてきた。

「あ、おかえりなさい兄さん」

「おかえりお兄ちゃん」

　笑っていた。妹は二人とも笑っていた。

　それを見て俺は、ふと、パックスの顔が思い浮かんだ。自嘲して、諦めきった笑みを浮かべた彼の顔を。

「ロキシー姉から聞きました、大変だったって」

「ノルン姉、それよりほら」

「あ、そっか……はい、兄さん。兄さんの子供の、アルス君です」

　俺は、ノルンから赤ん坊を受け取った。

　これがアルス。髪は赤い。目つきもエリスとそっくりだ。俺の息子……その実感が湧かないのは、生まれた瞬間を見ていないからだろうか。不安な気持ちが鎌首をもたげてくる。

　赤ん坊は俺を見て、短い手を伸ばして、俺の胸のあたりを触った。ペタペタと触った。まるで柔らかいものでも触るかのように。でも、俺の胸は固い。

「アャー！　アギャー！」

　すぐに泣きだした。

　と、同時に不安感が消え、安あん堵どが心中に広まった。

　ああ、間違いない。この子は俺の子供で、パウロの孫だ。

「あれ？　アルス君、それがパパだよー？　知らない人じゃないよー？」

「に、兄さん、大丈夫ですか？」

　アイシャとノルンが心配そうに見てくる。俺の子供を、二人は「可愛かわいい」といって抱いていた。笑いながら抱いていた。愛してくれていた。きっと二人は、俺のことも家族として愛してくれてる。

　パックスのことを思い出した。

　ザノバには子供はいなかったが、ザノバの兄弟たちには家族がいただろう。

　兄の子供、弟の子供……皆殺しにした。

　愛せなかったし。愛さなかったし。愛されなかった。

　……あ。

　もしかしてザノバは、パックスとこういう関係になりたかったのだろうか。

「……！」

　気づいた瞬間、涙が出てきた。

「ちょっと！　なんで泣いてるのよ！」

「うん、なんか泣けてきた」

「もう、しょうがないわね。貸しなさいよ、私が抱いたら泣きやむんだから……」

「やだ……」

　俺は幼児のように首を振り、赤子を抱えたまま、アイシャとノルンの間に座った。

　しばらく、俺は子供と二人で泣いた。

　なんで、俺は、最後までパックスを認めてやれなかったんだろうか。俺なら、パックスの気持ちには気づけたはずなのに。歪ゆがんだ理由とか、他人を愛せなかった理由とかも、理解できたはずなのに。パックスがどれだけ努力するのが馬鹿らしくなるような環境にいたのかがわかり、そんな状況でも王にまで上り詰めたって結果を見れば、彼の努力も認めてやれただろうに。認めてやれれば態度も変わる。リーリャたちにしたことはすぐには許せなかっただろうけど、でも、あんな結末にならないような何かをできたはずなのに……。

　泣き声を聞いたのか、二階から足音が聞こえた。

　ややあってシルフィとルーシー、それにララを抱いたロキシーがリビングに現れた。

　台所の方にいたのか、リーリャとゼニスも。

　シルフィは、きっと何があったのかを、ロキシーに聞いていたのだろう。泣きじゃくる俺を見て、彼女は何も言わず頭を撫でてくれた。ルーシーもそれを真似して、俺の膝の上に登って、撫でてくれた。

「もう、ルーデウスは泣き虫ね……」

　最後に、エリスが頭を撫でてくれた。皆優しい。

「アイシャ……ノルン……」

　泣きながら、二人の妹に声を掛けた。

「俺は、どんな時でも、味方だから……困ったら、遠慮なく、頼ってくれ……頼りないと思うかもしれないけど、絶対、できる限り、力になるから……」

　二人は顔を見合わせていた。むしろ今、お前が泣きやまなくて困ってるって顔だ。

　いかんな。これじゃいざって時に頼ってもらえないかもしれない。

「うん、わかった」

「はい、わかりました」

　でも、二人は頷うなずいてくれた。よかった。ウチは大丈夫そうだ。

「ぐすっ」

　鼻をすすりながら、ロキシーとララを見る。

　ララは彼女の腕の中で、いつも通りのふてぶてしい顔をしている。

　確かに、今回、俺の命に危機はなかった。でも、ロキシーがいなければ、危なかった。

　どれだけ決意を固めても、俺は弱い。彼女がそばにいてくれなければ、途中で折れていたかもしれない。やはり、ロキシーは頼りになるのだ。そして、そのロキシーを連れていかせてくれたのは、ララだ。

　ロキシーとララ。二人には感謝してもしきれない。

「ロキシー……お疲れ様でした」

「ルディこそ、お疲れ様でした」

　何はともあれ、終わった。今回は、辛つらかった。疑わなくてもいいものを疑って、精神的に摩耗して。ストレスばかりを溜ため込んで、オルステッドの意に沿わない結果を生み出してしまった。

　パックスを死なせてしまった。

　悪夢のような出来事だった。

　だがそれも終わり。明日からは、また別の出来事が待っているだろう。

　その出来事を待つ前に、話しておかなきゃいけない。

「みんな、これから話すことを、よく聞いてくれ」

　その日、俺は家族に対し、ヒトガミに関する全てを話した。

　ヒトガミのこと、オルステッドのこと。二人の戦いと、自分の今までのこと。ララが救世主かもしれないことや、なぜ自分がオルステッドに協力するのかといったこと、その詳細。全てを話した上で、協力を要請した。いざという時は、俺の、そしてオルステッドの力になってほしい、と。

　家族はみんな頷いてくれた。

　エリスやシルフィ、ロキシー、リーリャは言うまでもなく、ノルンやアイシャも戸惑いつつ、ルーシーもよくわからないまま、真面目な顔でうんと頷いた。

　スッキリした。





　　　　★　★　★






　情報を整理しよう。

　まず、ヒトガミを倒すための手順についてだ。

　ヒトガミのところに到達するには、龍族に伝わる五つの秘宝が必要となる。

　古代龍族が創りだした五つの秘宝。これらは五龍将がそれぞれ持っており、世界への扉は龍神の秘術によってのみ開かれる。

　未来の俺は、どうあがいても最後の一つが手に入らないと気づいて絶望した。

　恐らく、この最後の一つというのが、ラプラスが持っている秘宝なのだろう。殺さなければならない、というオルステッドの言葉を考えるに、五龍将の命と引き換えに手に入れるものだと推測できる。

　狂龍王カオスはすでに死んだ。オルステッドがやったのだろう。回収済みということだ。

　残る五龍将は四人。

　『聖龍帝』シラード

　『冥龍王』マクスウェル

　『甲龍王』ペルギウス

　『魔龍王』ラプラス

　あるいはシラードとマクスウェルもすでに死んでいるかもしれない。

　オルステッドは、そうしたことを俺に伝えてはくれない。

　が、それは「味方をも殺す」と取れる行為に対する俺への配慮か、あるいは後ろめたさだと思って受け止めておこう。

　ペルギウスとも仲が悪いわけじゃ、ないしな……。

　ともあれ、その五つの秘宝を手にするためには、ラプラスの復活は必要不可欠だ。

　ラプラスはいずれ復活する。生まれた時は赤子ということだ。

　オルステッドはそれを特定することで、赤子の手をひねるようにラプラスを殺害しようとした。

　が、今回これに失敗。ラプラスは俺たちの与り知らぬところで復活し、人族に対して戦争をふっかける形になる。

　この戦争をくぐり抜けながらラプラスを殺害し、秘宝を手に入れるのは、オルステッドといえども、骨が折れるようだ。それこそ、その後のヒトガミとの戦いに支障が出るほどに。

　ゆえに、今回のループは失敗だ。

　と、オルステッドは言った。だが、彼から諦念のようなものは感じられなかった。ガックリきている感じは伝わってきたが、諦めている感じはない。考えてみれば、オルステッドはこの状況を予測していたように思える。

　例えば、アリエルのことだ。

　今から百年後、アスラ王国は危機に陥る、とオルステッドは言っていた。アリエルが王になれば、その危機を脱することができる、と。その後、アスラ王国から生まれる人材がどうのと言っていたが、これはラプラスが復活し戦争になった時のことも兼ねていた可能性が高い。

　世界最大の国家であるアスラ王国。それが長いことラプラスに抵抗し、その戦力を削れば、それだけオルステッドの消耗も抑えられるからだ。

　あるいはオルステッドは、俺の存在を感知した時から、ラプラスが思った通りの場所に生まれてこない可能性を考慮していたのかもしれない。俺の存在で、すでにフラグ関係がおかしくなってる可能性だって、十分にあるしな。

　なぜヒトガミがそれを阻止したのかという疑問も浮かんだが、すぐに打ち消した。

　考えてみれば、ヒトガミはオルステッドの存在が見えないのに、龍神を敵視していた。

　長らく反ヒトガミの旗を振っていた存在といえばラプラスだ。オルステッドがラプラスを復活させ、何かをしようとしている。オルステッドのループ開始から百数年の中で何かの拍子にそれに感づけば、そうはさせじと考えて邪魔をしようとするのも、わかる話だ。

　龍神が目指すものなんて、ヒトガミにとって害にしかならないのだから。

　何にせよ、ここからはオルステッドの知っている歴史とは少々違う道に進むこととなる。

　オルステッドの言いなりになって世界各地を周まわり、フラグを立てるのは終わりだ。

　予定がズレてしまった以上、もはやそんなものには、なんの意味もない。

　ラプラスは復活する。戦争は起きる。

　ラプラスを倒さなければヒトガミには至れず、倒してもオルステッドは消耗する。

　消耗しきったオルステッドではヒトガミを倒すことができない。

　そこで、ザノバの案。仲間を集めるのだ。オルステッドから離れ、自由に動きまわりつつ仲間を集めて戦力を増強する。八十年だか百年だか後にあるという戦争に向けて、反ヒトガミ派を組織し、オルステッドをサポートしてラプラスを倒すための仲間、あるいは仲間の下地を作るのだ。

　オルステッドの軍隊を作るのだ。

　恐らく、戦いが始まる前に、俺の寿命は尽きる。俺は戦いに参加できない。

　だが、仲間と組織と遺志を残せば、必ずやオルステッドはヒトガミを打倒してくれるだろう。

　それを、俺の今後の人生の目標とする。







間話『死神騎士と食い意地の張った王子』




　王竜王国王城の離宮には、多くの王族たちが暮らしている。

　王族といっても、王竜王国の者だけではない。

　属国の王子や王女も暮らしている。

　表向きは留学や養子という形ではあるが、その実態は属国からの反乱を防ぐための人質である。

　いわゆる大名証人制度というやつであった。

　もっとも、王子王女に人質としての自覚はあまりない。自国が反乱を起こさない限り身分と生活は保証されているようなものなので、のんびりと暮らしていた。

　が、のんびりと暮らしていない者もいる。

　牙を研ぎながら、虎こ視し眈たん々たんと出世を狙う、野心家たちだ。

　そうした者の一人が、パックス・シーローンだった。

　彼はある日を境に心を入れ替え、剣術に、魔術に、勉学にと励むようになった。

　午前中はできる限り体を動かし、午後は勉学や魔術に励む。

　そんな日課を送ろうと心に決めた彼であるが、いきなり毎日続くわけもない。

　最近の彼は、午前中はもっぱら別のことに時間を費やすようになっていた。

　午前中に彼が訪れるのは、離宮から少し離れた庭園である。

「そこで余は言ってやったのだ。その手を離せ、その奴隷は余が買い受ける……とな！」

　彼はそこで木剣を振り回しながら、一人の少女に語りかけていた。

「そこから先は大立ち回りよ！　余は迫りくる悪漢をちぎっては投げ、ちぎっては投げ！　最後に出てきたのは悪漢の親玉だ！　余の二倍はあろうかという戦せん斧ぷを構え、歴戦の勇者ですら震え上がる怒号を上げて、余に迫ってきた！　余はその悪漢の一撃をひらりとかわし、得意の風魔術を親玉の顔に叩たたきつけた！　たたらを踏む親玉！　そこにすかさず余の剣がズバンッ！　倒れる親玉！」

　パックスは身振り手振り木剣振り振り、魔術を使い、エア親玉を倒した。

「……」

　が、そこでふと、少女の方を見た。

　少女は、何を考えているのだかわからないような虚無の瞳でパックスを見ていた。

　しかしパックスには、なぜか彼女の表情が読み取れた。最初はイマイチわかっていなかったが、最近は彼女の細かい表情がわかるようになったのだ。今の彼女は、瞳がいつもより輝き、頬ほおも少しだけ紅潮している。パックスの話を純粋に楽しんでくれているのだ。

　それゆえ、パックスの額から汗が流れた。

　彼はしばらくエア親玉を倒したポーズで静止していたが、やがて観念したかのように、ポーズを解いた。

「……と、ゆけばよかったのだが、理想通りにはいかぬ。余にできたのはせいぜい、風魔術で護衛たちを援護してやることだけよ」

　それを聞いても少女の表情は変わらない。

「でも、パックス様……スラムの支配者に……」

「うむ。過程はどうあれ、親玉を倒した余は、シーローンのスラムの支配者となったのだ」

「……凄すごい」

「そうだろうとも！　大立ち回りで多少腰が引けていたからといって、余がシーローンの荒くれ者共をまとめていた事実は消えぬのだ！　もっと褒めてもよいぞ！」

「凄い、凄い」

　王竜王国第十八王女ベネディクト。彼女はほとんど感情の見えない表情で、まったく抑揚のない声音で、しかしはっきりと興奮しながら、パックスの話に耳を傾けていた。

　正直なところ、パックスの話は多少の脚色があった。風魔術で援護したなどと苦し紛れに言ったが、それすらもしていないのが現実だ。

　パックスも少々心苦しいところがあったが、しかし王竜王国王城にはパックスの話をこれほどまで真しん摯しに聞いてくれる者はいなかった。少しは大きな口を叩きたいというのが心情である。

「もっとお話、して……」

　もっとも、ベネディクトは真偽などどうでもよかった。

　教育のほとんどを放棄されていた彼女は文字も読めないし、話しかけてくる者も皆無。狭い離宮の中に閉じ込められ、どこにいっても厄介モノ扱い。朝起きて、ご飯を食べて、人ひと気けのないところでじっとして、ご飯を食べて、寝るだけの毎日だ。

　そんな中、常に楽しげな話をしてくれるパックスはとても新鮮で、そして嬉うれしかった。

「もっとお話、して……」

「よかろう。では次は余が妖精の泉に行った時の話をしてやろう……と、言いたいところだが、それは明日だな。午後からは勉学と魔術の訓練だ」

「……はい」

「うはははは、愛ういヤツめ。そんな悲しそうな顔をするでない！　明日など待っているだけで勝手に来るものなのだからな！」

　近頃のパックスは、誰が見ても勤勉だった。

　午前は体を鍛え、午後からは勉学と魔術の訓練に励む。まぁ、午前はサボる時も多いが……しかし、ベネディクトに話をしながらも木剣を振り回すのはやめていないため、少しずつ体は鍛えられていった。

　勉学といっても、シーローン王国から見捨てられた彼に、家庭教師など付くはずもない。しかし、かつてシーローン王宮で学んだことを思い出しながら、独力で学び続けていた。

　ゆえに離宮におけるパックスの評価は、少しずつ上がり始めていた。

「だが、その前に食事だ！　離宮に帰るぞ！」

「……お見送り、します」

「うあははは、くるしゅうない、くるしゅうないぞ」

　パックスはベネディクトを引き連れて、己の部屋への道を歩いた。

　庭園は離宮の端にある。ベネディクトの部屋からは近いが、パックスの部屋からは遠い。

　ベネディクトはパックスと別れたくなかったため、いつも途中まで見送りをしていた。

　ほとんど王女扱いされていないとはいえ、大国の王女が別れを惜しんで見送ってくれる。

　パックスにとってはとても気分のいい時間であった。

　ゆえに、舌もよく回る。

「昨日、魔術の勉強中に、あることに気づいてな。もしやと思って調べてみたのだが、これがアタリだった。というのも、魔術というのは古来より──」

　ベネディクトは傍はたから見ると興味なさそうにボンヤリとしていた、しかし彼女なりに興味と好奇心に満ちた目で、パックスの話を聞いていた。

　そんな彼らに離宮に仕える侍女や、たまたま客として来ていた貴族たちが白い目を向けてくる。

「ふん、またシーローンの出来損ないが出来損ないの姫に近づいているのか……」

　すれ違った貴族がそんな言葉を漏らした。

　パックスは一瞬だけ足を止め、振り返りそうになったが……グッとこらえた。

　そんな一言を言われる度、心中はムカムカで一杯になる。今すぐにでも振り返り、暴言を吐いた貴族の首をハネてやりたかった。だが、行動には移さない。今、自分にはその力がないことを、よく知っていたからだ。

「おのれ、今に見ておれよ……」

　パックスがぼそりと言うと、ベネディクトは少しだけ困った顔をした。

　ベネディクトは、教育をほとんど受けていないが、モノを考えられないわけではない。自分の立場を十分に理解しており、パックスが悪あしざまに言われるのは、自分と一緒にいるせいだと思っていた。

「殿下……私が……」

「やめろ。言うなうっとおしい！」

　対するパックスはというと、まったくそうだとは思っていなかった。

　そう、誰かに悪しざまに言われるのは、いつものこと……シーローン王国でもそうだったのだ。

「見ろ。この体を、手足を。余は生まれつきこうだ。そんな余が何かをしようとすれば、悪しざまに言うヤツは必ずいるのだ。だから断じて、お前のせいなどではあるものか」

　何度この問答を繰り返したかはわからない。

　だが、ベネディクトはパックスにそう言われると、しゅんとなってしまう。

　王宮から出たことのない彼女には、いまいちわからないのだ。彼の小さな体が、短い手足が、特別なものであることが。そのせいで侮られるのが、日常茶飯事であることが。

　二人はなんだかんだ、似たような境遇にあったと言えよう。

　だからこそ、ベネディクトはパックスに惹ひかれていた。自分と同じなのに、なんだかんだと言いつつも、行動をしていた彼に。

「ん？」

　離宮と王宮の境目あたりに差し掛かったところで、ふとパックスは足を止めた。

「何の匂においだ？」

　どこからか刺激臭が漂ってきていた。

　何か、死体でも焼いているような、なんとも言えない不快な匂いだが、同時に少し香ばしくも感じられた。まるで誰かがどこかで料理でもしているかのようで、かぎ続けていると、少しだけ食欲をそそられる香りだ。

　だが、食べられるものが、こんな刺激臭を発するものだろうか。

　そのアンバランスな匂いが、パックスはどうしても気になった。

「練兵場の方か。気になるな。行ってみるか」

「……でも」

「ふん、少しぐらい離宮から離れたところで、貴様を咎とがめる者などいるものか。咎めたいのであれば、一人ぐらい見張りを付けておくべきなのだ。ゆくぞ！」

「……はい」

　ベネディクトは少しだけ嬉しそうに、そう返事をした。





　　　　★　★　★






　地獄の晩ばん餐さん会。

　それはシーローン王国の一室にある、一枚の絵画のタイトルだ。

　その絵画では、五人の肥え太った貴族が晩餐会を行っている。

　それだけならなんら不思議なところはないのだが、よく見ると給仕が全てスケルトンなのだ。

　貴族のうち三人は、スケルトンが給仕をしていることに気づいていないのか、楽しげに歓談をしている。

　一人の貴族は気づいていて、驚いたような、慌てたような表情で隣の貴族を見ている。

　一人の貴族は、テーブルに突っ伏している。寝ているのか、それとも死んでいるのかわからない。

　パックスはその絵画について詳しくないが、兄であるザノバ・シーローンがその絵画を前に、何やらブツブツと考察していたことは憶おぼえていた。

　彼らは料理を望んで食べたのか。望んでいないのであれば、なぜ食卓につかなければならなかったのか。そもそも運ばれてくる料理を作っていたのは何者だったのか。ザノバはそんなことを延々と口にしていた。

　そのせいか、パックスは地獄の晩餐会の絵え面づらをよく憶えていた。

　だからこそ思うのだ。

（もし、あの絵画に過去があるとするなら……あるいはこんな絵面だったのかもしれんな）

　そう思えるような光景が、目の前に広がっていた。

　訓練場の端には、訓練兵に炊事を教えるための、簡易的な炊事場がある。

　その炊事場に備えられた食卓に、五人の従騎士がついていた。

　五人とも顔色は真っ青で、炊事場の方をしきりに気にしている。

　近くにある炊事場からは、何ともいえない刺激臭が漂ってきている。離宮で嗅いだ、あの匂いだ。近づいてみると、鼻をつまみたくなるような強烈な匂いであるとわかった。

　そして、炊事場で動くのは一体の骸骨……に、よく似た男だった。

　彼は背筋の凍るような笑みを浮かべながら、巨大なナベの中身をぐるぐるとかき混ぜていた。

「うふふふふ……も～すぐ、出来上がりますからねぇ」

　骸骨の言葉に従騎士たちが浮かべるのは、絶望的な表情だ。

　自分たちは助からない。でも逃げることはできない。そんな顔だ。

　あるいは、あの絵画に描かれていた者たちも、彼らと似たような境遇であったのかもしれない。

　そう、彼らは逃げられない。恐ろしい顔で料理を作る男のことは、パックスもよく知っていた。

「死神ランドルフ……」

　ランドルフ・マリーアン。

　七大列強第五位『死神』にして、大将軍シャガールの直属の騎士団である『黒竜騎士団』の一員。

　己の部下は持たず、常に単独で動くが、騎士としての地位は最上級に近い。

　王竜王国最強の騎士だ。

　そんな彼が従騎士を集めて料理を振る舞う。従騎士たちが逃げられるはずもない。立場的にも、能力的にも……。

　だが同時に、パックスはその理由について気になった。

「……貴様ら、これはどういうことだ？」

「あなたは……？」

「余はシーローン王国第七王子パックスだ」

　属国とはいえ王族、従騎士たちよりも遥はるかに偉い存在だ。

　彼らは即座に椅子から下りて、膝をつこうとした。

「よい、直るな。そのまま話すことを許す」

　五人は顔を見合わせつつも椅子に座り直し、ぽつぽつと説明をし始めた。

「その……我々は先の演習にて致命的な失敗をしてしまいまして……」

　三日前、王竜王国騎士団は大規模な演習を行ったらしい。

　彼らも大将軍シャガール・ガルガンティスの従騎士として参加した。

　演習自体は順調に進んでいたが、その最中、彼らは大きな失敗をしてしまったそうだ。

　というのも、シャガールの馬の鞍くらをしっかりと固定していなかったため、シャガールが突撃の号令を出す寸前、無様に落馬してしまったのだ。

　近くに治癒魔術師がいたため大事には至らなかったし、演習もつつがなく進行した。

　そのため、厳罰はなく叱しっ責せきを受けるだけに留とどまったのだが、大将軍シャガールの落馬は、演習を見物していた王侯貴族の目にも留まることとなった。

　つまりシャガールは、大きな恥をかいたのだ。

　従騎士たちは、当然のように落ち込んだ。

　自分たちのミスで、尊敬すべき大将軍に恥をかかせてしまったのだから。

　場合によっては、その場で打ち首になってもおかしくはなかった。

　だというのに、大したお咎めもなし。何か罰を与えてほしいとシャガールに直訴しても、彼は鷹おう揚ように笑うだけで、とりあってくれなかった。

　そのことを不気味に感じていた従騎士たちだったが、本日になってその理由が判明した。

「今日、我らのところにランドルフ殿がやってきて、言ったのです……料理を振る舞う、と」

「それの何が問題なのだ？」

「ご存じないのですか？」

　従騎士たちの中では、こんな噂うわさが流れているらしい。

　ランドルフ・マリーアン。

　七大列強であり、王竜王国最強の騎士である彼が、なぜ大将軍シャガールの直属の部下なのか。

　本来なら、数百名の兵や領地を与えられて然しかるべき立場であろうに、なぜ常に単独で動くのか。

　それは彼が、大将軍シャガールの子飼いの暗殺者だからだ。

　大将軍シャガールは、人族と長耳族エルフのハーフで、寿命が長いこともあって、長年、王竜王国の軍事部門のトップとして君臨している。やや粗野な面はあるものの、忠誠心が高く、清廉潔白な人物として評価されている。もちろん、黒い噂はほとんど聞かない。

　だが、そんな人物がいるだろうか。王竜王国という巨大な組織で、清廉潔白な人間が、ずっとトップに立ち続けられるだろうか。

　そんなわけがない。

　彼は裏で、気に入らない相手を殺しているのだ。

　そう、子飼いの暗殺者である、ランドルフを使って。

　それが証拠に、ランドルフが王竜王国の表舞台に姿を現すようになって数年で、シャガールの政敵は軒並みいなくなった。中には、原因不明の病死や事故死をした者もいる。

「我々は……殺されるんだ、閣下に恥をかかせたから！」

　説明していた従騎士は、真っ青な顔でそう言った。

　その言葉に、他の四人も、ガタガタと震え始めた。

「いやだ……いやだ……死にたくない……」

「王子様……助けてください、俺、故郷に好きな人がいるんです……まだ好きだって言葉すら伝えてないのに……こんな……」

「せめて戦場で死にたい……演習のちょっとした失敗で殺されるなんて……あんまりだ……」

「母上、俺が従騎士になれたって、あんなに喜んでくれたのに……」

　彼らが嘆いていると、パックスの後ろから、ねっとりとした声が聞こえた。

「失礼な方々ですねぇ、私はただ……叱責されて落ち込んでいる君たちに、美お味いしい料理を振る舞ってあげたいだけなのに」

　パックスが慌てて振り返ると、骸骨のような騎士が底冷えするような笑みを浮かべ、大鍋を手に立っていた。その大鍋から漂ってくるのは、この世のものとは思えない刺激臭だ。

「さぁ、どうぞ皆さん、落ち込んでいる時には、美味しいものを食べるのが一番ですよぉ」

　死神ランドルフの笑み。

　そこからは、絶対に殺してやろうという強い意思を感じた。

「うっ……」

　パックスは気け圧おされ、ゴクリと息を飲んで一歩後ずさった。

　そんなパックスのかかとに、コツンと何かが当たった。同時に、裾が引っ張られる。

　振り返って見てみると、ベネディクトが、無表情のまま、パックスの裾を掴つかんでいた。

　その表情からは、「助けてあげてほしい」という意思が読み取れた。

（なんで余がこんな奴らを助けてやらねばならんのだ！）

　と、いつものパックスなら言っただろう。

　だが、見つめてきているのは、日頃から自分の武勇伝を語って聞かせている子である。

　格好つけたい相手であった。

「ランドルフよ」

「はぁい、なんですか？　……ええと、どなた様で？」

「余はパックス・シーローン。シーローン王国第七王子様だ。せっかく通りがかったのだ。余も貴様の料理をいただこう」

「……はぁ」

　パックスとしても、本気で食べるつもりで言っているわけではない。

　パックスは仮にも王子だ。ゆえに、この料理が毒であるなら、ランドルフも引き下がってくれるはずだという思惑があった。

「……ええ、ええ！　もちろんですとも、王子様」

　が、ランドルフはむしろ嬉しそうに、ニタリと笑った。

「よ、余はこの見てくれの通り、かなりの美食家だ。生半可な料理では許さんぞ」

「ウフフフ、私、こう見えて昔、料理屋を営んでおりましたのでね……味には自信があるのですよ」

「貴様、わかっておるのか？」

「もちろん、わかっておりますとも」

　パックスは思った。

　イカれた男だ、と。

　パックスを毒殺すれば、その問題は王竜王国とシーローン王国の間だけのものではなくなる。

　王竜王国には、多くの国の王族がいる。そのうちの一人が、大した理由もなく一介の騎士に殺されたとあれば、他の国だって黙っちゃいない。王竜王国が自分の都合で、特に理由もなく人質を殺したら、人質が人質としての意味をなさなくなる。属国全てが反旗を翻しかねない。

　だというのに、平然としている。

　むしろ逆に、食えるものなら食ってみろと言わんばかりに。

　どうせ口で言うだけで、食えないだろうと言わんばかりに。

（あるいは、シーローンの王子と聞いて、余の体つきを見て、死んでも問題のない相手だと思われたのか……くそっ、七大列強だかなんだか知らんが、舐なめおって！）

　パックスとしては、こんなところで死ぬわけにはいかなった。

　だがそれ以上に、舐められているのに我慢できなかった。

　ベネディクトの前なのだ。それなのに、お前は別に死んでもいいなどと思われて、軽くあしらわれて、すごすごと引き下がるわけにはいかないのだ。

「ええい、どけ！」

　パックスは従騎士の一人をどかすと、席についた。

「さぁこい。かの有名な死神の手料理を味わうことなど、そうそうできぬだろうからな！　先ほどから漂ってくる香ばしい匂いに、余の腹はなりっぱなしだ！」

　もうやけくそだった。

　どうせ食わないだろうと思われているのなら、むしろ食ってやろう。食って、こいつに自分を毒殺させ、王竜王国を混乱に陥れてやろう。パックスは意固地になりながらも、そう決意した。

「へぇ～、そう言ってくださったお方は、あなたが初めてですよ」

　ランドルフはとても不気味な笑みを浮かべ、用意を始めた。

　ややあって、パックスの目の前に料理が用意された。

　大きな具がゴロゴロと入った、シチューである。

　色は紫色。何を入れればこんな色になるのかと不安になる色だ。

　見た目も悪いが、匂いもよくない。食い物とは思えない、鼻にツンとくる刺激臭が漂ってきている。パックスの知識に、こんな匂いのする食材はない。

　脳が全力で「これは食い物ではない」と伝えてきている。

「ぬぅ……」

　スプーンを手には取ってみたものの、その手は動かない。

　従騎士たちが、顔面蒼そう白はくでパックスを見ている。

　心なしか、ベネディクトも心配そうだ。

（ええい、ままよ！）

　パックスは意を決して、スプーンをシチューにつっこみ、何の肉かわからない肉の塊をすくい上げると、口の中に放り込んだ。

「むっ」

　むぐむぐと咀そ嚼しゃくし、ごくんと飲み込む。

　その様子を、従騎士たちが驚きょう愕がくの表情で見つめていた。

　まさか本当に食うなんて。誰もがそう思っていた。だって誰がどう見ても毒じゃないか、と。

「……」

　パックスは飲み込んだままの姿勢でしばらく停止していたが、やがてポツリと声を漏らした。

「……意外に美う味まいな」

「えっ!?」

「味付けは魔大陸風ゆえ、この辺りの者には合わぬだろうが、余はいけるぞ」

　見た目も匂いもよくない。

　だが不思議と口の中に入れると、芳ほう醇じゅんな香りが鼻び腔こうを刺激し、奥深い野菜の味わいが舌に残った。

　肉も柔らかく、口の中に入れるとほろほろと崩れ、肉の旨うま味みを口中に充満させてくれる。

　不思議な料理だ。

　少なくとも、シーローン王国で味わったことはなかった。

　食べていると舌に痺しびれが走る。恐らく、これが毒なのだろう。

　とはいえ、美味いと言って食った時のランドルフの表情は見ものだった。

　まさか食うとは、しかも美味いと言うとは思わなかった、という顔だ。

（ふん、もしこれから苦しんで死んだとしても、七大列強を出し抜いてやったのだ。地獄で自慢してやろうではないか）

　パックスは舌の痺れを感じながら、苦し紛れにそう思った。

　まだまだやりたかったことはあるが……まぁ、何一つ自慢できることのない人生に、最期に一つ、自慢ができるようなことができたのだから、少しは満足だ。

　せめて、そう思わないと、今すぐ皿を放り出して泣きわめいてしまいそうだった。

「かわりを持て」

　パックスは皿をランドルフに突きつけた。

「ええと、殿下。これらの料理は従騎士たちに振る舞う──」

「このような者たちにこのシチューの良さがわかるものか！　余が独り占めだ！」

「殿下……」

　従騎士たちはその言葉に、感激した様子でぐっと拳を胸に押し当てた。

「ええい、貴様ら、何を見ておるか！　王竜王国の従騎士は、王族の食事をまじまじと見る趣味でもあるのか!?　それとも文句か？　余は聞き入れんぞ！　文句なら貴様らの主人であるシャガールにでも言うがいい。シーローンの王子にランドルフの料理を横取りされたとな！」

「はっ！　失礼いたしました！」

　従騎士たちは一礼すると、即座にその場を後にした。

　だが、その表情は見慣れぬ王子への感謝の念に包まれていた。

「ふん……」

　無論、パックスは彼らが感謝していることなど知らない。

　どうせ、食い意地の張った王子が、気まぐれにやってきて、毒料理を代わりに食べてくれた、ぐらいに考えているだろうと、そう思っていた。

「……」

　ふとパックスが見ると、隣にベネディクトが座っていた。

　そして、いつも通りの無表情で、目の前の皿と、パックスを交互に見ていた。

「ベネディクトよ。お前も食べたいのか？」

「……」

　ベネディクトは、こくりと頷うなずいた。

「わかっておるのか？　この料理がどういうものか」

　ベネディクトは、またこくりと頷いた。

　パックスは少し考えたが、しかしすぐにベネディクトの境遇を思い出した。

　彼女は自分しか友人がいない。いつだって、一人寂しく、庭園で花を見ていた。誰にも相手にしてもらえない、孤独な姫君。きっと辛つらい毎日だったろう。パックスだったら耐えられないぐらいに。

　ならば、パックスに彼女を止める理由はなかった。

　むしろ、最初で最後の友人が死ぬのなら自分も……そう思ってくれた可能性に思い至り、パックスは頷いた。

「よし、ランドルフよ。彼女にも馳ち走そうしてくれ」

「えぇ、えぇ、もちろんですとも。いやぁ、今日は嬉しい日ですねぇ……」

　ランドルフは不気味にニッコニコしながら、ベネディクトの皿にもシチューを盛った。

　ベネディクトは、行儀よくスプーンを掴むと、もそもそと食べ始めた。

　彼女は礼儀作法すら学ばせてもらっていないようだが、それでもスプーンの持ちかたは綺き麗れいであった。見よう見まねであろう。

「……美味しい」

　ベネディクトはそう言って、もくもくと食べ続けた。

「うむ。美味いな」

　パックスもまたシチューを食べ続けた。健けん啖たん家である彼は何度もおかわりを要求し、やがて鍋は空になった。

「ふん、どうだ死神ランドルフ。完食だ。美味かったぞ」

「完食までしていただけるとは、光栄の極みにございます。はい」

「……で、効果はいつごろ現れる？」

「効果、とは？」

「気づかぬとでも思っておるのか？　あの舌の痺れに」












「あぁ……！　それならば、今すぐにでも」

　ランドルフはそう言うと、クククと笑った。

（今すぐにでも、か……）

　パックスはそう考えつつ、空を見上げた。

　外で食事を取るのは、いつぶりだっただろうか。ベネディクトなど、初めてかもしれない。王族はどれだけ冷遇されていても、窮屈なことに変わりはない。いや、冷遇されていればこそ、外に出したくないとばかりに、閉じ込めようとする。

　最期がこんな青空の下で、美味い料理を食った後というのは、なんとも爽快だ。

　まるで心が洗われたような気分だ。

「心が落ち着いてきたでしょう？　サンショクの実には、強い鎮静作用がありますからねぇ」

「……サンショクの実？」

「はい。落ち込んだり、苛いら立だった気持ちを鎮めるのに最適なスパイスです。ぜひとも、あの従騎士たちにも食べてほしかったのですが……」

「毒ではないのか？」

「毒？　ああ……確かにサンショクの実は毒々しい色合いをしておりますからねぇ、毒だと思って食べない方もいらっしゃるようで。しかしご安心ください。サンショクの実を食べて死んだ者はおりません……おや？　舌の痺れで、サンショクの実を使ったことをご存知だったのでは？」

「い、いや、心当たりはあったが、別の食材でな！」

　首をかしげるランドルフを前に、パックスはようやく思い至った。

　どうやらこの男……本当に従騎士たちに食事を振る舞いたかっただけなのだ、と。

「そうか、サンショクか！　てっきり、キバンの皮を削って入れたのかと思ったわ！」

「ああ確かに、キバンの皮は舌に痺れが走りますからねえ……でも、キバンの皮では、この美味しそうな紫色は出せないでしょう？」

「そうだな！　うむ、創意工夫、大義であった！」

「ウフフ、それはどうも、遠く、魔大陸から取り寄せた甲か斐いがあります」

　ランドルフの笑みは、まるでパックスの見栄を見透かしているかのようであった。

「ええい！　ベネディクト、帰るぞ！」

　その視線に耐えきれず、パックスは勢いにまかせて立ち上がった。

「余は午後から勉学と魔術の教練があるのだ！　こんなところで油を売っている暇はない！」

「……はい」

　立ち上がり、肩を怒らせて歩き出すパックス。それにちょこちょこと付いていくベネディクト。

　そんな二人の背中に、ランドルフが声を掛けた。

「あの、パックス殿下」

「なんだ？」

　振り返るパックス。

　ランドルフはいつも通りの不気味な笑み。

　しかし、まるで不安であるかのように、両手の指をこすり合わせつつ、聞いた。

「また、料理を振る舞わせてさせていただいても、よろしいでしょうかね？」

「構わん。お前の料理は美味いからな」

　パックスはただそう言うと、踵きびすを返した。

　毒だと思って不要な緊張はしたが、料理自体は美味しかった。癖は強く、苦手な者が多そうだが、ここいらでは食べられない料理だ。それを振る舞ってくれるというのなら、断る理由はない。

　パックスは自分で言った通り、食にはうるさいのだ。

「ありがとうございます」

　ランドルフはそう言うと、深々と頭を下げた。

　それからパックスたちは、定期的にランドルフの料理を味わうことになるのであった。





　　　　★　★　★






「思えばあの時、余は本気で死を覚悟したのだったな……」

　パックスは遠い過去を振り返りながら、ぽつりとそう言った。

　彼が立つのは、階段の踊り場だ。

　そこにある窓からは、城外の様子がありありと見えた。

　各所で篝かがり火びが焚たかれ、幾筋もの狼煙のろしがあがっているのがわかる。人の声が聞こえるほどではないが、大勢の人の気配が感じられた。

　ここはシーローン王城。パックスががむしゃらに突き進んだ結果、たどり着いた場所である。

「私としては、死ぬまで聞きたくないお話でしたな」

　ランドルフもまた、パックスの隣に立ちながら、眼下を見下ろしていた。

　いつも身につけている眼帯は外され、片方の目が爛らん々らんと輝いていた。

「本当に嬉しかったのですよ？　美味そうだと言われて」

「そう言うな。美味そうには見えなかったが、美味かったのは嘘うそではない」

「ふふ、そこまで嘘だったら、何も信じられなくなるところですよぉ」

　二人は眼下を見下ろしつつ、感慨深げに呟つぶやいた。

　最初のきっかけは些さ細さいなものであったし、それからも重大な出来事があったわけではない。

　パックスとベネディクトは事あるごとにランドルフの料理を食べ、美味いと言った。

　食事をしながら少しばかりの会話をして、別れる。

　それだけだ。それが何度も繰り返されただけだ。

　でも気づけば、ランドルフはパックスとよく一緒にいるようになっていた。弟子というほどではないが、剣術や魔術についてのアドバイスをしてもらうこともあった。

「結局、味方はお前とベネディクトだけだったな」

　パックスは城外に集まる人々を見て、そう言った。

　あそこにいる人々の全てが敵ではないことは、命がけで偵察に出た騎士の報告で知っていた。

　敵ではない。

　だが、パックスは知っている。

　味方でもない。

　彼らの大半は、パックスが王となることを歓迎していない。敵にはなりえても、味方にはなりえないのだ。

「なぜ人は、余を嫌うのだろうな……」

　今までずっとそうだった。

　人々は、決してパックスの味方にはならない。

　見た目が悪いのか、それともパックスに味方を作る才能がなかったのか。

　理由はさっぱりわからない。

　いろいろと努力をしてみたつもりだったが、結局、味方になってくれたのは二人だけだった。

　あるいは、ザノバやルーデウス、死んでしまった騎士たちに対してもうまくやれば、味方になってくれたかもしれないが……どうにせよ、時間切れだ。

「さて、私もよく恐れられますが、イマイチ理由はわかりかねますねぇ」

　ランドルフが慰めるようにそう言ったが、彼の場合はその見た目が問題だろう。その骸骨のような見た目と、不気味な笑い方をどうにかすれば、少しは変わるはずだ。

　まぁ、彼はそれでも、王竜王国の大将軍や数々の剣士たちに認められているから、まだいい。

　パックスは、ダメだった。

　王になり、愛する妻と配下を手に入れた。しかし国は手に入らなかった。大勢に認めてもらうことはできなかった。

　やり方が悪かったのかもしれないが、それにしたって味方が少なすぎた。そして味方を増やす方法は、ついぞわからなかった。味方が必要なのに、味方を増やす方法がわからない。

　もうパックスには、どうしていいのかわからないのだ。

「……ランドルフよ」

「ハッ」

「余が死んだら、ベネディクトを連れてここから脱出せよ」

　ランドルフは息を飲んだ。ここ十数年、戦いの中で生きてきて、他人に呼吸を悟らせることなどほとんどなかった彼が、はっきりと息を飲んだ。

「王竜王国に戻り、子供が生まれたら、お前の得意な剣と料理を教えてやってくれ」

「……」

「それと学問もだな。余とベネディクトの子だ。家庭教師など付けてもらえんだろうからな。頼む」

「……」

「あと、できるだけ褒めて育ててやってくれ。褒めるというのは、ベネディクトにはできんだろうからな。余もあれも、あまりに褒められていなさすぎる」

「あの、陛下」

　その時、ランドルフはあまり人に見せない顔をしていた。

　死神と呼ばれる前も後も、あまりしてこなかった顔だ。

　七大列強になり、人を人と思わず何万人も斬り殺してきた彼が、長い人生でほんの数度しか見せたことのない顔。

　死んでほしくない相手に向ける顔だった。

「なんだ？」

「私、あなたのこと、好きですよ」

　でも死なないでくれとは言えなかった。

　ランドルフは死神だった。七大列強第五位の実力者として、何万もの死を見届けてきた。

　無価値な生より、誇りある死を選ぶ者と、何度も直面してきた。

　その全てに、彼は敬意を払っていた。

　今、目の前にいる男は王なのだ。矮わい小しょうで、民から愛されず、即位してすぐに反乱を起こされる、歴史に名前すら残らないかもしれない王だが、王なのだ。

　人に認めてもらうべく努力して、そして王になった男なのだ。

　なら、最後も王として死にたいのだろう。

　誇りとは、そういうものだ。

「ですからその命令、しかと承ります。この命に代えましても」

「頼む」

　ランドルフ・マリーアンは死神と呼ばれているが、『死神』ではない。

　だが、彼の前に『死神』と呼ばれていた者が、どんな人物だったかは知っている。

　その『死神』は、死にゆく者の言葉を、必ず聞き届けた。ランドルフの知らない誰かの誇りを尊重し、その誇りを死ぬまで守った。

　だから『死神』と呼ばれ、ゆえにランドルフも、それに倣う。

　ランドルフは、誰よりも『死神』を尊敬している男だから。

　その名を受け継いだ男だから。

「さて、そろそろ日も落ちるか……」

　ランドルフの色よい返事を聞いたパックスは、窓の景色から目を離し、寝室へと目を向けた。

「ベネディクトにも別れを言ってくる。最後の逢おう瀬せだ。終わるまで誰も部屋には入れるなよ？」

「仰せのままに」

　パックスは寝室へと消え、ランドルフは部屋の前に立った。

「……」

　ややあって立っていることに疲れたのか、ランドルフは階段を降り、近くにあった部屋から椅子を持ってきて、座った。

　肘を膝の上に起き、指を組み、顎あごに当て、じっと階段と、そして階段の先にある窓を見た。

　パックスと最後に見た光景を、目に焼きつけんとするかのように。

「死なないでほしいんですがね、本当は……」

　最後にポツリとそう言って、ランドルフはゆっくりと目を閉じた。








【参考文献】

『新訂 孫子』（金谷 治 訳注・岩波書店）





著者プロフィール



理不尽な孫の手

Rifujin na Magonote



岐阜県在住。好きなものは格闘ゲームとシュークリーム。

「小説家になろう」の掲載作品に感化され、『無職転生～異世界行ったら本気だす～』のｗｅｂ連載を開始。

またたく間に読者の支持を集め、掲載から１年足らずで、同サイトの総合ランキング１位を獲得して話題となる。

「世間的な評価より、本人が幸せであることが重要」と著者語る。















　　企画／株式会社フロンティアワークス

　　担当編集／今井遼介、大原康平（株式会社フロンティアワークス）

　　ブックデザイン／ウエダデザイン室

　　デザインフォーマット／ragtime

　　イラスト／シロタカ




　　本シリーズは「小説家になろう」（https://syosetu.com/）初出の作品を加筆の上書籍化したものです。

　　この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件・地名・名称等とは一切関係ありません。











無職転生




～異世界行ったら本気だす～ 19








理不尽な孫の手





[image: ]





2018年8月25日　発行





(C)Rifujin na Magonote 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦブックス『無職転生　～異世界行ったら本気だす～ 19』

2018年8月25日　初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）













item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p227.jpg





item/image/p144.jpg





item/image/logo-mfb.png





item/image/p281.jpg





item/navigation-documents.xhtml


Navigation



		表紙


		CONTENTS


		第十九章　ザノバ編


		第一話「ザノバの決意」


		第二話「虫の知らせ」


		第三話「シーローン再び」


		第四話「パックス王」


		第五話「カロン砦」


		第六話「戦争の準備」


		第七話「戦争」


		第八話「火急の知らせ、ザノバの真意」


		第九話「パックスの元へ」


		第十話「誰もがみんな空回り」


		第十一話「戦後」


		第十二話「ザノバの選んだ道」


		第十三話「喜んでいいんだ」


		間話『死神騎士と食い意地の張った王子』


		奥付








Guide



		表紙


		目次


		本編








item/image/p312.jpg





item/image/p032.jpg





item/image/p006.jpg
| SR Re RN

after died understood.

B RINAK QDN

BRI e P NAL






item/image/p246.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p201.jpg





